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　飛とび交かう怒ど号ごうと響き渡る剣けん戟げきの音。

　日の光が真上を通り過ぎてしばらく経たった頃ころ。

　ラーマの町の北の門前で、一人の門番が複数の冒険者たちと戦っていた。

　というか、複数の冒険者たちと戦っている門番は俺──リューイ・ネルフィスである。

　何な故ぜこんなことになっているのかというと──俺は正面から突かれた槍やりを、聖剣ルーンブレイクで弾はじき返かえしながら、いきさつを思い返す。

　元はといえばミロが悪い。彼女は相変わらず全身黒ずくめの暗黒騎士スタイルで、日々訪れる旅人たちを恐怖に陥れていたのだから。

　それが噂うわさになり、こうして討伐隊が組まれることになってしまった次第である。

　──門番の仕事とは何か？　少なくともラスボス認定されることではない。

　もちろん俺は止めに入ったが、しかしマイナスに振り切った俺の会話スキルでは火に油を注そそぐ結果となり、今に至るというわけだ。

　事の次第の責任は俺とミロで二対八といったところだろう。……少しは責任を感じている。

　相手は四人組のＡ級冒険者パーティ一組と、五人組、六人組のＢ級冒険者パーティがそれぞれ一組ずつ。

　対してこちらは俺が一人だけ。

　ミロには手を出させていない。これ以上事態をややこしくしたくないので。

　俺は相手前衛の剣や槍や斧おのなどによる攻撃を適当に捌さばきつつ、本命である後衛の魔法攻撃を、聖剣ルーンブレイクで真っ二つに切り裂き、消滅させてみせる。

　俺の前職は魔法剣士。だから魔法の弱点も対処法も熟知している。

「な、なんでただの門番がこんなに強いんだよ!?」

「そんなこと俺が知るか！」

「俺たちゃＡ級パーティだぞ！　しかもＢ級が十一人も加勢してくれてるんだ！　それがたった一人の門番にあしらわれるなんて、悪夢でしかねえだろ！」

　確かに、Ａ級冒険者は大勢いる冒険者の中で１パーセントもいないほどの存在だ。

「しかもこの後、まだあのラスボスが残ってるんだぞ!?」

「そうだった！」

「どうすんだよ!?」

　ラスボスとは言わずもがな、ミロのことである。そもそもの原因である彼女は腕を組んで優雅にこの戦いを眺めつつ「さすが我が宿と敵もリューイである」などとほざいている。うるさいよ。

　俺は剣を下ろすと、

「もうムリだと分かっただろう。もうやめないか？」

「門番ごときに舐なめられて、はいそうですか、と引き下がれるかよ！」

　俺の提案はあっさりと却下され、冒険者たちは再び武器を構え出す。

　さて、どうしたものか。ミロに加勢してもらえば叩たたき潰つぶすことは簡単だ。しかしそれでは後々禍か根こんを残すことになる。そもそも彼らは別に悪気があるわけではない。ラーマの町を訪れる旅人たちのために、正義心から立ちあがっただけなのである。……あれ、これって俺たちの方が悪者じゃないか？　いや、深く考えたら負けだ。

　というか考える暇も無い。冒険者たちがじりじりとこちらに迫ってくる。

　まいったな……。

　しかし、再度戦いの火ぶたが切られようとしていた──まさにその時だった。

　先頭にいた前衛たちの側そばで、一つの影がぬるりと怪しく動き──彼らの手元から武器が忽こつ然ぜんと消える。

「あ？」

　その異常事態を察したＡ級冒険者パーティのリーダーが唖あ然ぜんとした声を上げる。

　ガラガラと金属音がする方を見れば、ひとりの少女の足元に冒険者たちの武器が落ちているではないか。

「な、い、いつの間に!?」

「ケ、ケンカはやめましょうよ。ね？」

　赤いリボンが特徴的な、どことなく盗賊っぽい格好をした少女──パティは、胸元に相手リーダーの剣を抱えながら訴えたが──

「こ、この、返せ！」

　相手リーダーは自分の剣を取り返そうと手を伸ばす。

　だが、パティはするりと躱かわしてみせる。リーダーの男はムキになってさらに追いかけるも、彼女はするすると逃れてまったく捕まる気はしない。

「お願いです。もうやめましょう？」

　うるうる。上目遣いで懇こん願がんする小柄で可か憐れんな少女。

「う……」

　その姿は、戦いに明け暮れる無ぶ骨こつな冒険者たちの心にも響いたようで、彼らは見るからにたじろいでいた。

　それは冒険者たちのリーダーも同じで、パティを追っていた動きがぴたりと止まる。

「お願いです」

「うう……」

　リーダーの額ひたいに汗がじわりと浮かび上がる。それは先程までの戦闘によるものとはまた違うものだった。きっと彼もこれまで戦いばかりの人生だったのだろう、無む垢くな少女をどのように扱ってよいのか分からないに違いない。ちなみに俺は無垢な少女どころか普通の人もどのように扱っていいのか分からない。

　結局リーダーの男は折れた。頭が冷えたことで、このまま戦ってもどうせ勝てないことも理解したのだろうが、それを気付かせたパティはさすがだ。やはりまだ門番として彼女には敵かなわない。

　ただ、彼女が放った最後のセリフには少し引っかかるものがあった。

「ありがとうございます！　あの二人には後でよく言って聞かせますから」

　……『あの二人』？　それって、もしかして俺も入ってる？

「ちっ、戦いはもう終わりか」

　後ろで舌打ちしているあの黒い人だけでよくない？

　ともあれ、パティのおかげでラーマの北門に再び日常が戻ってきたのだが──

「大事な話があります。この後、食堂に来てもらえますか」

　仕事を上がる際、パティは神妙な顔でそのようなことを告げてくる。

　どうやら、話してくれる決心がついたらしい。

　魔神の分身として──

　その知識を。





　　　　＊＊＊＊＊






　ラーマの町の南東にある太たい守しゆの館やかた──

　そこに今、新たな主あるじが足を踏み入れた。

　黒髪のロングボブで、右目に片かた眼鏡めがね。白いブラウスと黒いロングスカートの二十代半ばの女性。

　彼女は執務室の椅い子すに腰かけると、窓からラーマの町を一望しながら呟つぶやいた。

「さて、これで後は彼を待つだけですね」

　彼女が見ている方角は北。

「さあ、いらしてください。リューイ・ネルフィス。ふふふ」

　その顔は怪しい笑みに彩られていた。
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　西の空が黄昏たそがれ色いろに染まった頃ころ。

　北の門番宿舎の食堂に、北門メンバー全員が揃そろっていた。

　三列ある長テーブルの真ん中、厨ちゆう房ぼうから見て右側にレイラ、ミロ、俺、パティ。左側にアリエル、スノートラ、アイスマリー、リーンの順で座っている。

　日頃はそれぞれ門番としての仕事があるので、この八人が一堂に会したのは魔神と戦って以来だった。

　北門のメンバー全員で集まりたかったため、今はレイラが連れてきた南門の門番のヘルプが北門の仕事をしてくれている。

　グルニア軍や魔神を撃退した一件で、俺たち北門メンバーは町の人たちから一目置かれる存在になった。それに北門メンバーと何かと敵対していた前太たい守しゆと、彼に付き従っていた騎士たちはもういない。だから皆、比較的協力的だったりする。

　ちなみに北門の女性メンバーは南門の男門番たちから人気があるらしく、男で唯一北門に所属している俺は彼らから嫉しつ妬との入った目で睨にらみ付つけられる。

　それだけじゃない。町の男連中や旅人たちからも人気があるので、正直周りの目が痛い。

　このままでは当分、男友達を作ることはおろか、気軽に会話すら出来なそう……。

　内心でため息を吐つくしかない俺だったが、しかし、今さら南門や他の町の門番になるつもりは毛頭ない。何な故ぜなら俺はもう北門の皆を仲間だと思っているから。

　皆が俺のことをどう思っているかは分からないが、俺にとっては初めて出来た仲間たち。だから出来ればしばらくはここで門番をやっていたいし、何かあったら彼女たちのことを守りたい。

　──特に、パティのことは。

　彼女は魔神の分身だった少女。少なくとも他の魔神に関する動きが分かるまでは、様子を見ていた方がいいだろう。それがパートナーである俺の役目だと思う。

「な、なぜわたしのことをそんなに見つめてくるんですか？」

　右隣のパティがそわそわと目を泳がせていた。どうやら俺はいつの間にかパティのことをガン見していたらしい。

「す、すいません！　何度も言いますが、わたしはリューイ様一筋ですので！」

　そういえばこの子、未いまだに俺が魔法剣士リューイ・ネルフィスだったことは知らないんだよな。いつまで「俺一筋」と叫ばれてモヤモヤする生活を続ければいいのだろうか……。

　……む、いかん、皆の目が白い。とにかく今は話を進めよう。

「パティ、君がリューイ様一筋なのは知っている。俺もパティがリューイ様と上う手まくいくように願っているよ」

「……へえ。リューイくんは、わたしがリューイ様と上手くいってもいいんですね」

　……あれ？　なんか怒ってる？　リューイ様一筋だって言うから応援したのに、なんで？

　あと左隣にいるミロが暗黒オーラを増大しすぎ。

「ボウヤには今度、女心についてしっかり勉強させるとして、パティ、そろそろ話を始めてくれるかい」

　門番長のレイラが助け舟を出してくれたが、何故か俺が女心について学ぶことが確定した。

「今日、皆さんに集まってもらったのは他でもありません。魔神について、わたしが知っている限りのことをお教えしようと思ったからです」

　パティのその言葉に皆の顔が引き締まる。

　前回、魔神との一戦で、パティがその魔神の分身だったことが明らかになった。だから当然、魔神についてある程度のことを知っていても不思議ではない。

　魔神を倒してから約半月。これまではパティの心のケアを優先し、魔神について話すのは敢あえて避けてきた。

　しかし彼女自身、そろそろ話すべきと判断したらしい。

　ならば俺たちはそれを尊重すべきだろう。

「ただ、わたしは完全独立型の分身だったため、魔神と知識を共有していたわけではありません。あくまで、わたしの主あるじであったあの山や羊ぎ魔神と会話した中で得た知識についてお話しさせていただきます」

　皆が黙って頷うなずく。それでいいと、優しく受け入れた。

　パティは頷き返すと、

「簡潔に言います。このラーマは間違いなく魔神と深い関わりがあり、大きな秘密が眠っています」

「秘密だと？」

　エルフのアリエルの美しい金の長髪がさらりと動いた。

「はい。このラーマの地下に遺跡があるんです。そしてそこに、魔神王を倒す鍵かぎである『ロンギヌスの槍やり』があります」

「ロンギヌスの槍……それは古い文献にも出てきたことがある。『神殺し』と呼ばれる槍のこと」

　アイスマリーが顎あごに手をやり呟いた。

「神殺し……」。誰だれかが呟いた。「神殺し」だから神の名がつく魔神に対しても有効ということなのか？　その疑問を説明するように、パティが再び口を開く。

「わたしの主だったあの山羊魔神は自尊心の高い方で、常日頃からこのように言っていました。『あの槍と、あの槍を扱える者さえ手の内にあれば、誰も私に逆らえない。王にさえ勝てる』と。そしてリューイくんを指してこうも言いました。『ついにあの槍を使える者を見つけた』って」

　皆の目が一斉に俺に集まる。

「は？　俺？」

「はい。ロンギヌスの槍は誰にでも使えるものではないらしいです」

「だからって、なんで俺なんだ？」

「それは、その……すいません。わたしにも分かりません。あくまでわたしの主がそのように言っていただけですので……」

「………」

　俺が黙っていると、今度はスノートラとアリエルがそれぞれ自分たちの意見を口にする。

「ボウヤのこともそうじゃが、ラーマの地下に遺跡があることも、そのような大層な槍が眠っていることも、俄にわかには信じられん話じゃな」

「確かにな。そもそもこの町の地下に遺跡があるなら、なぜ今まで誰にも見つからなかったのだ？」

　その疑問はもっともだった。長い歴史の中でラーマの地下遺跡の話が一切出てこないのは不自然だ。

　パティはそれに対してこのように答える。

「誰にも見つからなかったのは当たり前のことです。何故なら地下遺跡に行くには特別なアイテムが必要であり、そのアイテムがなければ遺跡は一切姿を現さない仕組みになっていますから」

　……そんなことが可能なのか。

「で、そのアイテムっていうのは何なのだ？」

　ずっと腕を組んで場を静観していたミロが発言した。鉄仮面が急に喋しやべるなよ、怖いから。

　同じくビクッとなったパティが、健けな気げにも立ちあがってミロに向かって直立不動で答える。

「は、はい！　『ロンギヌスの宝ほう珠じゆ』というアイテムです！」

　そのセリフに俺は眉まゆをぴくりと動かす。

　……ロンギヌスの宝珠とは、かつて俺の故郷であるグルニアの城の宝物庫にあったアイテムのことだ。先程出たロンギヌスの槍と同じ名前だったから、もしかしたら関係があるのかと思っていたが……。

「ロンギヌスの宝珠って、グルニア城の宝物庫にあったアイテムのことか？」

　念のために確認すると、パティは俺に向かって頷いた。

「はい。それのことです」

「だったら残念だったな。ロンギヌスの宝珠はとっくの昔に盗賊によって盗まれた」

　俺の諦てい観かんじみたセリフに、場が騒然とする。

「ま、まさか、あの国の中枢からアイテムを盗み出した奴やつがいるっていうのかい？」

　レイラが目を見開いていた。彼女はかつてグルニアにいたことがあり、あの国の防衛システムの強さをよく知っている。だからこそ信じられないのだろう。

　だが、

「ロンギヌスの宝珠が盗まれたのは事実だ。そして誰に盗まれたのかも、そいつがどこにいるのかも未だに分かっていない」

「そ、そんな……」

　俺の答えにがっくりとした雰囲気が蔓まん延えんする。

　それはそうだろう。せっかく魔神に対する切り札が手に入るかもしれないと思った矢先、そのキーとなるアイテムが行方不明だと言われたのだから。

　しかし俺だってグルニア城からロンギヌスの宝珠が盗まれたと聞いた時は信じられなかった。

　俺が他の任務で国に居なかったとはいえ、まさかあの堅けん牢ろうなグルニア城の防衛を易やす々やすと突破し、手がかりを一切残さずに宝を漁あさっていくなど……。恐ろしい盗賊がいたものだと戦慄したのを、昨日のことのように覚えている。

「せっかくパティが貴重な情報をもたらしてくれたというのに、盗んだ者すら分からないのでは手の打ちようがないのう……」

　スノートラがピンクの髪をくしくしと手で掻かきながら沈痛な声を出す。他の皆も項垂うなだれている。

　──が、

「あ、それ、わたしです」

　パティが突如、そのようなことをのたまったが、皆、何のことだか分からない。

「は？　なんだって？」

　代表するようにして俺が続きを促すと、

「グルニア城の宝物庫からロンギヌスの宝珠を盗み出したの、わたしです」

　パティの言葉に、皆、「はい？」という顔になっている。

　パティは懐ふところからこぶし大の玉を取り出した。それは虹色に輝いている、何とも不思議な玉。

　パティにしてはかなり胸元が膨らんでいるなと思っていたのだが、そんな物を懐に隠し持っていたとは……。

　──いや、それよりも、

「グルニア城からそれを盗み出したのお前なのかよ!?」

「ひええ、すいません！　主に言われて仕方なくやったんですううううううう!!」

　仕方なくって……よく盗み出せたものだな。

　でも、彼女なら、と、思えなくもない。というか、俺が今まで会ってきた中で成し遂げられるとしたら、彼女しかいない。

　しかし、グルニア城の防衛はかなり堅牢なんだけどなぁ。あらためてパティの隠おん密みつ性や盗みのスキルが常人とはかけ離れていることを思い知らされた。

　俺は嘆たん息そくする。

「……さっきからの言葉をまとめると、あの山羊魔神は魔神王に逆らうつもりだったのか？」

　俺の言葉にパティが頷く。

「そ、そうだったのではないかと思います」

「魔神ってあんな奴ばかりなのか？」

「すいません。わたしは他の魔神については何も分かりません。しかし、我が主に関してはあの通りの方なので……」

「これでもかというくらい性格悪かったもんな」

「は、はあ……」

　他の魔神はもっとまともだといいな……。

「取りあえず、これで地下遺跡に行けるということでいいのかい？」

　レイラがパティに訊たずねた。

「は、はい。このロンギヌスの宝珠さえあれば行けるはずです」

　パティの相あい槌づちに、まずはスノートラが、

「魔神や魔神王に対抗できるのなら、ロンギヌスの槍は是非とも手に入れておきたいところじゃのう」

　それにアリエルが賛同する。

「ああ。普通の魔神でさえあの力だ。特に魔神王はどれほどの力を持っているか分からないからな」

　リーンは先程からニコニコしながら頷いているだけだが、あの子、話の内容が本当に分かっているのかな……。

「リューイ。貴様はどうなのだ？　ロンギヌスの槍を扱えるのは貴様だけだという。だが、貴様自身はそれについてどう思っている？」

　闇やみ皇こう帝ていモードで語り掛けてくるミロのセリフで、また皆の視線が俺に集中した。

「俺は……」

　もちろん、まったり門番生活を楽しみたいという思いはある。

　しかし、ロンギヌスの槍のことは普通に気になるし、何より、

「パティ。魔神は神の国や神の門について何か言っていなかったか？」

　右側に座っているパティにそのように訊きくと、

「一つだけ。神の国に行くには遺跡の力を完全に呼び覚ます必要がある、と、そのように言っていました」

　それを聞いて俺は決心がついた。

「俺は神の国や神の門についてもっと知りたい。そのために地下遺跡に行きたい。そのついでにロンギヌスの槍が手に入るのなら、俺に否はない」

「決まりじゃな」

　スノートラがまとめるようにして手をぽんと叩く。

「さて、それでは誰が地下遺跡に行くかじゃが……」

　スノートラはぐるりと皆の顔を見回すと、

「ロンギヌスの槍を唯一扱えるというボウヤと、地下遺跡への行き方を知っているパティは確定しているとして、あと二、三人ほど戦力はいたほうがいいじゃろう。古い遺跡であればモンスターがいないとも限らんしな」

　むしろモンスターがいると考えた方が自然だろう。モンスターは魔力の源である『マナ』の濃いところに発生する。しかもマナが濃ければ濃いほど強力なモンスターがいる。
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　モンスターとは負のマナの結晶体だからだ。

「我は行くぞ。そのような楽しげな場所、行かないわけがない」

　暗黒騎士の鉄仮面の向こうからくぐもった声が響いた。ですよね。あなたは絶対行くと思いました。

「私も行く。古代文字を解析出来るのは私だけ」

　アイスマリーがドヤ顔をこちらに向けてくる。いや、まあ、いいんだけど……。

「わしも行こう。わしの力が役に立つこともあろうて」

　確かにスノートラの怪力はここぞという時に必要になるかもしれない。それに彼女は武具の目め利ききも出来るので、もし遺跡で何か手に入れた時に彼女がいるのといないのでは違うだろう。

「あたしは残るよ。足手まといにしかなりそうにないからね」

　レイラが黒髪をくしゃくしゃと掻いていた。どことなく残念そうに見える。

「でも、あと二人くらい一緒に残って欲しいね。人数が足りなくなる分、南門から男の門番を連れてくるにしても、あいつらだけじゃ頼りないからさ」

　するとアリエルが俺を睨にらみ付つけながら、

「分かった。では私は残ろう。別段、貴様と一緒に遺跡探検などしても楽しくないしな」

　うーん。彼女とだけは一向に距離が縮まる気がしない。一緒にこの前の魔神戦を戦い抜いた仲だというのに、彼女とは未だに打ち解けていなかったりする。以前スノートラも言っていたが、どうも彼女は人間に不信感を抱いている節がある。

　まあいいや。何にせよ、これで残りはあと一人だ。

　皆の視線がリーンに集中する。

　今日も今日とて半裸といっても過言ではない踊り子の衣装に身を包んだ彼女は、

「はい。残ります」

　言わされていた。なんかもう返事が機械的。

　本当は一緒に行きたかったのか、しょぼーんとした感じが可か哀わい想そうでもあり、可愛かわいくもあった。

「よし。では決まりじゃな。遺跡に潜もぐるのはボウヤ、パティ、暗黒騎士、アイスマリー、そしてわしの五人じゃ。皆、よろしく頼むぞい」

　スノートラが立ち上がって明るくのたまった。

　彼女のようにまとめてくれる人がいてくれると助かるな。俺を含め、他に人をまとめることが出来る者はいなそうだし……。

「あのー、遺跡に潜ることが決まったのは良かったのですが……」

　パティがすごすごと手を上げる。

「ただ、一つだけ問題がありまして……」

　何だかとても言いづらそうだ。

「なんじゃ。はっきりと言わんか」

　スノートラが促すと、パティはぼそぼそと打ち明ける。

「遺跡の入口は、太守の館やかたの中にあるんですよね……」

　………。

　なんでそんなところにあるんだよ。
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　ラーマの町の南東に建つ、周りの建造物よりも一際大きな石造りの建物。

「あれが太たい守しゆの館やかたか」

　ラーマの地下遺跡に潜ると決断したその翌日。

　──パティ、ミロ、アイスマリー、スノートラ、そして俺の五人は、一いつ旦たん町の外に出て、遠くにある丘きゆう陵りようの上から太守の館を見下ろしていた。

　ちなみにここまで来るのにそこまで時間はかかっていない。俺たちの移動スピードならなんてことない距離だった。

　ただ、スノートラはそんなに速く走れないので、彼女だけは俺が抱えて走った。お姫様抱っこを所望されたので仕方なくそのようにしたのだが、他の皆に睨にらまれて参った。だって負おぶったら負ぶったで背中の巨乳に鼻の下を伸ばしていやらしいとか言われてミロから殴られるんでしょどうせ？　どうしろっていうんだよ。

　あとスノートラ本人に、抱っこするふりしておっぱいに触っていいぞとか言われてすごく困った。まあ彼女はそんな俺の反応を見て楽しんでいるのだろうが。

　そろそろおっぱいの話はお終しまいにしよう。

「さて、どのようにして太守の館に入るかの」

　スノートラが館の方に視線をやったまま訊たずねてくる。全員、アイスマリーの『遠見』の魔法によって視力が極端に上がっているので、館の様子がよく見えた。

「作戦としては二つ。忍び込むか。太守に説明して協力を求めるか」

　アイスマリーがローブの裾すそを風にはためかせながら提案してくる。

「確かにその二つが現実的な案か。しかしなぁ……」

　俺はあらためて館の方を見る。

　館は高い壁に囲まれ、壁の周りには哨しよう戒かいの兵が往来し、建物の上部にも見張りが立っている。

　……まるで俺たちが忍び込むのを防ごうとしているかのような警備体制ではないか。

「ちょっと忍び込むのは大変そうですね」

　エキスパートのパティがそう言うくらいなのだから、相当きついのだろう。

「忍び込んで、バレたら館ごと破壊すればいいじゃない」

『………』

　暗黒騎士のあっけらかんとした超意見に、誰だれもが言葉を失った。

　スノートラが「おい、ボウヤ。何とかしろ」と目で訴えてくるが、「うん、ムリ」と目で答える。

「た、多数決で決めましょう」

　パティが苦くるし紛まぎれに案を出したが、その案は悪くない。

　結局多数決で決めることになり、『太守に説明する派』が三人、『忍び込みバレたら破壊活動派』が一人、『どちらでもいい派』が一人で、かくして太守の館は破壊を免れた。良かった……。

　ちなみにどちらでもいい派はアイスマリーだ。この子、館を破壊してもよかったのかな？

　意外と怖い子である。
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　さて、俺たちは再び町の中に戻って、太守の館の前までやって来ていた。

　間近で見るとさらに大きく感じる建物。眼前に聳そびえ立たつ高い壁が一切誰も寄せ付けようとしない。そんな圧迫感すら覚える。

　館の前──門前には二人の門番が立っていた。つまり俺と同職の者たちである。何だか親近感を覚えるな。

　だから俺は気軽に「よっ」とでも言う感じで近付いて行ったのだが、

「止まれ！　何者だ！」

「ここは太守様の館である！　用のない者は早々に立ち去れ！」

　どうやら親近感を覚えていたのは俺だけだったようである。それはそうか。

　この人たちは門番と言っても、恐らく新太守と共にやって来た者たちなのだろう。だからレイラの下に付いているわけではなく、俺たちのことを知らないみたいだ。

　取りあえず槍やりを構えて威い嚇かくしてくる門番たちの誤解を解かねばならない。

「あ、あの、俺たちはけして怪しい者ではなくてですね、北門の……」

「ああっ!?　声が小さくて聞こえんぞ！」

「い、いえ、ですから、俺たちは北門の……」

「ぶつぶつと喋しやべる怪しい奴やつめ！」

「後ろにいる黒い鎧よろいの奴なんて見るからに怪しいじゃないか！　まとめてひっ捕らえてくれる！」

　うおお、やばい！　俺の人見知りとミロの風ふう貌ぼうのせいで状況が悪化した！

　俺は助けを求めるようにしてパティとスノートラの二人に視線を向ける。この場で頼りになりそうなのはこの二人だ。少なくとも残り二人は俺と同じか俺より酷ひどい。

　パティとスノートラは顔を見合わせると、やれやれという感じで前に出てくる。

「あの、すいません。この人は陰気ですがけして怪しい人じゃないんです。許してあげてください」

「む？」

　若干俺のことをディスりつつも誤解を解こうとしてくれるパティ。彼女の人懐こい笑顔に、門番たちも多少警戒を解いたようだ。

「わしらは北門の門番をしておる者じゃ。新しい太守殿に少々話がある。どうか通してもらえんかの」

　続けてスノートラが目的を告げてくれた。

　しかし今思ったが、かなりノープランでここまで来てしまったな。普通だったら単なる門番が訪ねてきたところで太守が会ってくれるわけもない。

　しまった。どうしたものか……。

　だが、太守の館の門番たちは見るからに様子が変わった。

「き、北の門番の方々でしたか！」

「た、大変失礼いたしました！」

　あれ？　どういうことだこれは……。

　二人の門番は「た、確かに特徴と一致している……」「黒い騎士がいる時点で気付くべきだった」などと呟いた後、

「北の門番の方々のお噂うわさはかねがね聞いております」

　と畏い怖ふの入った目で俺たちのことを見つめてくる。

　え、その噂、大丈夫かな。俺たち結構ろくなことしてないけど……。特にミロ。

「このラーマの危機を救ってくださったこと、心より感謝いたします！」

　あ、そっちね。それなら納得。

「同じ門番として私たちも鼻が高いです」

　いや、同じ門番なのは俺とレイラだけだから。多分それ以外の人は全員門番ではないぞ。

「太守様より、もしも北の門番の方々が訪れたらお通しするよう仰せつかっております」

「さあ、どうぞこちらへ」

　ん？　まるで俺たちが来ることが分かっていたような言い方だな。

　まあ、いいか。話が早くて助かるのは事実だし。

　かくして、俺たちは太守の館へと足を踏み入れることが叶かなったのだった。
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　格式の高そうな赤あか絨じゆう毯たんが、ふんだんに敷き詰められた廊下。

　ところどころに飾られている美術品や調度品。

　館の中は豪ごう奢しやの一言に尽きた。

　恐らくこれは前太守の名残なごりなのだろうと思う。前太守は税率を上げるだけ上げて民から金を吸い取り、自分はぶくぶく肥ふとったようなロクでもない奴だったからな。追い払って正解だよ。言わなくても分かっているだろうが、追い払ったのは主に俺とミロだ。ほんの少しパティも加担している。

　結局最後は俺とミロが力ずくでやってしまった感じなのは反省しているが、新しく赴任してきた太守はすぐさま税率を下げたり、壊れた城壁を補修し始めてくれたりと、町の人のために尽力しようとしてくれているのが分かるため、結果的に良かったと思う。

　まだ赴任してきて間もないが、俺は新しい太守にかなり良いイメージを持っていた。

　──俺たちは応接室に通され、これまた贅ぜいを尽くしたソファーに座りつつ待たされることしばし。

　重厚な音を立ててドアが開き、一人の女性が入ってくる。

「お待たせして申し訳ありません。北門の方々、お初にお目にかかります。私がこのラーマの新しい太守、チューネ・ロスチャイルドです」

　新しい太守は女性で、しかもとても腰の低い人だった。

　年の頃は二十代半ばくらいだろうか？

　ロングボブの黒髪。右目には片かた眼鏡めがね。白いブラウスに黒いタイトスカート。

　妖艶なレイラとは違い、別の意味で大人っぽい、知的な感じの女性だ。

　俺たちは慌ててソファーから立ち上がり、挨あい拶さつしようとするが、

「どうぞ、そのままおかけになってください」

　チューネ女史は一言「失礼します」と断りを入れてから一人掛けのソファーに腰を下ろした。

　俺が開いた口が塞ふさがらない思いでいると、

「どうかされましたか？」

「いや、驚いた……です。あなたのように、威圧感を感じさせない貴族は珍しいから……」

　グルニアでは、貴族と言えば威張り散らした奴ばかりだったからな。しかし前太守を見る限り、他の国もそう変わるとは思えない。

「ふふ、よく言われます。貴族としての威厳が足りないと」

「そういう意味ではない……ですよ。むしろ、いいことだと……もごもご」

　何とか苦手な敬語を使おうと努力しつつも、人見知りを発揮してもごもご言う俺の言葉を、しかしチューネ女史は好意的に受け止めてくれる。

「ありがとうございます。あのリューイさんにそのように仰おつしやっていただけるなんて、光栄です」

『あのリューイさん』？　あれ？　俺、自己紹介はまだしていないんだが……。

「あなたはご自分が思われているよりもかなり有名人ですよ。何といっても、グルニア軍十万の軍勢と世界を滅ぼすと言われる魔神を撃退したのですから。もちろん、リューイさん以外の方々のお名前も存じ上げております」

　まさか赴任したばかりの人にまで名前が知れ渡っているとは……。仕方なかったとはいえ、これは思ったより目立ち過ぎたかもしれない。

　しかし今のところ門番リューイ＝魔法剣士リューイ・ネルフィスとはなっていないみたいだ。さすがに英雄職の魔法剣士から最低職と揶や揄ゆされる門番に転職したなんて誰も思わないか。まあ、ナパール王を始めグルニアの人たちに知られた時点で今さらだが。

「それで、本日はどのようなご用件でいらっしゃったのでしょうか」

　チューネさんが本題に入ろうとする。

　俺が皆の顔を見渡すと、皆は俺に向かって頷うなずいてくる。

　だから俺は代表してこのように述べる。

「単刀直入に言います。魔神の脅威からこの世界を守るために、協力して欲しい」

　俺、事務的なことならそこまで口くち籠ごもらない。すらりと言えた。偉い。

　一方、チューネ女史の片眼鏡が、窓から入って来た日の光を反射してきらりと光る。

「それはどのような意味でしょうか」

　そこから俺たちはチューネさんに自分たちの目的を話した。魔神王に対抗するためにロンギヌスの槍を欲していることや、ラーマの町の地下に秘密が隠されていること。そして地下遺跡に行くためには、この太守の館の地下にある入口から行かなければならないことなど。洗いざらい。全すべて。

　俺たちは事前に、太守が信用出来なそうな人物なら何も話さないことに決めていた。だが、先程皆は「この人ならいい」と満場一致で頷いた。だから包み隠さず全て話した。太守の信用を得た方が後々都合がいいのは間違いないからな。

　話を全て聞いた後、チューネさんは頷いた。

「なるほど。そういうことならば、是非私も協力させていただきましょう」

　その言葉に俺たちの顔に安あん堵どの笑みが浮かぶ。が──

「ただし、一つだけ条件があります」

「条件？」

「はい」

　チューネさんは笑みを崩さずに答えた。

　……なるほど。これは意外と食えない人かもしれない。単なるいい人では、辺境とはいえこの若さで太守に任命されることなどないか。

　あ、まずい。早くも「だから館を破壊すれば話は早かったのよ」とでも言わんばかりにミロの暗黒オーラが増え始めた。ここは話を早く進めよう。

「そ、その条件とは？」

　俺はドキドキしながら聞いた。条件の内容次第では他の案を考えなければならなくなる上に、このあと暴走するだろう闇やみ皇こう帝ていを止めなければならない。

　しかし、チューネさんの答えは意外なものだった。

「私──このチューネ・ロスチャイルドを地下遺跡に一緒に連れて行ってください」

　は？　一緒に遺跡に連れて行けだって？

「それは本気……ですか？」

「もちろんです」

　真意を測るように聞いてみたが、彼女の目は冗談ではなさそうだった。

「き、危険です！　遺跡の難易度がどれだけのものかも分かっていないんですよ！　最悪、強力なモンスターがいる可能性だってあります！」

　パティがソファーから立ち上がり、断固として反対した。彼女はダンジョンの危険性について一番よく分かっているようだから、無理もない。

　スノートラも頷く。

「その通りじゃ。せめて安全が確認されてからでも……」

「いいえ、最初から連れて行ってください」

「ですから、危険だと！」

「大丈夫です。何な故ぜならあなた方は精鋭であるグルニア軍十万の軍勢や強大な力を持った魔神を撃退したではありませんか。そんなあなた方と一緒に居れば安全です。それに、私も多少は魔法が使えますから、自分の身くらい自分で守ります」

　チューネさんは手の平の上に炎の球を生み出して見せてくる。確かに多少は魔法を使えるようだが……。

「で、でも……」

　それでも反対しようとしたパティに対し、チューネさんはニッコリと微笑ほほえむと、

「しつこいですね。別に私は遺跡に潜もぐる許可を撤回してもよいのですよ？」

　その瞬間、ミロの暗黒オーラがぶわっと増大する。それを見たチューネさんは慌てて、

「と、思ったんですけど、お互いのためにもここは妥協点を探しましょう。というか、私を一緒に連れて行ってくれるだけで協力は惜しまないと言っているのですよ？　このラーマでは太守の私の権力は絶大です。あなた方にとっても悪い話じゃないでしょう？　ね？」

　必死に身振り手振りで自分の有用性を説いてきた。さすがミロ。太守に対してもその存在は脅威だったらしい。

「どうする、ボウヤ」

　スノートラが俺に視線を向けてくる。

　どうするったってなぁ……。

「チューネさん。どうしてそこまでして一緒に付いてきたいんだ？」

　俺は単刀直入に訊きいてみた。すると、

「あなた方……特にリューイさんに興味があるからです」

「俺に？」

「はい」

　ニコニコと笑っているチューネさん。

　これは一筋縄では引いてくれそうにない。俺はため息を吐つくしかなかった。

「危険だと分かったらすぐに連れて帰る。その時は、大人しく従ってもらう。それでいい……ですか？」

「分かりました。約束いたします」

　チューネさんは俺の手を取って至近距離から微笑んでくる。パティは面白くなさそうな顔をし、ミロの暗黒オーラは天井まで立ち昇っており、スノートラは悪戯いたずらっぽく笑っていた。俺はもう一度ため息を吐くしかない。

　ちなみにアイスマリーはずっと寝ていた。君、興味のないことだととことん適当だよね……。
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　さて、遺跡の入口だが──

　パティによれば、太守の館の地下にあるらしい。そして実際、太守の館には地下が存在した。

　チューネさんに案内されるまま地下を進んでいくと、突き当りに礼拝堂らしき広間があった。

　そして、広間の奥に建てられていたのは──

「マーサ神の像」

　そう。俺の祖国、グルニア王国で信仰されている慈愛の女め神がみマーサの神像だった。

　ラーマの地は大陸の中心である特性からか、六柱神全ての宗教が根付いている。

　しかしまさか、太守の館にマーサ神の神像が祀まつられているとは思わなかった。何故なら現在このラーマは南の大国ジェリド王国に属しており、ジェリド王国は自然の神ロイドを信仰しているからだ。

「その昔、このラーマは世界を支配していたという逸話があるのですが、このマーサ神の像はその頃からあるという話です」

　チューネさんが像を見上げながら説明してくれる。

「この像とこの部屋は、どちらも特殊な金属で出来ており、壊すことも、移動させることも出来ません」

「壊すことも、移動させることも出来ない……」

「はい。不思議でしょう？」

　確かに不思議だ。そんな金属、聞いたこともない。

　そう思っていると、部屋や像を調べていたスノートラが吃きつ驚きようしたような声を上げる。

「こ、これはオリハルコンじゃ！」

「オリハルコン？」

「ああ、この世で最も固いと言われておる金属じゃ。聖剣や魔剣の材料となるような、とてつもなく希少な金属なのじゃ。それがこんなに……」

　スノートラは茫ぼう然ぜんとした様子で部屋を見回していた。

　ドワーフであるスノートラは金属に詳しい。その彼女をもってしても、オリハルコンがここまでの量があるのは信じられないことらしい。

「しかも強力な防御結界まで張られている。これでは壊せないのも納得」

　アイスマリーの補足。なるほど、この世で最も固い金属に、強力な防御結界か。誰も何も出来ないはずだ。

　チューネさんも説明してくる。

「一応これは国家機密なんですよ。もっとも、国の中枢もすでに重要視はしておりませんが。どれだけ調べても何も進展せず、さらにはいくら希少な金属でも壊せないのでは意味がありませんからね」

　確かにそうだな。

　チューネさんが右目の片眼鏡を手でくいっと上げると、

「さて、パティさん。あなたに請われるまま、ここまで案内いたしました。ここからどのようにして地下遺跡に行くのですか？　ここには他に入口などありませんし、先程も言った通り、部屋の中にあるものは一切移動させることは出来ません」

　その言葉を受けて、パティがマーサ神の神像の方へと進み出し、像の目の前まで行くと、懐から虹色の球を出した。『ロンギヌスの宝ほう珠じゆ』だ。

　彼女はそれを、マーサ神の右手の平の上に置いた。

　すると──

「な、なんじゃ？」

　スノートラの戸惑いの声と同時に、地響きが起き始める。

　その地響きは段々と大きくなっていくのだが──その発生源となっているのはマーサ神の神像だった。神像が、ズゴゴゴ、と、後方へと移動していっている。

　やがて地響きが収まり、もうもうと立ち上がっていたほこりが晴れる。

　──そこにはさらに下へと続く階段があった。

「まさか、こんなものがこのラーマにあったなんて……」

　普段、感情に起伏のないアイスマリーですら目を見開いて驚いている。他の皆も同様に吃驚しているようだったが──ふと、チューネさんの方を見ると、普通に笑っているだけだった。俺にはそれが異様に見えた。

「チューネさん、驚かないんですか？」

「え？　ええ、驚いていますよ」

　……この人はあまり感情が表に出ないタイプなのかな？　まあ、いいか。

「この下の、さらにもっと奥に、ロンギヌスの槍が眠っているはずです」

　パティの言葉に、皆は先程現れた階段を見る。ぽっかりと空いた黒い大穴は、まるで俺たちを飲み込もうとしているようだ。

「さあ、行くぞ」

　ミロが我先にと階段を下り始める。君、こういう時は本当に積極的だよね。

　がしゃん、がしゃん、と黒い甲かつ冑ちゆうを鳴らしながら進んでいく暗黒騎士の背中が、今はどこかウキウキしているように見えた。

「それじゃ、わしらも行くか」

　スノートラも階段を下り始め、アイスマリーがそれに続くが、

「皆さん、ちょっと待って下さい！　遺跡の中は何があるか分からないんですから！　わたしが先行して、罠わながないかどうか調べます」

　パティが慌てて走り始める。いかに皆のステータスが強いと言っても、罠によっては命を落としかねない。慎重に行くに越したことはないだろう。

「チューネさん、出来るだけ俺たちの側そばを離れるな……じゃなくて、離れないでください」

　うーん、敬語慣れないなぁ。でも、パティが門番をする姿を見ていると、敬語が大事だとようやく気付いた。だからどうにか敬語をマスターしたい。今さらだが、戦闘漬けだった俺はそんな単純なことさえも知らないで生きてきたのである。

　ただ、俺のセリフに対し、チューネさんの答えは思わぬものだった。

「先程も言いましたが、足手まといになるつもりはありません。最悪、死んだら自己責任ですので、気にしないで下さい」

　さらりと当たり前のように述べられた返事に、俺は呆あつ気けに取られるしかない。

「死んだら自己責任って……そんなわけにはいかないでしょう」

「？　どうしてですか？　私が提示した条件は『一緒に行かせて欲しい』ということです。『守って欲しい』などと厚かましいことまで頼んでいません」

「厚かましいなんて思っていませんから」

「しかしですね」

「とにかく！　俺が絶対守りますから！」

　俺がそのように言い切ると、

「分かりました」

　チューネさんはきょとんとしながらも、最終的にそのように答えた。

　……まずい。この人もかなり変わっているっぽいな……。これ以上の変人はノーサンキューだよ。

　何だか前途多難な予感がする俺だった。
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　階段を下って行くと、通路のような場所に出た。

　そこは地下だというのに、光があるおかげで暗いと感じることはない。

　その光の正体は──

「ヒカリゴケね」

　ミロが呟つぶやいた。

　床や壁、天井に張り付いている苔こけが発光している。それこそが『ヒカリゴケ』。

　ヒカリゴケはマナの濃いところに生せい息そくする苔類の一種で、こうして暗い所に光をもたらしてくれるため、冒険者からはありがたがられている。ヒカリゴケがないダンジョンでは松明たいまつを持っていくか、もしくは『ライティング』という照明魔法が使えるメンバーがパーティにいないといけない。さらにその場合、モンスターに対して「どうぞ先に見つけてください」と言っているようなものだからな。

　あらためて確認すると、通路の幅は広く、天井までの高さもかなりある。小さな巨人なら楽々と通れそうなほどだ。

　その材質は──

「これは驚いたわい。この通路、全すべてオリハルコンで出来ておるではないか！」

　スノートラが興奮気味に叫び、通路の壁をぺたぺたと触っていた。土の精とも言われるドワーフの血が騒ぐのか、オリハルコンに触れているスノートラはどことなく楽しそうだ。

「………」

　一方、アイスマリーが何やら顎あごに手をやったまま固まっている。

「どうしたんだ？」

「オリハルコンは希少。少なくとも自然界で見つかった報告はない。各地のダンジョンでオリハルコン製の武器や防具が見つかるだけ。それも全て加工された後の状態。そしてそのオリハルコンがここにはこんなにある」

「つまり？」

「……分からない。でも、ここは異常」

　まあ、そうだよな。俺にもその異常性くらいは理解出来る。

「取りあえず進んでみようぞ！　そうすれば、色々と分かるだろうて！」

　珍しく興奮状態のスノートラが奥に向かって進み始める。が、

「危ない！」

　パティの警告の叫び声が飛ぶ。

「は？」

　スノートラが何かを踏むと、カチリという音が聞こえ──

　ヒュンッ、という風を切る音が鳴り、ズドンッ！

　矢がスノートラの右側の壁から飛び出て、彼女の頭の上を通過し、左側の壁にめり込んでいた。

　あ、あぶな……！　もう少しでスノートラの頭に矢が突き刺さるところだったぞ!?

　足元の罠わなを踏んだままの状態で動けないでいるスノートラに、パティがほっと息をはいていた。

「ス、スノートラさん、チビで助かりましたね……」

「お、お前さんだってチビじゃろうが……」

「………」

「………」

　彼女たちは二人でため息を吐ついていた。そんなこと気にしている場合か。

　俺は急いで近付き、慎重にスノートラをこちら側へと引き寄せる。

　そしてオリハルコンの壁にめり込んでいる矢を調べると、当然のように矢もオリハルコン製だった。

「……いくら頑丈なわしでも、さすがにオリハルコンの矢が頭に突き刺さっていたらと思うと、ゾッとするわい……」

　以前グルニア軍と戦った時、矢を弾はじき返かえすほどの防御力を見せた彼女の固い肌だが、そのスノートラが額から冷汗を垂らしている。

「入口からいきなりこんなトラップがあるなんて、中々意地の悪いダンジョンですね。これからはわたしが先行しますので、絶対にわたしより前に出ないで下さい」

　パティの忠告に皆が一斉に頷うなずく。ミロの黒くろ兜かぶともぶんぶん縦に振られていた。さすがのミロでもオリハルコンの矢は怖いらしい。

　──そこから俺たちはパティが先行する形で遺跡の奥へと進み始めた。

　しばらくは普通の通路が続くばかり……かと思いきや、すぐにパティが手で俺を制してくる。

「リューイくん。そこ、落とし穴があります」
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「俺には普通の床にしか見えないが……」

「見て下さい」

　パティがしゃがんで床のほこりを手で払うと、うっすらとだが床に切れ目のようなものが見えた。まじかよ。これを普通に歩いている状態で、しかもほこりがかぶった状態で見抜いたパティの洞察力がやばい。

　そこからもパティは罠のある場所を的確に見抜いていった。実際、俺たちはあれから一度も罠にかかっていない。

　しかも慎重にゆっくりいくのかと思いきや、パティはどちらかというと早歩きくらいの速度でずんずん進んでいく。それなのに罠だけは的確に見抜いていく。彼女曰いわく、それで「慎重に進んでいる」らしい。

「パティ。君、凄すごいな」

「え、な、なんですか、急に。こんなの凄くもなんともありませんよ。けして誇れる理由で得た力ではありませんから」

　そう言うパティはどこか辛つらそうだった。しかし──

「いや、凄いよ。だって、今、俺たちは助かってる」

「え？」

「君がいなかったら俺たちは前に進めてすらいなかっただろう。君がいるから仲間が一人も欠けずにダンジョン攻略が出来るんだ。だから、ありがとう」

「え、いや、あの、あぅ……」

　褒められることに慣れていないのか、パティは顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。そしてそのまま前に進んでいく。いや、ちょっと待て。それ、ちゃんと罠を見ているんだろうな？　……と思った瞬間──パティの足元からカチッという音が聞こえ──

　ビュンッ、ズドン！

　先程スノートラが踏んだものと全く同じタイプの罠が作動し、オリハルコンの矢がパティの頭の上を右から左へと通り過ぎ、彼女の頭の上の壁にめりこんでいた。

　先程真っ赤だったパティの顔が今は真っ青。

　スノートラがそっとパティを引き寄せる。

「パティよ……」

「み、皆まで言わないで下さい……チビで助かりました」

　そしてまた二人して傷ついていた。不ふ憫びんな。

　いや、それよりも、

「き、気を付けろよパティ。さっきのスノートラといい、見ているこっちが心臓に悪い」

「だ、だって、リューイくんが変なこと言うから……」

「俺は別に変なことなんて言ってない。全部本当に心から出た言葉だ」

「……あぅ」

　パティはまた顔を真っ赤にして黙り込んでしまう。

　その様子をチューネさんが興味深そうに見つめていることに、この時誰だれも気付いていなかった。




　さらに少し進んだ時、何かに気付いたのか、パティの目元がぴくりと動く。

「皆さん、止まってください」

　皆が言われた通り止まったのを確認してから、パティは何かを窺うかがうように視線を通路の奥へとやっていた。そして──

「モンスターがいます」

　……本当にすごいなパティは。見れば他の皆も驚いている。ここにいる者たちは一流の戦士たちだ。その誰よりも先にパティが気付いたのだから。いや、他の誰も未いまだにモンスターが本当にいるのかさえ分かっていない状態だ。

　パティは床に耳を付けると、

「この足音からして、どうやら機敏なタイプではありませんね。このまま慎重に近付けば先制攻撃を仕掛けることができるでしょう」

　有能。一家に一台パティ。そう思えるほどに有能。

　ダンジョンに入ってようやくパティの真の価値が理解出来た。

　彼女に従って足音を殺しながら進んでいくと、ようやく俺たちにもその姿が見えてくる。成体の象よりも一回り大きい亀かめ型がたのモンスター。その亀型モンスターの甲羅の節々から炎が噴き出しているので、割と簡単に発見できた。

　それを見て、小声でパティが愕がく然ぜんとした声を上げる。

「あ、あれはハイフレアタラスクですよ！　Ｓランクモンスターです！」

　ハイフレアタラスク──名前だけは知っている。以前、グルニアの王立図書館でモンスター図鑑を調べていた時にその名が載っていた。

　防御型のモンスターだが、炎の属性を持っており、計り知れないほどの攻撃力を有すると書いてあった。『その炎は岩をも熔とかし、その甲羅は全てを防ぐ。出会ったらまず逃げるべし』……だったかな。

　それを言うと、

「そ、その通りです……。ま、まさか、こんな序盤からあんなモンスターがいるなんて……。Ｓ級モンスターは災害級です。超高難易度ダンジョンのボスクラスですよ……！」

　パティの声が震えていた。

「に、逃げましょう。見つかったらおしまいです」

　そう言ってパティがそっと踵きびすを返すが、そこに、ズシャッと重々しい音が響き渡る。

　ミロが一歩前に進みだした音だ。

「え、あ、あの、暗黒騎士さん？　な、なにを……」

　パティが「嫌な予感がしますよ」と言わんばかりに顔を引ひき攣つらせている。

「まあ、任せておけ」

　ミロは言うが早いか、ハイフレアタラスクの方へと走り出していた。

「ちょ、ちょっとぉ!?」

　パティが慌てて止めようとするが、もう遅い。ミロは既に抜刀し、ハイフレアタラスクの目前まで近付いていた。

　一方のハイフレアタラスクも近付いてくる敵の存在に気付き、甲羅から噴き出す炎の量を増やすも、

「遅い」

　ミロは最後の一歩を大きく踏み込み、一瞬でハイフレアタラスクの間合いへと入り、

　──ザンッ！

　ミロが振り抜いた暗黒大剣ムーンブルグはハイフレアタラスクの首を刎はね飛とばしていた。

　その瞬間、ハイフレアタラスクの巨体は塵ちりとなって消える。Ｓ級モンスターがまるでゴミのようだった。

「準備運動にもならんな」

　戻ってきたミロが言い放つ。

「え、い、いや、Ｓ級モンスターは災害級なんですけど……」

　パティの顔が引き攣りまくっていた。

「以前、我が統治するダークテリトリーで暴れていたのを倒したことがある。首が弱点なのだ、あいつは」

「い、いや、いくら弱点を知っていたからといって、一撃でどうこう出来る相手じゃないはずなんですけど……」

　本当は出会ったら絶望的な相手のはずなのに、と、ぼそぼそ呟いているパティ。しかし他の皆はそれほど驚いていない様子だった。この場合、どちらが正しいリアクションなのか。恐らくパティです。

　あとパティは普通にミロが闇やみ皇こう帝ていだと認識しているな。「我が統治するダークテリトリー」と言われても全然普通に受け入れちゃってるし。ミロはミロで全く気にしていない様子。

　……いいのかな？　ま、それも今さらか。俺たちの関係はなあなあで成り立っていた。

　もしくは、それこそが仲間というものなのかもしれない。

　俺はそのぬるま湯のような関係が、割と気に入っていた。




　そこからしばらく進んだ後、今度は妙なものが現れる。

「……扉？」

　アイスマリーが呟く。彼女の言う通り、扉だった。通路の壁に沿うようにして、左側にある。

　一般的にダンジョンの中で扉など見かけることは少ない。あるとしても、廃はい墟きよ型のダンジョンだけ。ん？　つまり、ここは廃墟型ということになるのか？

「確かに、この通路も、自然に出来たにしてはあまりにも綺き麗れいな直線じゃ。それに壁や床、天井も全て滑らかじゃ。ここは何者かが作った人工物の中なのかもしれんの」

　スノートラがあらためて辺りを見回しながら分析した。

「もしかして、魔神が作った……？　でも、何のために？」

　アイスマリーがパティの方を見て呟いたが、

「すいません。主あるじである山や羊ぎ魔神との会話ではそこまでは及びませんでした。あまりわたしから口を出すことも出来なかったもので……」

　パティが申し訳なさそうに答えると──ミロが、ずももも……、と喋しやべり出す。

「これから調べれば分かることだ。だから扉に罠が仕掛けられていないか、早く調べろ」

「はいいい！　今すぐに！」

　パティが飛び上がって扉へと駆け寄る。彼女は相変わらずミロのことを怖がっていた。

　恐らくミロとしてはパティを元気づけようとしたのだろうが、全く通じていないのが哀れ。というか、あんな乱暴な言い方で分かるのは幼おさな馴な染じみの俺くらいだよ。

「だ、大丈夫です。罠は仕掛けられていません。扉を開けてみます」

　そう言ってパティはドアを開けた。

「………」

　中を見たパティは特に何も言わない。訝いぶかしげに中の様子を窺っているだけだ。

　他の皆も続いて中の様子を覗のぞき見る。そこには──

「……部屋？」

　ミロが呟いた。確かに『部屋』だ。机やベッドのようなものがある、いわゆる、住宅にあるような普通の部屋。

　ちなみに机やベッドの「ようなものがある」と表現したのは、その机らしきものとベッドらしきものが、どちらも壁や床と同じ材質で出来ている上に、壁や床にくっついているからだ。普段、俺たちが使っているような木の机や木のベッドでもなければ、書物や布団といったものもない。本当に簡素な机やベッドらしきものがダンジョンと一体化して置いてあるといった感じ。

　しばらくしてから、室内を調べまくっていたアイスマリーに訊きいてみる。

「何か分かったか？」

「……確定的なことは何も。でも、ここは何者かが住むことを目的に作られたとみて間違いないと思う。ここはやはりただのダンジョンではない。何か秘密がある」

　アイスマリーが珍しく興奮で鼻息を荒くしている。こういう遺跡を調べることが好きなのだろう。

　一方で、同じく室内を見回していたチューネさんは、

「……？」

　俺は訝しく思った。彼女の目から哀愁らしきものを感じたからだ。

「チューネさん？」

　声を掛けると、チューネさんはいつもの笑みを浮かべる。

「はい」

「何か分かりましたか？」

「いいえ。お役に立てず、申し訳ありません」

　何も分からなかったのか。

　でも、だったら、どうしてあんな目をしていたのだろうか。

　しかし彼女の笑みからは何も分からなかった。




　そこからさらに同じような部屋が三か所ほど続いた頃ころ──

　間もなく、パティの顔に再び緊張が走る。

　彼女は先程のように床に耳を当てると、

「これはさっきと同じ音……しかし足音は二つ。こ、この先にハイフレアタラスクが二体います……！」

　そこから少し進むと、彼女の言う通り、ハイフレアタラスクの姿が二体確認出来た。

「え、Ｓ級モンスターが二体も……！　に、逃げないと！」

　パティの顔が引き攣っているが、そんな彼女に構わず、またミロがズシャッと一歩前に出る。

「一体は我がやろう。もう一体、誰かに頼めると助かるが」

「なら、わしに任せてもらおうか」

　気負いなく応こたえたスノートラに対し、パティが慌て出す。

「い、いやいや、スノートラさん。あれはＳ級のモンスターですよ!?」

「一つ訊くが、あのモンスターの付近に罠の類たぐいはないか？」

「え？　え、ええ。ざっと見たところなさそうです。恐らく、モンスターのいるところにはないのだと思います。で、でも、あれはＳ級のモンスターでしてね」

「そうか。では、暗黒騎士よ、行くぞ」

「ああ」

　パティの話を半分聞き流し、スノートラとミロの二人が突っ込んで行った。

　ミロは先程と同じように一気に距離を詰めると、相手が何をする間もなく、また首を斬きり飛とばす。

　一方、スノートラはというと、足の遅さが災わざわいして、モンスターのところに到達するまでに完かん璧ぺきに気付かれてしまっていた。

　そのせいで、奇襲をかけるどころか、逆に先制攻撃をもらうことに。

　ハイフレアタラスクの口の奥が赤く光り出した次の瞬間、灼しやく熱ねつの炎がスノートラに向かって吐き出された。

　スノートラはその業ごう火かにあっさりと飲み込まれてしまった。岩をも熔かすと言われる、その灼熱の炎に──

　俺は息を呑のむ。

　しかし──炎が晴れると、ケロッとした顔のスノートラが現れたではないか。炎の中でも健けな気げに走っていたのか、その距離は縮まっていた。有り得ねえ……。

　自慢の炎が全く効かなかったことから、さすがに目の前にいる奴やつがヤベー奴だと気付いたのか、ハイフレアタラスクは頭と手足を甲羅の中に引っ込めて防御態勢を取る。……あれではこちらからどうすることも出来ないな。けっこう面倒な相手だ。

　そのように思っていたのだが、スノートラはモンスターの目の前まで行くと、背中の槌つちを取り出して、ぴょんとジャンプし、

「よっこら、せっ!!」

　スノートラが自分の背丈以上の巨大槌を甲羅に向かって振り下ろした。すると、

　ズグシャンッ!!

　聞いたことのない音がしたと思った瞬間、ハイフレアタラスクは粉々に弾はじけ飛とんで消えた。

　甲羅ごと破壊する一撃。

　はい、めちゃくちゃ。俺から見てもめちゃくちゃだって分かりますよー。

「ふぃー、終わったのー」

　一仕事終えたみたいに戻ってきたスノートラは、火傷やけどどころか髪の毛一本燃えた形跡がない。なにこの生物。

「Ｓ級……二体……絶望的……二体……のはずなのに……あはは……」

　パティが白目を剝むいていた。まあ、今回ばかりは気持ちは分からないでもない。

「スノートラは一体何者なんだ？」その言葉が喉のどまで出かかったが、俺は堪こらえた。何な故ぜなら仲間内で過去を探るのはタブーだからだ。

　まあ、それでも少しずつお互いのことを知っていくのだと思う。




　ハイフレアタラスク二体をミロとスノートラが撃破してから間もなく、今度はキラーシザーズというカニ型のモンスターが現れたのだが、「あれは魔法に弱い」と言ったアイスマリーの雷魔法によって実にあっさり倒された。ちなみにキラーシザーズもＳ級モンスターである。パティ白目。

　ここまで来たら、次は俺の番だろう。もちろん、戦う順番のことだ。俺だけ仲間たちに頼り切りというわけにはいかないからな。

　そうやって内心で張り切ることしばし──遂ついにその時が訪れる。

「キングファングスネークです。Ｓ級ですよ。えへへ」

　パティがおかしくなっている。

　ちなみに現れたのはキングファングスネークという蛇型のモンスター。特徴的なのはその鋭く大きな二本の牙きばで、鉄をも嚙かみ砕くだくとモンスター図鑑に書いてあったはずだ。

　──さて、やるか。俺は一歩前に出る。

「ふふ、今度はリューイの番ってわけね」

　ミロが素で話しかけてくる。……自分のことでもないのに、なんでそんなに嬉うれしそうなの？

「思えばボウヤの戦いをじっくり見るのはこれが初めてじゃな。お手並み拝見といくかのう」

　スノートラが腕を組んで言ったが……あ、あの、あなたが胸の下で腕を組むと、胸が強調されて視線が行ってしまうのですが……。恐らく巨乳すぎて胸のあたりで腕が組めないんだろうけど。

　い、いかん。集中だ、集中。

　あとアイスマリー。寂しそうに自分の胸元をぺたぺた触るのはよしなさい。ほらー、パティとミロも自分の胸元を気にし始めちゃったじゃん！　彼女たちは北門の貧乳四天王の中の三人だからな。ちなみにあと一人はエルフのアリエルだ。

「で、いつ戦いを始めるのですか？」

　チューネさんの言葉でようやく俺は我に返る。ダメだ俺。胸の話になると過敏に反応してしまう。

　大分気が逸それてしまったが、とにかくやるか。俺は剣の柄つかに手をかけたまま走り出した。

　キングファングスネークに気付かれる寸前まで接近し、気付かれたら八はち門もん遁とん甲こうスキルを解放して、一気に叩たたき込こもう。

　そのように作戦を立て近付いていくと、あと十歩ほどのところでキングファングスネークがこちらを見る。

　よし、八門遁甲スキルを解放すれば、ここから一気に間合いを詰めることが出来る。

「八門遁甲……開かい門もん、休きゆう門もん、生せい門もん……解放！」

　俺はいつものように、八門遁甲の最も基礎となる三つの門を解放した……つもりだったのだが──

「あれ？」

　まったく力が溢あふれ出でなかった。八門遁甲の門を開けなかったのだ。

　な、なぜ……？

　──キシャーッ!!

　見ればキングファングスネークがすぐ間近まで迫っており、その大きな口を開いていた。巨大な牙が俺に向かって振り下ろされようとしている。

　し、しまった……！

　俺は逃れようとするが、八門遁甲スキルを使えていない状態の俺のステータスは低く、その鈍重な動きではＳ級モンスターの攻撃を躱かわすことなど出来そうもなかった。

　鋭く太い牙が頭上から迫る。

　俺が死を錯覚した瞬間だった。

「リューイくん！」

　パティの叫び声と共に、ダガーが一本、キングファングスネークの右目に突き刺さる。どうやらパティがとっさに投げてくれたらしい。

　──シャーッ!!

　キングファングスネークは苦しそうに呻うめき声ごえを上げ、大きな体をのたうち回らせていた。その巨体の一部が俺に当たりそうになるが、今の俺が当たったらただでは済まないだろう。

　そう思った瞬間、横から衝撃を受ける。仄ほのかな温ぬくもりが俺の顔を覆う。

　パティが俺を抱きかかえて横に飛んだのだ。あの小さな体で。

　俺がいた場所にキングファングスネークのシッポが振り下ろされていた。ズダンッ、ととてつもない衝撃音が響く。もしあの場所に居たらと思うとゾッとした。

　その後、アイスマリーが氷魔法でキングファングスネークを氷漬けにしてから、スノートラとミロが二人掛かりで粉々に砕いていた。

　俺はパティに抱き起こされる。

「リューイくん！　大丈夫ですか!?」

　パティの顔は必死だった。その顔に押されて俺は茫ぼう然ぜんと頷うなずく。

「あ、ああ」

「ほっ……よかった」

　パティは心底安心したように息をはいていた。

　俺は未いまだ感じたことのない感覚に包まれる。……思えば、俺は今まで誰かに心配されたことなどなかった。

　だからパティの泣きそうな笑顔を見て、俺はどのように答えたらいいか分からない。

　そんな時、意外な人物がパティに声を掛ける。

「心配なのですか？　リューイさんのことが」

　そのように訊いたのはチューネさんだった。

　パティはきょとんとしながらも、

「え、ええ」

「そう……ですか」

　チューネさんは何だか驚いているようだが……どういうことだ？

　そう思った瞬間、俺の頭にゴツンと衝撃が走る。

「あっぶないわね！　あんた、どういうつもりなのよ！」

　ミロだ。彼女は闇皇帝モードも忘れて素すで怒っていた。

　しかし……うおお、目の前に星が見える。こいつ、バカ力で俺の頭を殴りやがって……！

「暗黒騎士の言う通りじゃ。ボウヤ、動きに以前の精彩さが微み塵じんもなかったが、どうしたのじゃ？」

　ミロもスノートラくらい優しく聞いてくれてもいいだろうに……。

「い、いや、実はスキルが使えなかったんだよ」

「スキルが使えなかった、とな？　それはどういうことじゃ？」

「さあ、俺にもどうしてだか……あ」

　そこまで言いかけて、俺はあることに気付いた。

　あ、そうか。もしかして、近くに門がないからスキルが使えなかったのか？　だって俺は門番だから……。

「待って下さい、皆さん！　キングファングスネークがもう一体こちらにやってきます！　どうやら先程の仲間の悲鳴を聞きつけたようです」

　パティの緊張した声が響く。通路の奥からは、確かにさっきと同じでかい蛇がしゅるしゅると音を出しながらこちらへと這はって向かって来ていた。

　──丁度いい、試してみるか。

　俺は敢あえて先頭に立つと、キングファングスネークが近くまでやって来るのを待つ。

「な、何をやっているのですか、リューイくん！」

　パティが悲鳴に近い声を出すが、

「大丈夫だって。今度こそ任せてくれ」

　俺は安心させるように笑いかける。まあ、ミロが何かあったら飛び出せるようにしてくれているし、ここは彼女の気遣いに甘えさせてもらおう。

　やがてキングファングスネークが間近までやって来て、俺に向かって大口を開けて襲い掛かってくる。

　──キシャアッ!!

　よし、今だ。

「クリエイトゲートスキル！」

　俺がスキルを使うと、その瞬間、通路を防ぐようにして門が現れる。門の向こうからドシンッという衝撃音が聞こえてきた。恐らくキングファングスネークが門に激突した音だ。

「八門遁甲……開門、休門、生門……解放！」

　スキルを使用すると、今度こそ、体の奥から力が溢れ出てきて、体の周りにオーラが逬ほとばしる。

　俺は門をこちら側から開けると、門の向こう側でふらついているキングファングスネークに一気に近付き、剣を眉み間けんに突き刺した。それでモンスターは塵となって消える。

　よし、何とかなったな。どうやらやっぱり門が近くにないと俺は何も出来ないらしい。

　しかしクリエイトゲートスキルだけは別だ。門を作るこのスキルだけは、門が近くになくても使える。今、試してみてそれが判明した。まあ、以前グルニア王国を出る時に門が近くになくてもクリエイトゲートスキルが使えたことは覚えていたので、これだけは大丈夫だと分かっていたのだが。

「ふむ。門番とは便利なのか不便なのかよく分からん職業じゃのう」

　スノートラがしみじみ言ったが、パティはぶんぶんと首を横に振る。

「そもそも普通の門番はあんなとんでもスキルを持っていないはずなんですけどね！」

　とんでもスキルって、どちらのスキルのことだろう。しかしそれを訊くとやぶへびになりそうなのでやめた。

「それにしても、今のキングファングスネークもＳ級モンスターだったのに、やっぱり瞬殺なんですね。門番がＳ級モンスターを瞬殺とか、わたし意味が分かりませんよ」

「いまさら」

　たった四文字。アイスマリーがいい感じでツッコんでくれた。

「間違っているのはわたし……？　それとも世界の方……？」

　パティがまた白目を剝いて世界の真理についてぼやいているが、そっとしておこう。

　一方、俺が作った門をぺたぺた触っていたスノートラが訊いてくる。

「この門、オリハルコンで出来ておるではないか。お主のスキルは一体どうなっとるんじゃ？」

「クリエイトゲートスキルは門を作る場所の素材に左右されるみたいなんだよ。ここは周りの壁がオリハルコンだから、門もオリハルコン製になったみたいだな」

「ふーん。そんなものなのか」

　スノートラはそれで納得してくれたみたいだが、

「そんなはずないでしょう!?　そもそもそのクリエイトゲートというスキルの存在自体が異常だと皆さん認識してくださいよ……」

　パティは息も絶え絶えに訴えるが、息が切れすぎてみんなの耳には届いていない。やはりそっとしておこう。

　背中に視線を感じたので振り返ると、チューネさんがじっと俺の方を見ていた。

　瞬まばたき一つせずに見つめられてちょっと怖い。

「あ、あの、何か？」

　俺が訊くと、

「いえ。ようやくあなたが魔神を倒せた理由が分かりました」

「そ、そうですか……」

「はい」

　にっこり。でもなんか目の奥が笑っていないような……。

　俺は居心地が悪くなって、そそくさとパティの側に避難する。

　それでも、チューネさんの視線はずっと俺のことを追っていた。
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　再度ダンジョンの中を進行する俺たち。

　しばらくモンスターとの連戦が続いた。

　モンスターが出る度にパティが「逃げましょう！」と提案するが、結論から述べると俺たちはモンスターを楽々と討伐していった。複数体で出てきた時もみんなで協力すれば余裕だった。

　ちなみにチューネさんは意外と立ち回りが良く、危険になることはまったくなかった。

　ただ一人、パティだけが「えへへ、こんな極悪難易度ダンジョンがまるで子供の遊び場みたいですね。えへへ」と軽く混乱状態である。

　一方、探索の方だが、ダンジョンの中は先程見つけた『部屋』と同じものが直線に沿ってずっと続いているだけ。今のところ、『部屋』の中で特に目新しい発見はない。

　──ただ、そうした状況にも変化が訪れる。

　ずっと一直線だった通路だが、突如、開けた場所に出たのだ。

　警戒しながらも様子を窺う俺たち。

　まず、かなり広い。グルニア王国の玉座の間も広かったが、それに負けないくらいかも。

　広間にはテーブルとイスが整然と並んでいる。

　奥に進むと、広間と隣接するようにして、もう一つの部屋があった。その中を調べると、部屋の中央と、壁に沿うようにして一つずつ長い台が置かれていた。

「ここは……厨ちゆう房ぼう？」

　一番熱心に調べていたアイスマリーが、ふと呟く。食器類などは一つもなく、かなり殺さつ風ぷう景けいではあるものの。確かに、言われてみれば厨房のような気がしなくもない。

　と、なると──

「隣の大広間は食堂か？」

　そのように考えるとしっくりくる。食堂と思おぼしき大広間も、テーブルとイスが並んでいるだけで、殺風景ではあるが。それでも、それ以外の考えは浮かばない。

　スノートラが「ふうむ」と唸うなった後、

「しかし、なぜこんなところに食堂がある？　おかしくはないか？」

　まあ、普通に考えたらそうだよな。こんな場所で誰が食事を摂るのかと思う。

　だが、その考えは俺たちの考えである。なにせここは古代遺跡なのだ。昔の人、もしくはここを作った者たちがどのような考えを持っていたのかなんて、俺には想像もつかない。

　次にミロがこんなことを言う。

「それに、こんな固いイスで食事を取ったら、お尻が痛くなってしまうわよ」

　ここにあるテーブルもイスも全てオリハルコン製で、先程までの『部屋』と同じように床とくっついている。だから確かに座ったら尻が痛くなりそうだが……ミロ、君は全身鎧よろいなんだからどこに座ろうと君のお尻は鎧の感触しかないでしょ。

「………」

　一方、熱心に辺りを調べていたアイスマリーだが、ミロの今の言葉に固まったまま動かなくなってしまった。

「アイスマリー。どうしたんだ？」

「……もしかしてこのダンジョンは、今は死んでいる状態……」

「え？」

　どうやら今のセリフは単なる独り言だったようで、思考に集中しているらしい彼女は俺の言葉に気付いていない。

　アイスマリーはぶつぶつ呟きながら自分の考えに没頭しているみたいなので、今はそっとしておこう。

　しかしすごいものだな。このダンジョンは作られてから、恐らくかなりの時間が経たっている。それなのにこれほど明確に『形』が残っているとは。まあ、オリハルコン製だから、というのもあるのだろうが。

　ふと、後ろを見ると、チューネさんがイスに座っていた。それに、なぜか愛いとおしそうにテーブルを撫なでている。……この人はこの人で、一体どうしたというのか。

　俺の視線に気付いたのか、チューネさんはいつもの笑みに戻る。

「良かったら、ここで一いつ旦たん休憩にしませんか？」

　後ろにいたパティがそのような提案をしてきた。自然、チューネさんから視線が外れる。

　……うーん、こんなところで休憩かぁ。いくらテーブルとイスがあるといっても、先程も言った通りオリハルコン製で、その感触は固い。それに食堂っぽいとはいっても、普通にヒカリゴケが生えているダンジョンの中には違いない。

　だから俺は別の案を提示する。

「こんなところで休むくらいなら、俺の転移門で一旦、地上の宿舎に戻ればいいんじゃないか」

　そう。俺のスキル、『転移門』ならそれが可能だ。俺の転移門は、一度潜くぐった門ならどこでも転移することが出来る。つまり、ここに門を作っておけば、いつでもまたダンジョン探索が再開できるのである。

「……あらためて思ったんですが、リューイくんはやっぱりインチキくさいですよね」

　インチキくさいとは失礼な。

「じゃが、便利なのは事実じゃしのう。ここはボウヤのとんでもスキルにお世話になろうではないか」

「スノートラさんはおおらかすぎですよ」

「はっはっは。細かいことは気にするな」

　結局、皆は俺の案に賛成のようで、俺たちは転移門で一旦、地上へと戻ることにした。

　先程の通路まで行きクリエイトゲートスキルで新しい門を作ると、俺は転移門スキルの詠唱を開始する。

「主よ　唯一の神よ　今ここに新たなる道を繋つなぎたまえ　トランスファーゲート！」

　手袋の下の右手の甲の痣あざと、門が共鳴するようにして光るが、その光がすぐに収束するようにして消えてしまう。

　──あれ？　どうしたんだ？　本来だったらここで光が弾けて門の向こうに転移先の景色が映るはずなのだが。相変わらずダンジョンの通路が見えるだけだ。

　スノートラが訝しげに眉まゆを顰ひそめる。

「どうしたのじゃ？」

「転移スキルが発動しなかった。まるで、発動を止められたみたいな感じだった」

　俺の答えに、パティが「あ」と声を漏らす。

「もしかしたら、この遺跡全体に転移を防ぐ結界が張られているのかもしれません」

「結界？　転移を防ぐだって？」

「ええ。ごくまれにですが、ダンジョンにはある一定の力を防ぐ強力な結界が張られていることがあります。きっとここもそうなのではないでしょうか」

　そのセリフに、アイスマリーが俺を見上げてくる。

「恐らくパティさんの言っていることは正しい。さっきあなたがスキルを使った時、結界の力を感じた。たぶんこの遺跡の中では転移系のスキルと魔法が使えない」

　そうなのか。中々面倒くさいな。

「ズルをしたらダメってことね。仕方ないわね。真ま面じ目めにダンジョン攻略しましょ」

　黒い鉄仮面の奥からミロの潑はつ剌らつとした声が響いた。だから何で君はそんなに嬉しそうなの？

「まあ、仕方ないのう。現状それしかなかろうて」

　そう言いつつ、スノートラも何だか嬉しそうだった。土の精と呼ばれるドワーフは洞どう窟くつなど地の中をねぐらにすることが多い。だからもしかしたらこの中で過ごせるのが嬉しいのかもしれない。しかもドワーフであるスノートラが驚くほどのレア金属、オリハルコンに囲まれて休憩できるのだから。

　結局俺たちは食堂っぽい大広間で一息つくことを決め、先程の場所へと戻ったのだが、ぐぅ～、と大きな音が鳴り響く。それはスノートラのお腹なかの音だった。

「腹が減ったのう……」

　スノートラがお腹を擦さすっていた。どことなく元気もなくなっている。

　しかしお腹がすくのはどうしようもない。

　しまったな。いつでも転移門で帰れると思っていたから、食事のことは何も考えていなかった。

「やはり一度戻った方がいいんじゃないか」

　俺が再度提案すると、パティが背負っていたリュックをテーブルの上に降ろす。

「大丈夫です！　こんなこともあろうかと、保存食を用意しておきました」

　何が入っているのかと思ったら、そんなものが入っていたのか。ちなみに本当は俺がリュックを持とうとしたのだが、「いざ戦闘になった時にリューイくんが動けないのはまずいですので」との理由で却下されていた。

　パティはリュックの中から木箱を取り出す。

　そしてその木箱の蓋ふたを開け、中身を見せてくるのだが──そこには爪つめの先ほどのミニチュアサイズの肉やら野菜やらが詰まっていた。ただ、とてつもなく小さい上に、どれも乾燥し切っているようで、木箱が揺れるたびにカラカラと乾いた音が響く。

「これが保存食だと……？　舐なめているのか、小娘」

　ミロもお腹が減っていたのか、機嫌悪そうに闇のオーラを漂わせていた。

「ご、誤解ですぅ！　これは、魔力を込めることによって元の大きさに戻るんです！　ア、アイスマリーちゃん、よろしくお願いします」

「分かりました」

　両手をうっすらと輝かせるアイスマリー。魔力が両手に集中している証拠だ。

　彼女はパティが皿の上に選んだミニチュアサイズの肉やら野菜やらに魔力を込め始めた。すると面白いことが起きる。

「……大きくなっている？」

　チューネさんの目が見開いていた。罠やモンスターが出た時でも動揺を見せなかった彼女が、本気で驚いている。

　そして、チューネさんの言う通り、アイスマリーが魔力を込めるそばから肉や野菜が大きくなっていっている。やがてその大きさは普通サイズまでになり、皿の上にてんこ盛りになった。しかも手に取ると、どれも新鮮そのもの。

「生鮮食品から魔力の源であるマナを限界ギリギリまで抜き取ると、このようにサイズを小さくした上に鮮度を保ったまま保存が可能。そしてマナを戻してやると元に戻る。私が開発した魔法技術。えらい？」

　アイスマリーがえっへんと言わんばかりに薄い胸を張っている。超ドヤ顔を俺に向けながら。これは褒めないと後に引かなそうだぞ。

「えらい」

　なでなで。思い切り頭を撫でてやる。それだけで嬉しそうに目を細めるアイスマリー。

　しかし……『言うは易やすく、行うは難し』を代弁するような魔法だ。恐らくそう簡単に出来る技術ではない。魔法や物質に対する深い理解と、魔力の繊細なコントロールが必要なはずだ。少なくとも、魔法剣士時代の俺では無理だったと思う。それほどの魔法。原理すら理解出来ない。

「こんな魔法見たことない……あなた、すごいですね」

　どうやらチューネさんも甚いたく感心したようで、本気で褒めていた。

　ただ、それがどれほど価値のある言葉なのか、今の俺には分からなかった。

「さて、それじゃあ料理を開始しましょうか」

　パティが俺を見ながら言った。……俺を見ながら言ったね。他に視線を移す気ゼロだね。

　ミロとアイスマリーは料理オンチ。スノートラは食べ専。チューネさんは未知数だが、動く気がないところを見ると多分無理。

　自然、パティの視線が俺に突き刺さるという道理。

　と言っても、俺は基本的に戦闘しかしてこなかった男。本格的な物は作れない。基本はパティの助手である。むしろ助手すら出来ない他のメンバーの料理センスが壊滅的過ぎる件。

「……やるか」

「はい！」

　そんなわけで、俺はパティと共に大広間の隣にある厨房っぽい部屋に移った。
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「ふぃ～。食った、食った～」

　満足そうに腹を擦さするスノートラ。彼女の前には空になった皿が山のように積まれている。

　この人、軽く二十人前は食ったぞ……。ドワーフの体の中は胃だけで出来ているというのは本当だったか。

　もしアイスマリーの食べ物を小さくして持ち運ぶ魔法がなかったら、食料が足りずに一日でパーティは全滅していたかもしれない。

「しかし本当に不思議な場所じゃのう。ここで飯を食っていたら、本当にここが食堂のように思えてきたぞい」

　口の周りにソースをべったり付けたままスノートラが言った。

　確かに俺も同じ思いだ。ここで食事を取っていても、何となく違和感を覚えない。きっとここは本当に食堂だったのだろう。

「さっきはこんなところに食堂があるのはおかしいとしか思わなかったが、何か理由がなければこのような場所は作られぬじゃろう。あらためて、一体ここは何なのじゃ」

　スノートラが、うぬぬ、と唸うなり声ごえを上げる。いいからそろそろ口を拭ふいたらどうか。

　しかし現状、彼女の疑問に答えられる者はいなかった。アイスマリーは独自の考えが進んでいるかもしれないが、まだ確信がないからか、口を開く気配はない。

　結局のところ、もっと中に進んで調べてみるしかないだろう。

「リューイくん、お茶をどうぞ」

　皆のお茶を淹いれていたパティが、カップを渡してくれる。

「あ、ああ、ありがとうパティ」

「いいえ、どういたしまして」

　彼女の笑顔を見ながら、俺はお茶を一口、口に含んだ。ふむ、旨うまい。熱さもちょうどいいし。

　ちなみに水はアイスマリーの水魔法で補給された。魔法って本当に便利。まあ、『飲み水』を生成できるアイスマリーが特殊というのもあるけれど。

　──しかし、その時だ。

　俺たちのやり取りを見ていたチューネさんが、ここでとんでもない発言をする。

「もしかして、パティさんはリューイさんのことが好きなのですか？」

「へ？」

　自分の分のお茶を飲もうとしていたパティだったが、不意を突かれたせいか指をお茶の中に入れてしまい、「あっついですぅ！」と叫び出す。

　パティは自分の指を、ふー、ふー、と吹きながら、

「い、一体何を言い出すんですか!?」

「さきほどリューイさんの分だけスープの具が多かったですし、今お茶を渡す時も、彼に対してだけ笑顔が二割増しでした。それどころか、ダンジョンに入ってからずっとリューイさんのことを気遣っているように見えます。ですので、もしかしたらパティさんはリューイさんのことが好きなのではないかという結論に至りました」

　チューネさんが自らの考えを論理的に述べた。

　でも……それ本当か？　かなり疑わしいが。

　案の定、パティは猛然と反論する。

「そ、そんなわけないでしょう!?　ぜ、全部たまたまですよ！」

「そうなのですか？」

「そうなのです！　へ、変なこと言わないで下さい！」

　パティは食器を片づけるためか、そそくさとその場を後にする。

　他の者たちは茫ぼう然ぜんとそれを見送るしかなかった。いきなりとんでもない会話になったせいで、状況に付いていけていない。

　──パティが俺のことを好きだって？

　そんなわけないだろう。だって彼女は『魔法剣士リューイ・ネルフィス』のことが好きなのだから。

　何な故ぜだか昔の自分にイラッとする俺だった。





　　　　＊＊＊＊＊






　少し気まずい雰囲気になりながらも、再びダンジョン探索を開始した俺たち。

　大広間には、入って来た箇所と反対側に、右と左にそれぞれ出口があった。討論した結果、取りあえず俺たちは左に行くことを決定する。

　しばらくは単なる通路が続くだけだったが、やがて通路わきにぽつぽつと小部屋を見つけたりした。

　それは先程と同じ机とベッドがある『部屋』だったり、用途不明な部屋だったり、何もない部屋だったり。
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「ふぅむ。結局よく分からんのう」

　最後に覗のぞいた何もない部屋で、スノートラがぽつりと漏らす。確かに新たに得られた情報はあまりに少ない。つまり全然ダンジョンのことが解明できていない。ロンギヌスのロの字も出てこないし。

　途中、モンスターを倒しながら進んでいく俺たちだったが、何個目かに訪れた部屋で状況に変化が訪れる。

　中身は机とベッドがあるだけの普通の部屋だったのだが、パティが壁に文字らしきものが書かれているのを見つけたのだ。

　どれだけ時間が経たっているのか分からないが、その文字らしきものは相当に薄れている。それでも、目を細めて注意深く眺めていたアイスマリーが断言した。

「これは……古代文字」

　俺はアイスマリーの横に並ぶ。

「なんて書かれているんだ？」

「薄くて読みづらいけど……多分、こう。『我ら方はこ舟ぶねにて神の国へと旅立たん』」

「方舟？　それって以前、アイスマリーが語ってくれた魔神の話の中に出てきた単語だよな。確か、『遙はるか昔、魔神たちは方舟に乗ってこの世界にやって来た』だっけ？」

「そう」

「アイスマリー。ここに書かれている『方舟』は、君が説明してくれた『方舟』と同じものだと思うか？」

「……ここが魔神と関わりの深い場所だと考えると、別々に考える方が不自然。多分、関係がある」

「ということは、以前君が仮説を立てていた通り、方舟に乗ってこの世界にやってきた魔神たちが、今度はその方舟に乗って神の国に行こうとしていたということか？」

「……そうかもしれない」

　アイスマリーは興奮気味に頷うなずいた。そりゃ自分の仮説が正しかったら嬉うれしいだろう。

「ただ、決めつけるのはまだ早い。この文字を魔神が書いたという確証はない」

「まあ、そうだろうけど……。でも、その方舟を手に入れれば、俺たちも神の国に行けるってことかな？」

「方舟がどのようなものか何も分からないから、まだ何とも言えないけど……だけど、その可能性はある」

　おお、それはすごいな。

　その部屋ではそれ以上の情報は得られなかったので、俺たちはまた通路を進み始める。

　まだ核心的なことは何も判明していない。それでも一歩ずつ前に進んでいる感覚はあった。




　しばらく、何も新しいことは得られない状況が続く。

　たまに道も分岐しており、その度にマッピングしながら慎重に前へと進んでいく。ちなみにマッピングしているのはパティだ。慣れているのか筆先に迷いがない。実際、彼女が書いた地図はとても見やすかった。本当に器用だな。

　──俺たちはやがてまた広い部屋に出る。

　通路から部屋の内部を見渡すと、広さは先程の食堂っぽい大広間と同じくらいかそれ以上あることが分かる。つまり、とてつもなく広大。

　部屋の造りは中央に長方形の大きなくぼみがあり、そこに水が張られていることが特徴か。……一体何だこの部屋は？

「プールっぽくない？」

　ミロの呟つぶやきに、ああ、なるほどと思う。確かにプールだ。

　どういう原理なのか、長い時が経過した古代の遺跡にもかかわらず、水がたんまり張られている。

「何らかの水の生成システムが生きていると思われる。すごい」

　水面に反射するヒカリゴケの光を映し、キラキラ輝いているアイスマリーの瞳ひとみ。どうやらその水の生成システムとやらが彼女の心の琴線に触れたようだ。

「皆さん、水の中にいるあのモンスターのことはスルーですか!?　どうしてあんなデカいのをスルー出来るのですか!?」

　いつものように涙目のパティが示す方には、巨大なイカ型モンスターがいた。どれだけ大きいかと言うと、帆船一つを触手の一振りで軽く沈められそうなほど大きい。

「あ、あれは伝説のモンスター、クラーケンですよ！　伝説にしか存在しないモンスターですよ！　伝説ですよ、伝説！」

　やたらと伝説押ししてくるパティ。どうやら逃げたいらしい。

「逃げましょう！」

　やっぱり。

「へえ、伝説……」

　ここにワクワクする人が一人。

「あ、暗黒騎士さん、いくらなんでも相手が悪いですよ！　伝説上のモンスターは全すべてＳ級よりも強いと言われているのです！　それに水の中にいられたのでは手の出しようがないじゃありませんか！」

　必死に止めようとするパティ。

「あいつの体の上に着地すればいいじゃない」

　軽く言い放つミロ。

「………」

　言葉を失うパティ。

　勝負あったか。

「じゃあ、どうする？」

　既に戦うことが決定した体ていで話を進めてくるミロ。まあ、いいんだけど……。

「まだ探索は続けなければならない。だからここで体力を消耗するのは避けたい。全員で一斉にかかればいいんじゃないか」

「うーん、つまんないけど、それもそうね」

　ミロが少々不満そうだった。一人でやりたかった感がぷんぷんするぜ。

「わしも異論ないぞ」

「私もそれでいい」

　スノートラとアイスマリーの承諾も得られた。

「………」

　パティが完全に沈黙してしまった！　ここはそっとしておこう。

「じゃあ、前衛三人と後衛一人のオーソドックスな戦い方でいい？」

　ミロの提案に、俺を含め他の三人が頷く。前衛が俺、ミロ、スノートラで、後衛がアイスマリーという布陣だ。

「ただ、わしは足が遅いからのう。頼みがあるんじゃが、ボウヤ、わしのことを思いきりクラーケンに向かって投げ飛ばしてもらえんか？」

「分かった」

　女性を思い切り投げ飛ばすなんて、これが最初で最後だろう。まあ彼女の防御力なら余裕だと思う。だから俺はあっさり了承した。

　俺たち四人は頷き合うと、速やかに行動を開始する。まず俺は通路の部屋に入るギリギリのところに門を作ると、八はち門もん遁とん甲こうスキルを使って身体能力を上げ、スノートラを抱えて、ミロと共にクラーケンに向かってダッシュする。

　クラーケンがこちらの気配に気付いたところで、俺はスノートラを思い切り投げた。

　自分目掛けて一直線に飛んでくるスノートラに、クラーケンがビクッとなったのが分かる。まさか見た目小さな女の子が自分目掛けて飛んでくるなんてクラーケンも思いもしなかっただろう。伝説のモンスターもびっくりだ。

　クラーケンは反射的に触手の一つで防ごうとするが──ブチッ！　弾丸と化したスノートラはあっさり触手を一本もぎ取っていく。

　──ギュエエエエエエエエエッ!!

　聞いたことのないような絶叫が大部屋に響き渡る。イカの鳴き声って初めて聞いた。……イカって鳴くのか？　まあいいか。クラーケンだし。

　怒ったクラーケンは他の触手で、滞空しているスノートラを叩たたき落おとそうとするが、その触手が突然凍り付く。アイスマリーの魔法だ。ナイス。ついでに隣の触手も凍り付いていた。

　その間に近付いていた俺とミロはそれぞれ剣を抜刀すると、手近にあった触手を切っていく。ズバンッ、ズバンッ、と手ごたえを二、三回感じたところで、既に触手はあっさりと全部なくなっていることに気付いた。

　──ギュエエエエッ！

　クラーケンは苦し紛れに口から何かを吐き出そうとするが、そこに──

　ズガンッ!!　滞空していたスノートラが落下と同時にクラーケンの脳天に巨大槌つちを振り下ろし、クラーケンの頭が物理的にやばいくらいへこんだ。

　と思ったら、クラーケンが塵ちりとなって消える。

　俺たちは一度チューネさんとパティのところまで戻ると、

「なんだ、意外と楽だったな」

「物足りないわ」

「可か哀わい想そうなことをしたかのう」

「……眠い」

　それぞれ好き勝手な感想を述べる俺たちに対し、パティは例の如ごとく白目を剝むいていた。

　そこから俺たちはこの大部屋を調べることにした。パティは動かなくなっちゃったので、俺が手を引いている。

　部屋を調べていると、俺は早々にあるものを発見した。

「……宝箱？」

　これでもかというくらい立派な宝箱。といっても俺は本物を見たことはない。話で聞いていたくらいだ。

「こ、これはもしかしたら、『ファーストトレジャー』かもしれません！」

　宝箱を見た瞬間、パティが正気に戻る。現金な。

　しかし、『ファーストトレジャー』とは何だ？　それを訊くと、

「ダンジョンには二種類の宝箱があります。それはダンジョン自身が用意する宝箱と、ダンジョンに最初から存在している宝箱です。そしてダンジョンに最初から存在している宝箱は、一番初めに取ったらそれ以降出現しません。それが『ファーストトレジャー』です！」

　鼻息荒く説明してくれるパティ。

「つまり、通常よりレアなものが入っている可能性が高い、ということか？」

「そうです！　このダンジョンにはまだ誰も入ったことがない。つまりこれはファーストトレジャーですよ！」

　パティはさっきの白目が何だったんだというくらい元気になった。まあ、それだけこの『ファーストトレジャー』という宝箱が貴重なのだろうが。

　俺たちは他の皆も呼び、全員で宝箱──『ファーストトレジャー』を確認することにする。

　丁度宝箱の前に居たので、代表して俺が宝箱の蓋ふたを開けた。

　中を確認すると──入っていたのは一振りの剣。

　俺は手に取ってみる。む、これは……。

「こ、これは、魔法の剣ですよ!!」

　パティがさらに興奮していた。スノートラは頷くと、

「確かにその剣には魔法がかかっておるようじゃな。素材はミスリルか」

　ドワーフのスノートラがそう言うのなら間違いないだろう。

「す、すごい！　魔法の剣ですよ！　魔法の剣！　最初からこんなお宝に巡り合えるなんて!!　……って、あれ？　どうして皆さんそんなにテンションが低いんですか？」

　ようやく気付いたか。興奮している者がパティ以外にいないことに。

　俺、ミロ、スノートラ、アイスマリー、チューネさんはそれぞれの意見を口にする。

「むしろなんでパティはそんなに興奮しているんだ？」

「そうよね。だって魔法の剣でしょう？　単なる」

「ゴミとまでは言わぬが、今は荷物になるだけじゃろう」

「……眠い」

「私も特にいらないですね」

　散々言われたパティは、愕がく然ぜんとした表情をしていた。

「皆さん、いくら何でも欲がなさすぎでしょう!?　魔法の剣は冒険者なら命を賭としてでも欲しがる逸品ですよ!?　そうでなくても一本売れば一生遊んで暮らせる額が手に入るんですよ!?」

「俺はもう聖剣を持ってるし。あとは別に門番さえ出来れば文句ないから」

「あたしはリューイと一緒にいられれば……じゃなかった、こほん、我はいざとなったら力で全てを手に入れてみせるわ、フハハハハッ！」

「わしはいざとなったら自分で魔剣も聖剣も作れるしのう」

「ぐー、ぐー」

「太たい守しゆで貴族の私は既に金持ちですから」

　パティは心から茫然とした顔をしていた。

「……あらためて、とんでもないメンバーと一緒にいるんだなって自覚しました」

　パティは俺から魔法の剣を受け取ると、宝物をしまうようにして宝箱の中へそっと戻す。

「名残なごり惜しいですが、荷物になるので取りあえずこの剣はここに置いていきます。名残惜しいですが。名残惜しい……」

　本気で名残惜しそうだった。

「後で取りに来よう。絶対に来よう」

　なんか誓いを立てている。

　最後にちらっと中身を見てから、パティは宝箱の蓋を閉めた。「断腸の思いです！」と言わんばかりの感じで。

　その後、部屋の中を調べたが、他には何もなさそうだった。念のためにアイスマリーが魔法でプールの中も確認したが、特に反応なしとのこと。

　そうして部屋を後にすることにした俺たち。

　パティは最後まで宝箱の方を何度も振り返っていた。

　そして、そんなパティのことを、チューネさんが面白そうに眺めていた。





　　　　＊＊＊＊＊






　それにしても広い。まあ、ダンジョンとはこういうものなのかもしれないが。

　魔法剣士時代、何回かモンスターの討伐依頼でダンジョンに潜ったことがあるが、その時は対象モンスターまでの案内人がいた上に、モンスターも弱いのばかりだったので、あっという間にクリア出来た。本格的に探索するとなると結構時間がかかるものだな。

　各所に張り巡らされている罠わなも厄介だ。パティがいるからこそ何とかなっているが、それでも早歩きの速度で進むのが限界。もし罠がなければ、スノートラとチューネさんを抱えて超ダッシュだったのに。

　結局今はこうしてモンスターを倒しつつ、辺りを調べながら少しずつ進んでいくしかないか。

　通路は曲がりくねったりはしないものの、たまに分岐する場所があり、その時は直角に曲がり、また真まっ直すぐな通路に出るといった感じの繰り返し。

　部屋も今のところ目新しいものに遭遇していない。基本は机とベッドの部屋、何もない部屋、用途不明な部屋の三種類。用途不明な部屋も差し当たって重要な感じではないかな。

　──しかし途中、下に行く階段があったので、俺たちは降りてみることにした。

　そこから地下二階の探索となったわけだが、内容的には地下一階とそこまで変わらない。モンスターの種類も同じだ。

　数回の通路の分岐を越え、やがて少々疲れてきた頃ころ、通路の突き当りにドアを発見する。

「今までにないパターン」

　アイスマリーの言う通りだった。今までは壁際にしかドアがなかったのに。

　パティにドアを調べてもらうと、

「……罠が仕掛けられています」

　これも初めてのパターンだった。今までドアに罠が仕掛けられていたことはない。

「何か重要な部屋なのかのう」

　スノートラが胸の下で腕を組みながら呟く。……だからそこで腕を組まないで。

「罠を解除してみます」

　パティがそう言って慎重にドアに近付くが、

「まだるっこしいわね。ドア、壊しちゃえばいいじゃない」

　……段々ミロの雑さが出てきたな。これはヤバい兆候だ。どこかで彼女のストレス解消をしてあげなければならない。

「あ、あの、罠の種類によっては、どんな反応が起こるか分かりませんから……だから、あの……」

　パティが涙目でミロに忠告する。恐る恐る、怒らせないように、言葉を選んでいる感じが可哀想過ぎる。どれだけミロはパティに怖がられているんだ。まあ、無理はないんだけど……。

「ミロ、パティの言う通りだ。ここは専門家に任せよう」

「……リューイがそう言うなら……」

　超渋々といった感じでミロは引き下がった。俺も怖いよ。いつ爆発するのか。

　俺がミロを抑えている間に、パティに「早くしろ」と目で訴える。それを汲くみ取とったパティが急いでドアの罠を解除し始める。俺とパティのアイコンタクトが上達した。

　結局、ドアには魔法の罠が仕掛けられていて、アイスマリーの協力をもってようやく解除に成功した。中々厄介な罠だったな。それだけに部屋の中への期待が高まる。

　パティが慎重にドアを開けて中に踏み込む。俺たちは彼女の後に続きながらも、パティより前に行かないように注意しながら中へと進んだ。

　──部屋の中はやや広め。

　数人が面と向かって掛けられるタイプの机とイスが一セット、そして一人が掛けるタイプの机が一セットずつある。一人掛けのタイプは何となく重厚な造りだ。

　外は見えないが、窓っぽい枠もある。その側そばに絵かい画がが一枚落ちている。

　何となくだが、この部屋は──

「……執務室みたいな感じね」

　真っ先にミロが声を上げた。もしかしてダークテリトリーに自分の執務室でもあるのだろうか。

「言い得て妙。確かに執務室」

　アイスマリーも賛同する。

　彼女は一人掛けの机の方に移動し、机の引き出しを調べようとするが、

「ちょっと待って下さい！　机にも罠があるかもしれません！」

　パティが慌ててアイスマリーを止め、机の側まで移動し、早速引き出しを調べ始める。すると──

「やはり罠があります」

　……何気にアイスマリーは危なかったな。

　というか、思った以上にこのダンジョン罠が多くないか？　まだモンスターがたくさんいてくれた方がいいよ。こういうタイプのダンジョンは苦手だ。恐らくミロのストレスの原因もそこ。

「……今までで一番厄介な罠かもしれません。ちょっと時間がかかりそうです」

　パティにそこまで言わすとは、一体どれほど重要な物が入っているんだ？

　そう思いつつも、俺は他のところを調べてみることにした。

　先程から気になっていた、壁際に落ちている絵画。恐らくこれは老ろう朽きゆう化かして落ちたのだろうと思う。それほどボロボロで、年代も経っていることが外見から分かる。

　肝心の画えは地面の方を向いていた。俺は外枠を壊さないよう、慎重に持ち上げようとするが、ちょっと触れただけで木くずがぱらぱらと風化してしまう。……どれだけ長い年月が経てばこんな風になるのだろうか。

　それでもゆっくり絵画を表向きにしていくと、地面の方を向いていたおかげか、辛うじて画は無事だった。あまり色いろ褪あせもしていない。

　が、その画を見て、俺は既視感と嫌悪感を同時に抱く。何故ならそこに映っていた奴やつに見覚えがあったからだ。

　──この画、あの山や羊ぎ魔神じゃないか……。

　そこに描かれていたのは、タキシードにシルクハット、手にはステッキといった出いで立たちの紳士。何より見間違うはずもない、あの山羊の顔。

「なんでそんな奴の画がこんなところにあるのよ」

　俺の左側から絵画を覗きこんでくるミロ。心なしか彼女も嫌そうだ。

「これでここが魔神と深い関わりがあることはほぼ確定した」

　対して、反対側から覗きこんでいるアイスマリーは嬉しそう。

「ふむ。また一歩前進というわけじゃな」

　俺の前、スノートラが背伸びをしながら頭だけこちら側に突き出して絵画を覗きこんでくる。そんなことをすると、胸の谷間が丸見えですが。……あなたちょっと無防備過ぎやしませんかね。

「なるほど、それが魔神ですか」

　後ろからチューネさんが覗きこんできて、彼女の体が俺の背中に密着する。いくら見づらいからと言って、この距離感はいかがなものか。でも、首筋が幸せ。こ、これは意外と大きいのでは……。

　その時、

「罠が解けましたよ！　……って、何ですかその状況は!?」

　パティが愕然とした声を上げた。そりゃそうだろう。左右、前後ろ、全部女体に埋もれている男の絵は異常。ちなみに左側は女体といっても真っ黒な鉄の塊だけど。

「わたしが一生懸命に罠を解除している時に、一体何をしているのですか!?」

　絵画を見ていただけだが。でも何故か弁明出来ない俺だった。

「ふ、不潔ですよ、リューイくん！」

　すいません。俺は心の中で謝った。そして提案する。

「じゃあ早速引き出しを開けようか」

「何事もなかったかのように話を進めるその度胸！」

　パティが愕然としていた。

「心の中で謝ったよ」

「口に出して謝ってくださいよ!?」

「え、ごめん」

「まるで何で自分が怒られているのか分からないみたいな言い方！」

　パティのツッコミが一段と激しい。

「じゃあ早速引き出しを開けようか」

「デジャブ！」

　どこまでもツッコんでくるパティに対し、チューネさんが、

「息がぴったりですね。やはりパティさんはリューイさんのことが好きなのでは」

「まさかの横からの奇襲!?」

　パティが可哀想なくらい息を切らしているので、俺は助け舟を出すことにした。

「じゃあ早速引き出しを開けようか」

「あなたどれだけ引き出しを開けたいんですか!?　もう開けましょう！」

　パティはヤケクソ気味で叫びつつ、引き出しを開ける。そしてそこに入っていたものを、慎重に机の上に出した。それは見た目、本のような何かだ。

「こんな厳重な罠をかけてまで入っておったのじゃ。単なる本ということはなかろう」

　スノートラの言葉通りだ。取りあえず中身がとても気になる。

　一応本にも罠がないかどうか調べた後、パティが本の表題をまじまじと見るが、

「……何か文字が書いてありますね」

　そう言ってパティはアイスマリーに本を見せる。

「これは古代文字。私の出番」

　アイスマリーはパティから本を譲り受けると、本の題名を読んだ。

「『マーサの日記』と書いてある」

　それを訊きいて俺は眉まゆを顰ひそめる。

「……日記？」

　単なる日記が入っていたとは思えないんだが……。

「日記だから人に見られたくなくてあれだけの罠をかけていたの？　でも、そこまでするかしら」

　ミロは少し呆あきれ気味に言った。でも彼女が呆れるのも無理はない。パティがあれだけ苦戦したんだ。他の者に開けられたとは思えない。そこまでして守りたい日記って……。

「まあ、中身を読んでみれば何か分かるかもしれん。というわけで、アイスマリー」

「分かりました。中を読んでみます」

　俺には一切敬語を使わないが、スノートラには敬語を使うアイスマリー。

　彼女はページを捲めくると、そこに書いてあることを音読し始める。

「『５月１日。今日は嫌いな人参が料理に入っていた』」

　……なにそれ。

「え、それだけ？」

「それだけ」

　俺の質問に頷くアイスマリー。

「本当にただの日記じゃないの」

「しかも、その日に食べた献こん立だてしか書いてありませんね」

「人参、ウマいがのう」

　ミロとパティとスノートラが呆れ気味で呟くが、スノートラだけ呆れるポイントが違う。

「ふふっ。次のページを捲ってみたらどうですか」

　チューネさんが笑っている。いつもの悠然とした笑みではなく、本当に楽しいものを聞いているかのような雰囲気だった。

　アイスマリーは言われた通り、次のページを捲る。

「『５月２日。今日も嫌いな人参が料理に入っていた。お父さんに文句を言ったので、明日からは入っていないと思う』」

　また人参。

　どうやらこの日記の書き手はかなり人参が嫌いなようだ。むしろそれ以外の情報がない。

　アイスマリーはページを捲り、次々と読んでいく。

「『５月３日。何故か今日も人参が入っていた。問い詰めたら私の体のためと言っていたけど、余計なお世話だ』」

「『５月４日。人参日和びよりだって？　ふざけるな。殺すと脅した。次はさすがにもう入っていないだろう』」

「『５月５日。また入っていた。さすがにキレた』」

「『５月６日。何回言っても人参を入れてくる。あの陰険山羊、絶対に許さない。そのうち殺す。絶対殺す。ぜっころ』」

　この人どれだけ人参が嫌いなの!?　いや、これだけ言われて毎日入れてくる方も入れてくる方だけど！　「絶対殺す」を略して「ぜっころ」とか言っちゃってるし！

　──だが、何気に重要な情報も入っていたと思われる。

　どうやら同じ感想を抱いたのか、アイスマリーが俺を見上げて、

「いくつか気になる点がある。マーサという名前。そして陰険山羊」

　そう。そこら辺のワードは俺も気になった。

「……陰険山羊って、もしかしてあの陰険な山羊魔神のことかしら。それにマーサって、『慈愛の神マーサ』のこと？」

　ミロは疑問を口にする。俺もそれは一瞬頭を過よぎったが、

「でも、この日記の書き手のマーサは、陰険山羊のことをお父さんと呼んでいるぞ。それだとマーサ神のお父さんがあの山羊魔神ということになってしまうが」

　しかも慈愛の女神と謳うたわれるマーサがこんなファンキーなわけなくない？　だって「絶対殺す」を略して「ぜっころ」とか言っちゃう人だよ？

　それに対し、アイスマリーが自分の意見を口にする。

「だけど、この部屋にかかっていた絵画に山羊魔神が描かれていた。だとすると日記に書かれているこの陰険山羊もあの山羊魔神である可能性が大きい。それにこの遺跡の入口にマーサ神の神像があったことも偶然とは思えない」

「じゃあ、マーサ神のお父さんはあの山羊魔神ということなのか？」

「そこまでは分からない。でも、今はその可能性があるということだけ考えておいた方がいい」

「その場合、結構衝撃だな」

　俺のセリフにアイスマリーがこくりと頷く。何故なら昔、魔神を封印してこの世界を救ってくれた神様の一人が、実は魔神の子供でした、ということになるからな。

「とにかく、続きを読んでみる」

「ああ、頼む」

　しかしそこからもその日の献立やら『陰険山羊』への愚痴が書いてあるだけで、新しい情報は何も得られない。

　途中からアイスマリーは音読せずに、重要なことが書いてある箇所はないか確認するためにページを捲る手を速くした。

　すると、あるところでぴたりと止まる。

「『12月１日。悲願だった方舟の修理が完成した。これで神の国、楽園エデンへと旅立てる。これで皆、幸せになれる』」

「『12月12日。エデン計画にはとんでもない裏があった。方舟を飛び立たせてはいけない』」

「『12月24日。お父さんを説得することはもう無理だろう。これも全て、騙だまされていた私のせいだ。こうなったらもう、反乱を起こすしかない』」

　それまで毎日書かれていた日記の日付が飛び飛びだ。日記を書く暇もなくなったような感じが伝わってくる。

「何やら穏やかではなくなってきたのう」

　スノートラが「むう」と唸る。

　そりゃ反乱という単語が出てくればな。

　次のページを見たアイスマリーの眉がぴくりと動く。

「どうしたんだ？」

「……多分、日記はさっき読んだところで終わり。それにこのページに書かれているインクは今までより濃い。恐らく、大分時間が経ってから書き足したと思われる」

「何て書いてあるんだ？」

「『気が遠くなるほど長い時間ここを守ってきましたが、そろそろ肉体に限界が訪れたようです。後は他の五人と同じように、柱となってこの世界を守りましょう。ただ、保険はかけておきます。万が一お父さんたち……魔神たちが蘇よみがえってしまった時のために、最後の力を振り絞って呼び寄せたロンギヌスの槍やりをここに残します。ロンギヌスの槍は選ばれた者にしか使いこなせません。もし、ここまで辿たどり着ついた者がいるとしたら、その時は魔神が蘇っていると考えていいでしょう。どうかロンギヌスの槍を役立ててください。かの槍の在あり処かは、ここより十八層下の第二十層。宝珠を槍に嵌はめれば封印が解かれます。　マーサ』」

　アイスマリーが一息に読んでくれた。まず思ったのが、

「最後だけすごい慈愛の神っぽいな」

　ということである。

「やっぱりあの『マーサ』なのでしょうか」

　パティがその疑問を口にすると、アイスマリーが補足する。

「口調こそ変わっているものの、途中までと最後の筆跡は一緒。同一人物が書いたと思われる」

　やはり慈愛の神マーサなのかな。そう考えた方がしっくりくるといえばしっくりくる。

「それにしても、ようやく大きな情報を得ることが出来たのう。わしらの目的であるロンギヌスの槍の場所がこれで分かったではないか」

「この日記の言葉と書いた奴の言うことを信じるのなら、な」

　スノートラとミロが立て続けに言った。

　俺はその二つの意見を汲んだ上で発言する。

「まあ、差し当たって他に情報がないんだ。取りあえずその第二十層を目指してみないか？」

　するとアイスマリーとパティが頷く。

「それがいいと思う」

「念のために途中も調べていけば一石二鳥ですしね」

　結局賛成多数で第二十層を目指すことになった。ミロの鉄仮面がむくれているように見えたので、後でちゃんとフォローしておこう。




　その執務室のような部屋ではそれ以上得られるものはなさそうだったので、再びダンジョン攻略に戻った俺たち一行。

　しかし今の部屋は突き当りだったので、しばらくは来た道を戻らなければならなかった。

　とりあえず第二十層に行けばいいと判明したものの、肝心の階段がどこにあるか分からないし。ついでに地図も同封してくれていればよかったのに。意外と気が利きかないんだな、『マーサ』さん。

　仕方なく手探りでの探索となる。それでも、目的地が明確になっただけでも大分状況は進展した。

　俺たちは階段を探すことを第一目標にしながら、部屋など怪しそうな場所があれば調べていくスタンスで進んでいた。

　そして、ふとした時である。チューネさんが世間話をするような感じで口を開いたのは。

「パティさんはどうしてリューイさんのことが好きなのですか？」

「わたしがリューイくんのことを好きだというのを前提に話を進めないでくれます!?　びっくりしましたよ！」

　本当にびっくりしたのか、先頭にいたパティはオーバーリアクションでチューネさんの方に振り向いた。

　どんなド直球な世間話なの。俺も驚いたわ。

　しかし当のチューネさんはというと、

「私はとても不思議なのですよ。パティさんがリューイさんのことを好きになったことが」

「ど、どうしてわたしがリューイくんのことを好きになったら不思議なのですか？　いえ、別に好きではないですけども！」

　そんなこと言わなくても。

「だってあなたは魔神の分身ですよね？」

「え……」

　パティの表情が固まる。

　一瞬にして緊張感が増した雰囲気。

　俺はチューネさんを問とい質ただす。

「……なぜあなたがそのことを知っているんですか？」

「私の情報網は広いです。もし秘密にしておきたかったのなら、周りに誰だれもいないことを確認すべきでしたね。少なくとも、グルニア王国のナパール王の口を封じておくべきでした」

　……確かにあの時──パティが魔神の分身だと正体がバレた時、ナパール王も近くにいた。もしかしたら他にグルニア王国の将兵もいたかもしれない。

　だが、あの時はそれどころではなかったからな。

「まあ、私は別のところから情報を得たのですが」

「……どこからです？」

「それは秘密です」

　チューネさんが右手の人差し指を口の前に持って来て、意味深な笑みを浮かべる。……この人……。

「そんなわけで、私は魔神の分身であるパティさんが、どうして人間を好きになれたのか。とても興味があるのです」

　実際に好奇心満載の顔をしているチューネさん。彼女はパティに詰め寄る。

　しかしパティは顔を青白くして俯うつむいていた。若干、震えているようにも見える。

　その反応から分かった。やはりパティはまだ自分が魔神の分身であることを気にしている。

　俺はパティを庇かばうようにして、二人の間に割って入る。

「チューネさん、やめてもらえませんか」

「何故です？」

「パティは魔神の分身なんかじゃありません。俺たちの仲間です」

　俺がそう言い切ると、仲間たちも頷く。そして皆で、チューネさんに鋭い視線を送る。いつもパティにつっけんどんな態度を取っているミロでさえ、チューネさんに対し威圧するような暗黒オーラを放っていた。

　だが、チューネさんはというと、全く物もの怖おじした様子はない。ただ、理解出来ないような感じで首を捻ひねっている。

「心底不思議ですね。彼女は魔神の分身なのですよ？」

「何回でも言う。パティは俺たちの仲間だ。俺のパートナーだ」

　敬語？　そんなものどうでもいい。今はただ、パティを否定されたことが許せない。

　俺とチューネさんの視線がしばらく交錯する。

「パティさんがあなた方を騙している可能性は考えないのですか？」

「それは絶対にない」

　きっぱりと答えると、チューネさんの目が僅わずかに見開く。そして、

「リューイさん、やはりあなたは面白いです。パティさんともども、益ます々ます興味が湧わいてきました」

　そう言って、この話は取りあえず止やめておきます、と言わんばかりにニコリと笑ってみせた。

　……この人、悪意をもって言っているわけではないのか？　おかしな人だ。

　チューネさんはパティの方に振り返ると、

「ごめんなさい、パティさん。あなたを苦しめるつもりはなかったのです。私は別に魔神の分身だからといってあなたを責めているわけではありません」

「い、いえ。わたしは大丈夫ですから」

「では、あらためて聞きますね。どうしてリューイさんのことが好きなのですか？」

「ちっとも分かってないじゃないですか!?」

　パティは吃驚びつくりして仰のけ反ぞっていた。

「いいではありませんか。減るものじゃなし」

「確実にわたしの神経はすり減ってますけど!?」

　パティはチューネさんから逃れるようにして後ずさる。

　その時だった。

　──ガコンッ。

　何かが抜けるような音。パティの足元にあった床が忽こつ然ぜんと消える。

「あっ」

　パティの小さな声がいやに耳に響いた。

　──落とし穴！

　気付いた時には、パティの体が真っ暗な穴の中に落ちていく。

「八門遁甲……開かい門もん、休きゆう門もん、生せい門もん……解放！」

　俺はスキルを使用すると、迷わず穴の中に向かって飛び込んだ。

「リューイ！」

　ミロの叫び声が聞こえたが、今はそんなことに構っている暇はない。

　俺は落とし穴の中で側面の壁を蹴ると、さらに落下スピードを加速させる。

　すると、すぐにパティの姿が見えてきた。

「パティ！」

「！　リュ、リューイくん!?」

　パティの顔が絶望から喜びに変わる。

　落下しながらもどうにかパティの手を摑つかみ、一気に彼女の体を引き寄せ、

「クリエイトゲート！」

　落とし穴を通路に見立て、クリエイトゲートスキルを使用する。すると足元に門が出現し、俺はそこにパティを抱えたまま着地した。

　──そして、もう一人落ちてきた人物を、もう片方の手でキャッチする。

　その人は落とし穴を落ちてきたというのに、別段怖がる素振りもなく、いつもの笑顔を浮かべているではないか。俺はジト目を送るしかなかった。

「……なんであんたまで落ちてきているんだ？　チューネさん」

　その人物──チューネさんは笑顔のまま、

「パティさんを助けなければと思いまして」

「……それなら、なんで俺にキャッチされてるんだ？」

「後先を考えないとダメだと気付きました」

「はあ……」

　俺はため息を吐つくしかなかった。

　一方、パティは震えている。

　俺は一いつ旦たんチューネさんを俺が作った門の上に降ろすと、しがみついてくるパティの背中を優しくたたく。

「パティ。もう大丈夫だ」

「こ、怖かった……。一瞬、このまま一人で死ぬんだって思いました。前はそれでもいいと思っていたのに、今は……」

「もう、大丈夫だから」

　俺はもう一度言った。するとパティはようやく顔を上げる。

「ありがとう、リューイくん。暗くら闇やみに落ちていく中であなたが見えた時、どれだけホッとしたことか……」

　パティが泣き笑いとも言える顔で俺を見つめてくる。俺は安心させるために笑って見つめ返した。

「口づけでもしそうな雰囲気ですね」

　チューネさんよ。

「たとえそうだったとしてもあなたのせいで台無しですけどね！」

　さすがパティだ。どんな時でもツッコミを欠かさない。

「さて、これからどうしたものか」

「どうにかして上に戻れませんか？」

　俺はパティの質問に首を横に振る。

「ムリだと思う。上を見てみろ」

「あっ、落とし穴が閉じています」

　その通り。落ちてきたはずの穴がなくなっていた。落とし穴の中にはヒカリゴケは生息しておらず、つまり今、辺りは真っ暗。

「一旦、下に向かうしかなさそうですね」

　チューネさんがそのように提案してくる。落とし穴の下まで行くしかないという意味だろうが……確かにそれしかなさそうだ。

　方法としては少しずつ門を作りながら、その上に着地して下まで降りていくのが無難だろう。

　それを説明すると、パティが、

「でも、わたしたちを二人抱えて門を作れますか？」

　……君たち二人を俺が抱えるのは確定なのね。パティならある程度の高さの着地なら問題ないと思ったのだが。

　同じ考えをもったのか、チューネさんがまた口を挟んでくる。

「ふふ。パティさんは、私だけがリューイさんに抱えられるのがイヤなんですね」

「そ、そんなこと言っている場合ではないでしょう!?　そもそも、あなたが余計なことを言わなければこんなことにはならなかったんですからね！」

「それもそうですね」

「意外と素直！」

　どんなことにもツッコんでいくパティの精神。

「ちなみに私たち二人を抱えながらも、リューイさんが門を作る方法があります。私とパティさんがそれぞれ前と後ろからリューイさんにぶら下がる形で抱き着けばいいのです。そうすればリューイさんの両手が空きますよ」

　さも良い案がありますと言わんばかりにチューネさんが提案してきた。

　まあ、それしかないか。

「では、どちらが前で、どちらが後ろに抱き着きますか？」

「………」

　チューネさんとパティの間で視線が交錯する。どことなく緊張感が漂っているのは気のせいか。

　パティが先に口を開く。

「わ、わたしが前から抱き着きます。あ、でも勘違いしないで下さい。あくまでチューネさんが前から抱き着くと色々と問題がありそうなので、わたしが仕方なく前に抱き着くだけのことなので！」

　パティの防衛線がすごい。

　結局、前からパティが、後ろからチューネさんが首に手を回してくるのだが……なんだろう。こんな幸せなことが世の中にあったのか。

「す、すいません、リューイくん」

　パティ、何故謝る。それと耳元で喋しやべるな。吐息がかかってヤバいから。そうでなくても前から後ろから色々と大変なことになっているのに。

　俺は二人に負担を掛けぬよう、コンスタントに門を作って少しずつ下へと降りていく。門の上に着地する度に二人と体が擦こすれて、集中力が途切れそうになる。特に後ろの弾力が思ったより弾はずむ。いや、別にパティが全然弾まないというわけではないが。

　……ごめん。噓うそをついた。全然弾まない。

　そうやって俺たちは落とし穴を下って行く。





　　　　＊＊＊＊＊






　一方その頃、取り残される形となった他の三人は──

「どうなっとるんじゃ、これ」

　スノートラは閉じてしまった穴を手でコンコンと叩くが、そこにはオリハルコンの床があるだけで、もう一度開けることは出来そうになかった。

　アイスマリーは顎あごに手をやりながら、

「恐らく、一度きりの罠か、時間が経たないと再作動しない仕組みです」

「そんな冷静に分析している場合!?　早く追いかける手を考えるわよ！」

「おい、キャラを忘れとるぞ、暗黒騎士」

「そんなこと今はどうだっていいわよ！」

　パティがリューイのことを好きかもしれない疑惑が深まった今、ミロは気が気ではなかった。

　スノートラは黒い鉄仮面で凄すごんでくる暗黒騎士にドン引きしながらも、

「向こうにはチューネ女史もおることじゃし、大丈夫じゃろうて」

「あんなのいようがいまいが関係ないわよ！　むしろおっぱいがでかい奴がリューイの近くにいる分、不安の方が大きいっての！」

　するとアイスマリーがドヤ顔で、

「胸の大きさと不安の大きさが比例するのですね」

「だから冷静に分析してんじゃないわよ！」

　リューイがいなくなったことで、意外と仲が良くなった三人だった。

「……掘るわよ」

「は？」

「え？」

「今からここを掘るわよ！」

　暗黒騎士が言ったことの内容に、耳を疑うスノートラとアイスマリー。

「正気か？　この床はオリハルコンじゃぞ」

「オリハルコンの床といっても、この落とし穴がある部分は他と比べて薄いでしょ。私たち三人なら力技でなんとか出来るはずよ！　体力は使うけど、この際、そんなこと言ってられないわ」

「仮に今ここを掘れたとしても、この先、私たち三人では罠を見抜くことは出来ませんが」

「それも私たち三人の力技でなんとかなるでしょ！」

　もはや聞く耳持たないミロに、ため息を吐くしかないスノートラとアイスマリー。よく今までこれをリューイ一人で抑えていたものだと驚きよう愕がくする二人であった。
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　落とし穴を降りていき、ようやく光のあるところに出た。

　光源は言わずもがなヒカリゴケだ。下層にも生えていたらしい。

　むしろ上層よりも光が強い。恐らくそれだけマナも濃いということだろう。

　つまり、モンスターも強くなっている可能性がある。

　厄介だな。今戦えるのは俺しかいないのに。

　辺りを見回すと、普通の通路のような場所であることが分かる。

「……どれくらい落ちてきたんだ？」

　俺が呟つぶやくと、

「十層ほど落ちたと思います。恐らくここは、第十二層辺りかと」

　パティの的確な答え。彼女が言うのならきっとそうなのだろう。

「本当なら一気に下に降りられたことを喜びたいところだが、仲間たちと分断させられたのは痛いな……」

「はい。まともに戦えるのがリューイくんだけというのはとてもまずい状況です。特にダンジョンの中では何が起きるか分からないものなので。……そういう意味では、この普通の通路に落ちられたのは運が良かったですね。最悪のケースですと、落とし穴の下にダメージ系の罠わなか、モンスターハウスがあることもありますから」

　モンスターハウスとは、その名の通りモンスターがうじゃうじゃいる部屋のことだ。ダンジョンの中では稀まれにそのモンスターハウスが見つかると聞いたことがある。そんなところに落ちていたらと思うとさすがにゾッとするな。

　パティは辺りに油断なく視線を配りながら、

「ここからはかなり慎重に行きましょう。取りあえず探索は一いつ旦たん中断して、上に行く階段を探します。いいですか？」

　つまり、ダンジョン探索は諦あきらめて地上に戻るという意味だ。現状それしかないだろう。俺はパティに向かって頷うなずく。

「チューネさんもいいですね？」

「しょうがないですね」

　……しょうがない？　チューネさんはあまりダンジョン探索に興味がないように見えたのに。どういうことだ？

　しかしチューネさんは涼しく微笑ほほえみを浮かべているだけで何を考えているのか分からない。

　取りあえず今は現状の危機を潜くぐり抜ぬけることの方が先決か。

　ただ、その前に懸念が一つある。

「ミロたちの方は大丈夫かな」

　これまで罠を回避できたのはパティのおかげだ。こちらにはそのパティがいるが、向こうにはいない。ちょっと心配だった。

　するとパティは笑みを浮かべ、

「大丈夫だと思いますよ。落とし穴に落ちる時に、マップをその場に落としてしまったようなのです。あれがあればあの方たちは地上に戻れるはずです」

「それなら問題なさそうだな」

　あの三人ならモンスターは余裕だしね。むしろモンスターが可か哀わい想そうなくらい。

「さて、行きましょう」

　俺たちは再びパティ主導の下、ダンジョンを進み出す。

　ここは第十二層。上層よりもさらに危険になった可能性が高い。

　久々に感じる緊張感に包まれながら、俺は常に剣の柄つかに手を置いていた。




「この先にモンスターがいます」

　しばらく進んだ時、パティの上ずった声が響く。

　彼女は床に耳を当てながら、

「……恐らく、種類の違うモンスターが二体。……どうしますか？　わたし的には一度戻って違うルートを試した方がいいかと思いますが」

　俺はしばし考え込む。確かに戻るのもありだ。

　ただ、その先にもモンスターがいたら？

　それに、あまり戻ることを繰り返すと、モンスターに挟まれることも考えられる。通路ならやり過ごす方法があるが、部屋で囲まれるのは最悪だ。

　結果、俺が導き出した答えは、

「倒せる敵は倒して、確実にクリアリングしていこう」

「だ、大丈夫ですか？」

「二体なら問題ない。ただ、念のために一度遠くから敵を確認して、やばそうな相手なら戻ればいい」

「リューイくんがそう言うのなら、あなたを信頼します」

　さすがパティ。話が早い。

　ただ、チューネさんが向こうでニマニマしているのが激しく気になる。

　俺とパティは視線を合わせると「放置で」と心の中で言い合った。パティとのアイコンタクトがさらに上達した。

　パティの先導で慎重に進んでいくと、肉眼でモンスターを確認する。

　一体はハイフレアタラスク──炎の巨体亀がめ。

　もう一体は初めて見る個体だ。見かけは大きなカブトムシ。中でも特に角がでかい。

「ハ、ハイボーンビートルです。え、Ｓ級です」

　パティが教えてくれる。当たり前のようにＳ級か。

　しかしハイフレアタラスクの方はミロが対処法を教えてくれた。一瞬で近付き、甲羅の中に首を引っ込める前に、弱点である首を斬きり飛とばせばいい。

　その後、ハイボーンビートルとやらを一対一でじっくり相手させてもらおう。恐らくそれで問題なくいけるはず。

「リュ、リューイくん」

「大丈夫だ。やれる」

「そ、そうですか。でも、気を付けて」

「ああ」

「気を付けて」というその一言だけでやる気が違う。心配されることの何と心地良いことか。

　グルニア王国にいた頃ころはお目付け役の将軍に「行って来い」の一言だけしかもらえなかったからなぁ。しみじみ。

　俺は剣の柄に込める力をグッと強くし、目標に向かって走り出す。

　ある程度の距離を走ると、モンスターに気付かれた。そこで、

「八はち門もん遁とん甲こう……開かい門もん、休きゆう門もん、生せい門もん……解放！」

　スキルを使用し、スピードを上げ、ハイフレアタラスクに一気に接近する。そして、

　ザンッ!!　ハイフレアタラスクの首を斬り飛ばす。それでハイフレアタラスクは塵ちりとなって消えた。

　──キシャアアアアアアアッ!!

　虫特有の耳みみ障ざわりな音を出し、ハイボーンビートルが羽を羽ばたかせる。それに伴い風がブワッと発生して、信じられないスピードでこちらに向かって突進してくる。俺は慌てて横に避よけてそれを回避した。

　真まっ直すぐ突っ込む性能しかないのか、ハイボーンビートルは通路の壁にぶつかって激しい音を出す。

　その隙すきに近付いて俺は胴を切りつけるが、一撃で切り抜くことが出来なかった。……固い！

　ハイボーンビートルはこちらに向き直ろうとする。……ならば！　俺はハイボーンビートルの細い足を斬り飛ばす。よし、足は脆もろい！

　俺はそのまま右側の三本の足を全すべて斬り飛ばした。ハイボーンビートルは羽を羽ばたかせて再び突進の構えを見せるが、バランスを崩したせいでうまく突進できない。

　その間に俺は飛び上がり、渾こん身しんの力を籠こめてハイボーンビートルの胴と首の節目に剣を突き刺す。それでようやくハイボーンビートルは塵となった。

　……ふぅ。意外と苦戦したな。

　というか、このダンジョンは防御型のモンスターが多い。そういえば、今思えばあの山や羊ぎ魔神も防御型だったように思えたが、何か関係があるのだろうか？

「リューイくん！」

　パティの声。見れば彼女がこちらに向かって駆けてきている。

　俺の側そばまで来ると、

「怪け我がとかはありませんか!?」

「ああ、大丈夫だ」

「良かった……さっき、ハイボーンビートルの突撃が紙かみ一ひと重えだった時は心臓が止まるかと思いました……」

　あからさまにホッと息をはくパティ。

　どうやらかなり心配をかけてしまったみたいだ。確かに少し慌てたものの、俺からすればほとんど問題がなかったのだが。

「心配かけてごめん」

「いいえ。リューイくんが無事ならそれでいいんです」

　なんと温かい言葉。グルニア王国にいた時は、ナパール王に「死んでも任務を達成してこい。なんなら死んでこい」なんて言われていたので骨身に沁しみる。

　ちなみに、チューネさんの「ごーちそうさまでーす」っていう視線がかなり鬱うつ陶とうしい。

　しかし、パティはそれにすら気付かず、俺の心を照らすような笑顔を向けてくれていた。




　そこからもモンスターとの戦闘が五度ほど続いた。

　厄介なことに、上層のようにモンスターが単体でいることはあまりない。五回中四回が二体編成だった。

　このままだと、三体編成で敵が出てくることは間違いない。上層でさえ三体編成のモンスターと何回か会敵した。下手したら四体編成や五体編成といった組み合わせも有り得る。

　──そして案の定、五体編成のモンスターが目の前に立たち塞ふさがった。

「ハ、ハイフレアタラスク二体と、キラーシザーズとキングファングスネークとハイボーンビートルが一体ずつ……計、五体も……！」

　愕がく然ぜんとしたパティの声。

「まるでモンスターの盛り合わせだな」

「そんないいものじゃありませんよ!?」

　食い気味のツッコミ。怒られた。

「ま、回り道しましょう」

　パティが即行で提案してくるが、モンスターたちの向こう側に見えるのは、

「なあ、あれ上に登る階段じゃないか？」

「……ですね……」

　パティが絶望の表情を浮かべる。

　うーん、参ったなぁ。さすがに一人でＳ級モンスター五体の相手はしんどい。

　でも、あそこに上に登る階段があるんだよね。他にも階段がないとは言い切れないが、あるとも限らないし、あったとしてもここから遠いだろう。出来ればここを突破しておきたいところだ。

　俺は気配を殺しながらモンスターたちを観察する。

　よく見ると大きなモンスターであることが災いしているのか、余裕をもって横に並べるのは二体までのようだ。特にハイフレアタラスクはその巨体ゆえに他のモンスターの動きを阻害しそうな気がする。

　……やりようによってはやれるか。

　ちなみに八門遁甲スキルをもう一段階解放すれば楽勝だろうが、四段階解放による体への負担の方が大きい。これから先のことを考えると、出来れば三段階解放の状態で倒したい。

　俺は一歩前に出る。

「リュ、リューイくん!?」

「やってみる」

「ダ、ダメです！　危険です！」

「大丈夫。無茶はしない。無理だったら逃げる」

「そ、そうですか。逃げることを念頭においてくれるなら、まだいいですが……。でも、信じていいんですね？」

「ああ」

「絶対ですよ!?　無茶したらダメですからね？　怪我なんかしたらイヤですよ？」

「約束する」

　そこまで言って、ようやくパティは納得したのか、引き下がってくれた。

　ちなみにチューネさんは静観しているが、その見透かしたような目がなんか怖い。

　……まあいい。今は目の前の敵に集中だ。

　俺は剣の柄に手を掛けると、モンスターたちに向かって走り出す。

　そしていつも通り、タイミングを見て八門遁甲スキルを三段階解放。一気に距離を詰める。

　まずは一番手前にいるハイフレアタラスク。無防備に弱点を晒しているその首を斬り飛ばし、まずは一体！

　続けざまにそのすぐ後ろにいたもう一体のハイフレアタラスクの首も斬り飛ばしたいところだったが、すぐに首を甲羅の中に引っ込められた。……くそ。

　その間に、後ろからハイボーンビートルとキングファングスネークが同時に突っ込んでくる。

　……くっ、こちらは二体目のハイフレアタラスクのせいでタイミングをずらされた形だ。だが、やりようはある。

　俺は敢あえて前に飛び出し、ハイボーンビートルとキングファングスネークの間に割って入り、

「クリエイトゲートスキル！」

　二体の間に門を作った。これで、こちら側にはハイボーンビートルだけがいる状況だ。

　それから俺は先程の戦いと同じように、足を斬り飛ばしてから、バランスを崩したハイボーンビートルを葬ほうむり去さる。これで二体！

「オープンゲート！」

　俺が門を開けると、門のすぐ後ろにいたキングファングスネークがこちら側に入ってくる。出来ればここで再び門を閉じて後続と分断したいところだったが、キングファングスネークの長い胴体のせいで門が閉められない！　その隙にハイフレアタラスクとキラーシザーズも一緒に入ってくる。

　しかも、横に並ばれては再びクリエイトゲートスキルを使用することも出来ない。

　迫りくるキングファングスネークの大きな牙きばを剣で弾はじく。ハイフレアタラスクがでかい足で踏みつぶそうとしてくるのを横に飛んで躱かわし、キラーシザーズの鋭いハサミをしゃがんで避けた。

　まずは確実に一撃で倒せるハイフレアタラスクを狙いたいところだったが、奴やつはまた首を甲羅の中に引っ込めてしまう。しかも甲羅の奥から激しい炎を吐き出してくる。ミロが簡単に倒していたから雑ざ魚こだと思っていたが、本来はこんな厄介な奴だったとは……！

　──ん？　キラーシザーズのハサミの付け根が脆もろそうだな。

　俺はハイフレアタラスクの炎を躱しながらもタイミングを図る。ハイフレアタラスクの炎が切れるタイミングで敢えてキラーシザーズの前に我が身を晒さらす。

　すると案の定、キラーシザーズがハサミを振り下ろしてきたので、カウンターを合わせて剣を振り抜き──ザンッ！　キラーシザーズのハサミが飛んだ。よし、斬り取った！

　俺はジャンプして飛び上がると、今斬り取ったハサミをキングファングスネークの方に蹴り飛ばす。ハサミはキングファングスネークの胴体に突き刺さり、奴は大きな悲鳴を上げた。まさかそんな攻撃が来るとは思っていなかったのか、かなり有効だったように見える。

　ハイフレアタラスクが再び炎を吐き出してきたので、ハサミを斬り取って無力化されたキラーシザーズの後ろに隠れる。すると炎はキラーシザーズに直撃し、こんがりカニの姿焼きが完成。一瞬ウマそうだなと思ったが、俺とハイフレアタラスクの攻撃のせいでキラーシザーズは消滅した。残念。

　ハイフレアタラスクが甲羅に隠れたまま出てこないので、その間に俺はキングファングスネークの方に詰め寄り、胴体に穴の空いた状態のキングファングスネークにトドメを刺す。

　残ったハイフレアタラスクは再度、甲羅の奥から炎を吐いてくるが、単体ならそれほど怖くはない。俺は炎を躱しつつハイフレアタラスクの後方に回り込むと、甲羅の隙間──足の付け根に剣を突き刺してみた。するとハイフレアタラスクは悲鳴を上げて、たまらず首を甲羅から出す。そこを容よう赦しやなく斬り飛ばし、それでハイフレアタラスクも消滅した。

　……ふぅ～。か、勝った～。

　最後の方は簡単に倒したように見えるが、途中は焦った。一歩間違えたら、というやつだ。

　そして案の定、パティはというと、

「リューイくん、無茶しないって約束したじゃないですか！」

　泣きそうな顔で怒ど鳴なってきた。

「ごめん。でも、結果的に怪我はしなかったぞ」

「結果論でしょう!?　さっきのは怪我をしてもおかしくありませんでしたよ！」

　今にも泣き出しそうな目で言われると、俺は何も言い返せない。後頭部をぽりぽり掻かくしかなかった。

　パティはハッとすると、

「す、すいません。一方的に言ってしまって。でも、心配で……」

「いや、いいんだ。心配かけたのは俺だから」

　しかしパティの表情は晴れない。

「もう少し、わたしもお役に立てれば……」

　いや、十分役に立っているのだが。でも、それを言ったところで今のパティは聞き入れないだろう。

　ちなみに、パティは素早さだけなら俺に引けを取らない。

　ただ、惜しむらくはその攻撃力のなさだ。パティはあまりにも非力だった。

　恐らく、まともにやったらＤ級のモンスターさえ倒せないだろう。まあ、彼女の場合はまともにやる必要はないのだが。だからこそもったいないと思ってしまう。

　だが、ないものねだりしてもしょうがない。たとえ戦闘が出来なかったとしても、彼女の存在は際立っているのだから。

　ただ、彼女自身がそれを分かっていない。

　どうしたらパティは自分の価値を分かってくれるのだろうか？

　どれだけ俺たちがパティのことを信頼し、また、頼りにしているかを分かってくれるのだろうか？

「不器用なのですね。お二人とも」

　チューネさんが横から口を挟んでくる。

「とことん話せばいいではありませんか。自分の気持ちを相手に聞いてもらえばいいではありませんか。それだけのことでしょう？」

　チューネさんは「何な故ぜそんなことも分からないのですか？」と言わんばかりに首を傾かしげているが──

　俺は『話す』ことが苦手なんだよ。どう話せばいいか分からない。だから困っているんじゃないか。まあ、単に俺の対人スキルが皆無なだけかもしれないが。対人用の有効なスキルが欲しい今日この頃。

　結局、この時は良い打開案を思い付くことも出来ず、問題は先送りとなってしまった。




　──とにかく、俺たちは目下の階段を上ることにした。

　ただ、今まで俺たちが下って来た階段は全て直線の階段だったが、目の前のものは螺ら旋せん階かい段だん。仕様が違う。

　一抹の不安を抱えながらも俺たち三人は取りあえず螺旋階段を上ってみる。

　階段の上部はどうやら広い部屋になっているようだ。今までは通路に出るだけだったのに……。

　俺たちは階段の上部から部屋の内部を覗のぞく。

　思っていたよりもかなり広い部屋で、俺たちはその部屋の中央に出た形だ。

　──部屋というよりホールという方がしっくりくるか。

　冷静に観察をしてみると、階段のすぐ側に舞台があり、それを囲むようにして観客席のようなものが広がっている。そして舞台の反対側にも同じ階段があった。

　俺は直感的にこのように思う。

「コロシアム……？」

　まさしくそれがぴったりというか、それ以外に思いつかない造り。

　コロシアムとは戦士同士を戦わせ、それを見世物として観衆に提供することを生業なりわいとする娯楽興行である。どちらが勝利するか、賭かけ事ごとも行われるのでその熱狂ぶりは凄すさまじい。

　以前、南西にある山国──ハイランド王国に一度だけ行ったことがあるのだが、あの国にもコロシアムがあった。ここはそのコロシアムにそっくりだ。

「どうしてこんなところにこんなものがあるんだ？　この地下遺跡は一体なんなんだ」

　俺はそれとなく呟くと、パティは首を横に振り、

「ごめんなさい。わたしには分かりません」

　別に気にする必要はないのに、どうもパティはまだ己の力不足を責めている節があるな。

　しかしチューネさんはパティの前に回り込むと、

「本当に知らないのですか？　パティさん、あなた、魔神の分身だったのですよね？」

「すいません。本当に知りません」

　チューネさんはさらに、俯うつむくパティの肩を摑つかみ、無理矢理に顔を上げさせる。

「魔神と意識を共有していたのなら、知らないはずがないでしょう？　それとも忘れているだけなのですか」

「え、あ、あの……」

「まさか、魔神と同じだと思われたくないから、知らないふりをしているとか。そこまでしてリューイさんに嫌われたくないですか？」

「そ、そんな──」

　ガッ──気付けば俺はチューネさんの胸倉を摑んでいた。

「いい加減にしろ」

　本当なら女性にこんなことしたくない。だが、俺はとても頭に血が上っていた。

　本来ならこの時、チューネさんの言動を疑うべきだった。しかし、俺はパティを守ることしか考えられなかった。

「リュ、リューイくん、やめて下さい！　相手はこの町の太たい守しゆですよ!?　わ、わたしは別に大丈夫ですから！」

　全然大丈夫じゃない。ていうか、俺がイヤだ。

　しばらく俺とチューネさんの視線が間近で交錯する。

　今はその余裕の表情が憎たらしかった。

「胸、苦しいのですが」

　チューネさんから発せられた言葉。見れば俺に胸倉を摑まれていることによって、チューネさんの大きめの胸がより強調される形で上向きに変形していた。

　結果、俺は手を放すしかない。くっ……俺の弱点を突いてくるなんて、なんて卑ひ怯きような……！

「フェミニストなあなたが手を出してくるなんて、余程パティさんのことが大事なんですね」

　胸元を直しながらチューネさんが言う。

　パティのことが大事かどうかなんて、反論する余地はない。

　俺が黙ったままチューネさんを睨にらみ返かえしていると、彼女はあらためてパティに向き直る。

「申し訳ありませんパティさん。嫌な想おもいをさせてしまったようですね。ただ、私はこのラーマの太守です。この町を守る義務があります。本当のことを知る義務があります」

「だ、だからわたしは、これ以上は何も……」

「今はそういうことにしておきましょう」

　そう言ってチューネさんは引き下がったが……今のところは、か。まったく納得している様子はないな。

　しかしとんだ食わせ者だ。表ではニコニコ笑いながら、裏ではパティのことをここまで疑っていたとは。

「パティ、とりあえずこの部屋を調べよう」

「は、はい」

　パティは返事をしてくれる。今は他のことに集中させることによって、余計なことを考えさせないようにしたい。だからここは先に進むことにした。

　ただ、先に進むに当たって、この部屋はある程度調べておかなければならない。というのも、出口が複数あるのなら、全て確認しておくべきだからだ。

　遺跡を調べるという意味での探索は後日でいい。今は簡単に調べて、後でまた本格的に調査しよう。

　俺たちは辺りを見回しながら周りを観察する。

　先程も言った通り、中央には舞台があり、周囲は観客席に囲まれている形。そして舞台にも観客席にも特に不自然なところは見当たらない。

「モンスターの気配はありませんね」

　パティはそう言った。注意深く部屋の隅々まで気配を探ってみるが、確かにモンスターはいないようだ。

　が、……なんだ？　何かイヤな感じがする。……気のせいか？

　それとも、先程チューネさんと揉もめて気が昂たかぶっているせいだろうか？

　実際、俺もパティもモンスターの気配を感じていない。……考えすぎか。

「もう少し部屋の中を回って、色々と調べてみませんか」

「ああ、そうだな」

　パティの提案に俺は頷いた。

　ただ、すぐにパティの視線がある一点に釘くぎ付づけになる。

「あ、あれを見て下さい！　宝箱ですよ！」

　見れば舞台の中央に宝箱が置いてあった。

　宝箱は少し小さめなので、今まで見逃していたようだ。

　宝箱を見つめるパティの目がらんらんと輝いている。そこには先程までの陰いん鬱うつな瞳ひとみはない。本当に宝箱が好きなんだな。……でも涎よだれは拭ふけ。

「きっとあれもファーストトレジャーですよ！　一体何が入っているんでしょう～」

　そう言われると俺もワクワクしてきた。さっきの宝箱は魔法の剣いらないものだったからな。出来ればもっと使える物が欲しい。

　念のために螺旋階段の出口付近に門を作っておき、今にも小躍りしそうなパティを先頭にして、俺たちは舞台の中央──宝箱へと近付いていく。

　そして、目の前まで来て、いざ、パティが宝箱を開けようとした──まさにその時だ。

　イヤな予感がした俺は、とっさに八門遁甲スキルを使用し、剣を鞘さやから抜き放つ。

　──キィンッ!!

　俺はそれ──迫りくる刃やいばを弾き返していた。

　たった今、刃を振るってきた相手を確認する。

　そいつは全身骨だった。毛も肌も肉も一切ない、形は人間の形をした単なる骨。

　ただ、その骨は通常のイメージである白い骨ではなく、材質は金属に見える。

　その金属の骨が逆手で短刀を構えているのだ。

「メ、メタルスカルアサシンです！　で、伝説のモンスターですよ！」

　伝説のモンスターか……俺はすぐに納得した。

　その厄介さは気配のなさだ。……こいつ、どこに隠れていた？

「危ない！」

　パティの叫び声。

　俺はとっさに剣を頭上に振りかざす。

　──キィンッ！　再び鳴る剣けん戟げき音。

　見ればメタルスカルアサシンがもう一体。頭上から急襲してきたのだ。

　俺はそこで目を見開く。さらにもう一体、目の前の奴の後ろから音もなく振ってきた。

　俺は目の前の奴を弾くと、三体目の攻撃をギリギリ剣の柄で受ける。我ながら器用だと思ったが、とっさにこれしか反応出来なかっただけだ。

　そいつも弾き返そうとしたのだが、三体目はその前に自ら離れていき、音もなく一回転してこちらから間合いを取った。

「で、伝説のモンスターが、三体も……！」

　パティの震える声。

　だが、今回ばかりは彼女の気持ちがよく分かる。さすがにヤバい。目の前にいる奴らはそれだけの相手だ。

　どうやら天井のどこかに潜んでいたらしいな……。

　メタルスカルアサシンは俺たちを取り囲んでいた。

　音もなく、ぐるぐると俺たちの周りを回るメタルスカルアサシンに、緊張が高まる。どうやら俺の隙を窺うかがっているようだ。俺が一番厄介だと認定されたらしい。

　ふと、前触れなく後ろの奴が襲い掛かって来た。初動を見せない完かん璧ぺきな不意打ち。

　が、俺だって数々の修羅場を潜り抜けてきた男だ。とっさに反応してみせる。

　そいつを弾き返し、続けて襲い掛かってきた二体目、三体目もどうにか捌さばく。

　そこからメタルスカルアサシンによる怒ど濤とうのような、静かなる攻撃が続いた。

　メタルスカルアサシンは、力はそこまで強くない。だが、その恐るべきスピードと気配の絶ち方が絶妙で、反撃する隙がまったくない。

　それに、どう見ても堅そうな金属製の骨。反撃したところで、生半可な攻撃は効かないだろう。

　しばらく攻撃を受けては弾き返すという膠こう着ちやく状態が続いたが、このままでは埒らちが明かないと思ったのか、ある時、メタルスカルアサシンの一体がパティを狙って攻撃してきた。

「パティ！」

　俺はとっさに彼女の前に出て攻撃を防ぐ。その隙に二体目が俺の頭に向かって振るってきた短刀を紙一重で躱かわした。髪が切られて宙に舞う。

　一体目がニヤリと笑った気がした。

　……こいつ！　俺がパティを守るのを見越して……！

　俺はルーンブレイクをぶんと振るってその二体を追い払うが、三体目が今度はチューネさんを狙ってくる。俺は再び彼女の前に立ち、防ぎに行くしかなかった。

　その隙に他の二体がまた襲い掛かってくる。俺は敢あえて片方を肩当てで弾き、もう片方を左手の手甲で弾き返した。どちらもギリギリでとっさに出た行動だ。

　俺は三体をまとめて追い払うが、そこからもパティとチューネさんは狙われ続け、その度に際どい一撃を受け続ける羽目になった。

「リュ、リューイくん……！　わ、わたしが足手まといになってるから……」

　後ろからパティの泣きそうな声が聞こえてくる。

「変なこと考えるな！　頼むからそこを動かないでくれ！」

　もしパティに何かあったら、俺はこの先自分を責め続けるだろう。

　ただ、じり貧であることは確かだった。反撃の糸口はまったく見えない。このままではいずれやられる。

　そうなるくらいなら──

　ここは八門遁甲スキルをもう一段階上げるしかない。

　八門遁甲の深部である『驚きよう門もん』は、スピードを爆発的に上げることが可能だ。ここはその『驚門』を開くことでスピードで圧倒し、状況を打破するしかない。

　……ただ、深部の門を開くことはそれだけ体への負担も爆発的に上がることになる。前回、山羊魔神戦で同じ深部の門である『死し門もん』を開いた結果、腕の筋繊維が一瞬にして全て千切れた上に、体中がぼろぼろになり動けなくなったことは記憶に新しい。

　さすがに深部により近い『死門』ほどではないが、『驚門』でも足にかかる負担から足の腱けんが切れたりする可能性はある。……そうならないよう、上う手まくコントロールするしかない。俺の手には、二つの命がかかっているのだから。

　俺がそのような決意をしていると、後ろからパティの声がまた聞こえてくる。

「せ、せめてこの宝箱に何か使えるものが入っていたら……」

　苦し紛れだろうか。パカッと宝箱を開ける音がした。

「こ、これは……ピアシングダガー！」

　え、何か良い物が入っていたのか？　ピア……何だって？

　いや、確認している暇はない。今は目の前を捌くことで精一杯だ。

　俺はメタルスカルアサシンの攻撃を弾き返しながら、八門遁甲の『驚門』を開くタイミングを窺う。ここぞというところで使用しなければ、手痛いしっぺ返しを受けることになるからな。

　──ただ、ふと、その攻撃が軽くなった気がする。

　具体的に説明すると、敵の攻撃力が三分の二くらいに減ったような？　……てか、あれ？　敵の数が二体に減ってないか？

　とか思っている内に、また攻撃が軽くなる。気付けば後ろに回っていた奴の姿が見えなくなった。本来だったら後ろから攻撃を仕掛けてくるパターンだったのに、それがなくなったどころか、忽こつ然ぜんと姿が消えた。

　──どういうことだ？

　俺は注意しながらも目の前の奴に集中する。ただ、その時だ。

　──ガァッ！

　目の前のメタルスカルアサシンの首と胴が分離する。その途端、骨が全てバラバラになって、メタルスカルアサシンは塵ちりとなって消滅した。

　その後ろにいたのは──見覚えのない短剣を構えているパティの姿だった。

「どうにかなりましたね……」

　パティは構えを解き、短剣を降ろす。

　……え？　まさか、今のはパティがやったのか？

　──メタルスカルアサシンを三体とも、全てパティが倒した？

　でも、どうやって？

「パティ、その短剣は？」

　俺が指を差しながら訊きくと、パティはその短剣を俺が見やすいように掲げた。

　それは不思議な短剣だった。先端は鋭いが、刃の部分はろくに研がれていないように見える。

　が、ただの短剣ではない。先端の研ぎ澄まされた部分を見ただけでゾクリと背筋が寒くなった。

「これはピアシングダガーです。レジェンダリークラスに指定されている逸品ですよ」

　……レジェンダリークラスだって？

　武器にもランク付けがある。レジェンダリークラスとはその最高峰にあたるランクのものだ。

　ちなみに俺のルーンブレイクはその一個下のユニーククラスなのだが、このユニーククラスでさえまずお目にかかれないと言われているほどだ。レジェンダリークラスがどれほどレアなものなのか分かるだろう。俺も実物を見たのはこれが初めてだ。伝説の存在だからこそレジェンダリークラスなのである。

「ピアシングダガーは盗賊系職業の者たちの間で、一度は話題になる伝説の武器です。まさか、本当に実在していたとは……」

　パティが信じられないといった感じで視線を手元のピアシングダガーに落としていた。

「しかし、それがそのピアシングダガーだってよく分かったな」

「噂うわさで聞いていたそのままの形をしていたので。武器図鑑にも載っていましたし」

「確かに特徴的な形をしているな」

　短剣なのに、刃は磨かれておらず、反面、先端は見たことがないほど鋭い。

「ちょっと見ていて下さい」

　パティはリュックを降ろすと、おもむろにベルトの部分を短剣で切りつける。そんなことしたらベルトが千ち切ぎれてリュックが使えなくなるんじゃ……。

　そう思った俺だったが、予想外なことにベルトの部分は切れていなかった。いや、傷一つ付いていない。……どういうことだ？

「次にこれです」

　パティは今度、床に向かってピアシングダガーを振り下ろした。そんなことしたらオリハルコンの床に弾かれて手首を痛めてしまうじゃないか。

　という俺の心配をよそに、ザクッ、という、短剣が床に突き刺さる音が聞こえてくる。本当に突き刺さっている。有り得ない。ここは他と同じくオリハルコン製の床なのに……。

「これがピアシングダガーの力です。赤子の肌すら切れないと言われるほど『切る』性能は一切ありませんが、突き抜けないものはないと言われているほど『突く』性能に特化した短剣です。まさか、オリハルコン製の床をここまで深く突き抜けるとは思いませんでしたが……」

「噂以上のアイテムです」と呟くパティ。本当にその通りだ。

　なるほど。それで非力なパティがメタルスカルアサシンを『突く』ことによって倒せたのか。

　……ちょっと待て。これはパティにとって他にないほどの武器なんじゃ……。

　そう思った俺だったが、パティは鼻息荒くこのように叫ぶ。

「売ればお城の一つくらい買えますよ！」

　……早速売ろうとするんじゃない。

「冗談です。これでようやくわたしもリューイくんのお役に立てますね」

　パティの微笑ほほえみ。それは翳かげのない、いい笑顔だった。

　まったく。そんなこと気にすべきところではないのに。

　でも、彼女のその笑顔はとても晴れやかだったので、俺は余計なことは言わなかった。




　実際、それからモンスターとの戦いは楽になった。

　先程のコロシアムっぽい広場には、ざっと調べた限りでは他に何も無さそうだったので、再び地上へ戻るための階段探しを継続することになった俺たちだったが、俺が一人でモンスターと戦っていた時よりも行軍スピードが上がっている。

　それもこれも、パティが戦闘で活躍してくれているおかげだ。

　攻撃力不足という欠点がなくなったパティは目に見えて強くなり、彼女はそのスピードと気配遮断スキルを活いかして敵の後ろから急所を刺し、一撃で倒すという戦法を取るようになった。

　まさに鬼に金棒といった具合。

　俺が敵を引きつけておきさえすれば、彼女に敵の攻撃がいくことはない。まさにこれぞパートナーと言うべき連携だった。

　そうやって順調にモンスターを倒し、ダンジョン内を進んでいく俺たちだったが、あるところでパティが俺の顔を覗き込んでくる。

「リューイくん。少し疲れていませんか？」

　……よく見ているな。八門遁甲スキルは体に負担をかけるスキルだ。連続の戦闘により、さすがに疲労がたまっていた。

　ただ、過去俺はずっと一人で戦ってきた経験から、弱みを見せないように疲れを表に出すことは絶対にない。それなのにパティに見抜かれてしまった。

「ここら辺で一度休憩を取りましょう。出来れば仮眠も取っておいた方がいいと思います」

　確かにその通りだろう。いい判断だ。

　それまで俺たちは階段を探すことに集中し、途中にあった小部屋は全てスルーしていたが、休息場所を得るために片っ端からドアを開けてみることにした。

　すると丁度いい小部屋を発見する。

　上層でも見かけた机とベッドが置いてあるタイプの部屋で、前に見たタイプよりも少々広く、ベッドも三つある。

「ここがいいと思います」

　パティが断言した。俺に反対意見はない。が、

「ただ、このドアだと最悪、モンスターの攻撃で壊される可能性があるな」

　ドアも一応オリハルコン製だ。しかしドアと壁との接合部分は普通のドアと同じように一部分しかないので、強力な一撃でも加えたらドアが吹っ飛ぶ気がする。

　さらには開錠できるタイプのモンスターだっているかもしれない。

　万が一のことを考えると、この袋小路でそのような状況に陥るのは避けたかった。

「でも、こればかりはどうしようもなくないですか？　他に休憩できるようなポイントはどこも同じだと思いますし」

「ちょっと待ってろ。俺が何とかしてみる」

「え？　なんとかって……」

　言うが早いか、俺は八門遁甲スキルを三段階解放すると、ドアを思い切り蹴った。すると案の定、ドアの付け根が壊れ、ドアが通路へと吹っ飛んで行く。

「やっぱり脆いな」

　俺の懸念は当たっていた。

　しかし、ガンガラガラとドアが地面に落ちる盛大な音が響き渡ると同時に、パティの怒鳴り声も響く。

「何してるんですかーっ！　これじゃここで休憩できないじゃないですかーっ！」

　うがーっ、と両手を上げて怒ってくるパティ。可愛かわいいだけで全然怖くない。

「まあ見てなって。クリエイトゲート」

　俺がスキルを使用すると、ドアがあった場所に門が出現する。

「俺の作った門は俺じゃないと開けない。それに強度も確かだ」

　自信満々に自分の作った門を撫なでる俺。

「……本当になんでもありですね。それと、どうしてリューイくんは門のこととなるとそんなに嬉うれしそうなんですか……」

　変人ですよ、変人、と言ってくるパティ。

　心外だな。俺はただ門を愛しているだけなのに。……あれ？　確かに変人かな。

「こんな小さな部屋で仲良く一緒に休もうだなんて、お二人とも意外と大胆ですね」

　ぴしりッ。チューネさんのそのセリフで空気が凍り付いた。

　……確かに考えてみれば、年頃の男女が同じ部屋で眠るのは些いささか問題があるような……。

　パティと目が合うと、彼女の顔がボンッと赤くなる。

「ち、ちち、違いますよ!?　別にそんな意味で一緒の部屋で休もうとしているわけではないですからね!?」

　首をぶんぶん振るパティだったが、そんなに過剰反応されるとこちらも意識してしまう。

「分かった。俺は近くにある別の部屋に移るよ」

　そう言って先程作った門に手をかけた俺だったが、後ろからパティに服の裾すそを摑まれる。

「ま、待って下さい。何かあった時のために、みんなで固まっていた方がいいと思います」

　そんなに顔を真っ赤にしながら言われても気まずいんですが。あとこちらを見つめながら「げへへ」とか言って涎を垂らしているチューネさんも正直見ていられない。……あの人も段々正体を隠さなくなってきたな。

　しかし俺の視線に気付くと、チューネさんはいつもの涼やかな顔に戻り、

「私もパティさんの意見に賛成です」

　でしょうね。

「出来れば私の知識欲を色々と満たしてください」

　満たしてたまるか。というか何をさせるつもりだよ。

　取りあえずこの人は放ほっておいて、休憩休憩、と。

　しかしそこではたと気付く。

「あ、しまったな。アイスマリーとはぐれてしまったから、飯が食えないじゃないか」

　何故なら彼女じゃないとマナが抜かれた食材に、再びマナを注入して元に戻すことが出来ない。それに飲み水もない。

　俺はこれまで剣は自前で練習したが、魔法はスキルで覚えたものしかなかった。こんなことならオリジナルの魔法も練習しておけばよかった。特に魔力のコントロールと水魔法。

「大丈夫です。念のために別の保存食も持って来ています。水もありますよ」

　パティはリュックから干し肉や水筒など色々取り出す。

　この子、超気が利くんですけど。

「伊だ達てに昔、荷物持ちをやっていませんから」

「荷物持ち？」

「あ……いえ、何でもないです」

　パティの笑顔に影が差す。どうも彼女、昔話には触れられたくないらしい。

　だが、気になる。

　しかし深く聞く事も出来ず、パティの用意した保存食をいただくことにした。

　保存食は味気なかった。




　食事が終わるとすぐに寝る準備に取り掛かる。といっても着替えは持っていないので、誰だれがどのベッドで寝るのか、誰がどの順番で寝るのかを決めるだけだ。

　誰がどの順番で寝るのかということについてだが、一人は念のために起きているべきだとパティが主張したため、交代で見張りを行うことになった。

　俺的にはかなり安全な状況だと思うのだが、それでも何があるか分からないというパティの意見を尊重することにした。ダンジョン内に関しては俺より余程彼女の方が詳しいからな。

　ただ、ここまでになるには相当ダンジョンに入っていなければ説明がつかないのだが、非力な彼女が一人でダンジョンに入っている姿が想像出来ない。恐らくパーティを組んでいたと思われるが……。俺はどんどん彼女の過去が気になっていく。

　見張りは、パティ、チューネさん、俺の順番で行うことになった。

　最初はパティが見張りをしてくれている間、俺とチューネさんが寝る番になる。

　しかし俺は眠らなかった。

　揉めに揉めて決定したパティ、俺、チューネさんというベッドの並び──右隣のチューネさんの寝息が聞こえてきたところで、俺は思い切って切り出す。

「パティ。ちょっといいか」

「リューイくん。まだ寝ていなかったのですか？」

　左隣のベッドに腰掛けていたパティが俺の顔を覗いてくる。

「ああ。ちょっと話があって」

　俺は起き上がり、パティと向かい合わせになった。

「そんなにあらたまって、話とは何です？」

「パティ。君の過去が知りたい」

「え？」

　人との付き合いが下手な俺にとって、この言葉はかなり勇気がいるものだった。

　でも一歩踏み出したいと思った。パティともっと近付きたいと思った。

　一瞬で困惑の顔になるパティ。それでも俺は視線を逸そらさない。

　さっきスノートラの過去が気になった時、タブーだからといって俺は諦めた。一歩踏み込むことを躊躇ためらった。

　でも、今、俺はパティともっと近付きたい。彼女のことをもっと知りたい。

「……けして楽しい話ではないですよ？」

「構わない」

　パティは重いため息を吐つく。

「……そうですよね。嫌われたくないからといって何も話さないのはフェアじゃありませんよね」

　何から話したらいいでしょうか。そのように切り出しながら、パティはぽつぽつと語り出す。

「まず、わたしは気付いた時には一人でした。ラーマの町の裏路地でぽつんと立っていたのが最初のわたしの記憶です」

　……あれ。思った以上に重そうだな。

　パティは話を続ける。

「わたしには身寄りがいませんでした。今思えば魔神の分身だったので当たり前ですが、当時は神を恨みました。非力な子供がたった一人で生きていくには、この世界はあまりに辛つらかったですから。……当時のわたしが盗みに走るのにそんなに時間はかかりませんでした」

　パティは「盗み」のところで少し言いい澱よどんだが、それでもきっぱりと言い放った。

「ただ、物を盗とった店の店主が追いかけてきたり、叩たたかれたりして、ようやく自分が悪いことをしているのだと気付きました。それでもそうしないと生きていけないので、今度は見つからずに盗みが出来るようになっていきました。でも、悪いことをしているのだという意識は日に日に増していきます。だから自分が他に生きる術すべがないかを必死に探しました。

　すると冒険者たちの話が耳に入ってきます。冒険者は冒険をするのに戦うことはもちろんですが、大量の荷物も運ばなければなりません。ですので『荷物持ち』という職業が必要なのです。

　わたしはそれに飛び付きました。とあるパーティに『荷物持ちをさせて下さい』と頼み込みました。そしてそれは受け入れられます。

　ただ、荷物持ちをして初めて知りました。『荷物持ち』は最底辺の職業であり、その扱いが人間以下であることを。

　大量の荷物を押し付けられ、ふらつく子供のわたしに彼らは容赦なく言い放ちました。『遅れたら罰。荷物を落としても罰だ』と。実際、遅れた時などはなじられなけなしの給金すら貰もらえず、食事を取ることさえままならない時もありました。その時は結局、盗みをするしかありませんでした。

　それでも盗みをやめたかったわたしは、必死に『荷物持ち』の職業に食らいつきました。ただ、すぐに非力なわたしでは荷物持ちに向いていないことに気付きます。そして他の面で役に立てないかを考えるようになりました。

　結局わたしは盗賊系の職業に向いていたのか、罠やモンスターの気配に気付く能力が他の人より長たけていたようで、徐々にその面でパーティの役に立てるようになり、やがては重宝されるようになりました。荷物持ちとしてではなく、パーティの一員として見てもらえるようになったのです」

　ただ、そんな時でした。と、パティのトーンが小さくなる。

「わたしの頭の中にある声が聞こえてきます。それは我が主あるじ、山羊魔神トゥロスの声でした」

　あいつか。

「そこで初めてわたしは自分が魔神の分身であることを知りました。そして自分の正体を理解したと同時にこのように言われます。『ワタシのために働きなさイ』、と」

　あいつめ。

「わたしは嫌でした。正直言って、信用出来なかったのです」

　あいつだもんな。

「しかし我が主は言いました。もし自分に従わないのなら、わたしを殺すと。わたしはそれでもいいと思いました。ようやくできた仲間とお別れするのは寂しかったですが、そもそも我が主は人間を全て殺すとおっしゃっていましたから。ならば運命を受け入れようと思いました。

　だけど我が主はそれが気に食わなかったのか、今度は、だったらその仲間たちを殺すと脅されました。わたしは……我が主に従わざるを得ませんでした」

　あいつはほんとクソだな。

「結局わたしはパーティ仲間とお別れをし、我が主のために動くことになりました。そのせいで生計を立てることが出来ず、『以前のように盗みをすればいいじゃありませんカ』という我が主の命令通り、再び盗みに手を染めるしかありませんでした」

　あの山羊！

「そこからは恐らくリューイくんも分かっている通り、主にグルニアで我が主の封印を解く鍵かぎ──マーサ神の魂を受け継ぐ者を探すことに注力していました。それからレイラさんに拾ってもらうまで、ずっと盗みを続けていました。……わたしの昔話は大体こんなものです」

　そこでパティは長い息を吐いた。そして、諦めたような目で俺を見上げてくる。

「……軽けい蔑べつしましたか？」

「なんで？」

「だってわたしは盗みを続けてきて……」

「それはあの山羊野郎に言われて仕方なくやったんだろ」

「その前も……」

「それは生きるために仕方ないことだ。パティのことだ。必要以上には盗ってないんだろ？」

「そ、それはそうですが……」

「それに今こうして世界を守るために働いているんだ。今まで盗んだ分を差し引いても、むしろおつりがくるって」

　俺が自分の言い分を述べると、パティはぽかんとした顔で俺を見上げていた。

　しばらくすると、彼女はぷっと吹き出す。

「なんですか、その滅め茶ちや苦く茶ちやな理論」

　パティはクスクスと笑っていた。

　うーん、俺からしたら真ま面じ目めに言ったつもりだったんだけどなぁ。

「でも、嫌われなくてよかった……」

　パティの目に涙が浮かんでいる。……そんなに不安だったのか？

「俺がパティを嫌うわけないだろ」

「そんなの分からないじゃないですか。盗みを働く子なんて嫌われてもしょうがないって、普通は考えちゃいますよ」

「君の方こそもっとパートナーを信用しろよ。どんなことがあっても俺はパティの味方だ」

　俺がきっぱり言い切ると、パティの目が見開く。

　そして苦笑した。

「もっと早くにリューイくんと会いたかったなぁ」

「今からでも十分だろ。これからはずっと一緒だ」

　そのように答えると、パティの顔が赤くなった。

「リュ、リューイくん！　それ、意味分かって言ってます!?」

「？　分かってるけど」

「それ分かってない人の言い方ですよ!!」

　パティは「まったく、リューイくんは……」などとぶつぶつ呟いている。

　そこで別のところからはぁはぁと息が切れる音が聞こえてきた。音源は反対側、チューネさんの方からだ。どうやら起きているらしい。

　起こして申し訳ないという気持ちと、何故息が切れるという疑問の両方が湧わき上あがる。

「……チューネさん」

「ネテマスヨー」

「いや、起きてるだろ」

　そう言うと観念したのか、チューネさんは起き上がる。

「お構いなく、続きをどうぞ」

　続きってなんだよ。それといい年した大人の女性が涎よだれを垂らすな。

「うふふ、いいですね。私は長いこと生きてきましたが、お二人のような純愛を見たのは初めてです」

　純愛て。パティが顔を真っ赤にしてぶんぶんと首を横に振っている。どうやら言葉が出ないらしい。

　チューネさんは言葉を続ける。

「私は知らないものや理解出来ないものがあると、とても気になる性た質ちなのです。理解しないと我慢できないのです。だから愛というものが理解出来ない私に、もっと色々と見せて下さい」

　……愛を理解出来ない？

　それに長いこと生きてきたといっても、まだ二十代半ばほどだろうに。

「あんただってその内いい人が見つかるだろ」

「だといいのですけどね」

　チューネさんは、まるでそんなこと有り得ないとばかりに肩をすくめた。

　ただ、その後すぐに片かた眼鏡めがねをぎらりと光らせると、

「いえ、だからこそ愛を教えてください。ささ、お二人とも、続きをどうぞ」

　いや、どうぞと言われても。

「そもそもパティは俺のことなんて好きじゃないですよ」

「そんなわけありませんよ」

　あんたが断言するな。愛が分からないって言ったばかりだろ。

「パティは俺じゃなくて、魔法剣士のリューイ・ネルフィスのことが好きなんですから」

　俺がそのように説明すると、チューネさんは首を傾げる。

「え？　だってリューイ・ネルフィスはあなた……むぐっ」

　俺は慌ててチューネさんの口を塞いだ。あ、あぶねえ。この人、俺の正体に気付いているのか。本当に侮れないな。

　しかし止めて正解だろう。だって憧あこがれのリューイ・ネルフィスが俺みたいなのだと知ったらパティががっかりしちゃうだろうから。幼気いたいけな少女の夢を守る健けな気げな俺。……言ってて悲しくなってきた。

　取りあえず確認の意味を込めてパティに視線を送ると、彼女は少し考える素振りを見せてから、複雑そうな顔でこくりと頷く。……何故そこで躊躇ためらう。

「くっは～！　これは益ます々ます興味が出てきましたよ！」

　ほら～、チューネさんのテンションが上がっちゃったじゃん！　寝ろよ！

　それから俺とパティは、チューネさんに見張りを頼んで寝ることにした。

　……だってチューネさん、目がぎらついて寝る気配無いんだもん。
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　──その頃。

　リューイたちとはぐれたミロ、スノートラ、アイスマリーの三人は、依然として落とし穴を掘る作業に没頭していた。

　しかし普通にやってもオリハルコンの床には傷一つ付けられないと悟った三人は、頭を使う。

　熱したものを急に冷やすと物が割れやすくなる原理を思い付いたアイスマリーは、自前の魔法でそれを実行しようとしていた。

「赤き世界の主よ　炎えん獄ごくの王よ　汝なんじの烈火の炎にて　我らが敵を燃やし尽くせ　ハイフレア！」

　激しい炎が落とし穴があった場所を覆いつくし、真っ赤な色が辺りを支配した。

　轟ごう々ごうという音が収まると、地面は熱によって視界が揺らいでいるほど。

　カンカンに熱せられた床に向かって、アイスマリーは再び魔法の詠唱を開始。

「白き世界の主よ　氷河の女王よ　汝の極寒なる息い吹ぶきにて　我らが敵を凍いてつかせ　ハイブリザード！」

　今度はアイスマリーの放った氷系上級魔法が炸さく裂れつし、地面に猛烈な吹雪ふぶきが襲い掛かる。

　吹雪が収まると、キンキンに冷えた床に向かってスノートラが飛び上がり、

「どっせえええええええええええいッ!!」

　巨きよ大だい槌つちを思い切り落とし穴のある床へと振り下ろした。

　──ズドォォンッ!!

　凄まじい音が鳴り響き、ダンジョン内に木霊する。それほどの一撃。

　にもかかわらず──ピシリッ。床には少しのヒビが入っただけ。

「……ここまでやってこれだけしかダメージを与えられないのですね」

「さすがはオリハルコンといったところじゃのう。相手が悪いわい」

　アイスマリーとスノートラが、ふぅ、と息を吐く。

　と、そこに、ミロのイライラした声が響き渡る。

「ちょっと、休んでいる暇はないわよ！　こうしている間にもリューイとあの子が……ああ、考えただけでもイライラするわ！」
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　ガンッ！　ミロの手甲が壁を叩きつけた。

　スノートラがため息を吐く。

「そうは言っても仕方なかろう。今みたいに少しずつやっていくしかあるまいて」

　隣でアイスマリーもこくりと頷く。

　だが、ミロはというと、

「もう、まだるっこしいわね！　……だったら、あたしがやる」

「なんじゃと？　やるって、どうするつもり……」

　言うが早いか、ミロはスキルの詠唱を開始する。

「空と大地を切り裂く赤き光　大海を飲み込む黒き闇やみ」

　その詠唱を聞いて、スノートラとアイスマリーの目がぎょっと見開く。

　しかしミロは構わず続ける。

「傲ごう慢まんなる暴虐の王よ　契約のもとミロ・ファルカスが命じる　その偉大なる力を以もつて我が敵を打ち払え　ディバインブレイド!!」

　詠唱が終わると、ミロが掲げている暗黒大剣が魔力のオーラに包まれていく。まるで太陽が闇に覆われたような赤黒いオーラ──凄まじいほどのエネルギーがそこに集約されていた。

　その異常なほど禍まが々まがしい力に、さすがのスノートラの顔も青ざめる。

「お、おい、暗黒騎士！　それはあの山羊魔神を倒した時のやつじゃろ!?　そんなヤバい技をこんなところで使うでないわ！」

　だがミロは聞く耳を持たず、剣を構えると、飛び上がり、床に向かって思い切りディバインブレイドを振り下ろす。

「はああああああああああああああッ!!」

　──ブォンッ!!

　──ズガアアアアアアアアアアアアンッ!!

　オリハルコンの礫つぶてが激しく弾け飛ぶ。見ればオリハルコンの床が削れており、ミロを中心にして二メートルほどのクレーターが出来上がっている。

「よし、いける！」

　確信を得たミロは、そこから何度も何度もディバインブレイドをフルパワーで床に叩きつける。その度に、ズガァンッ!!　ドゴォンッ!!　と、とんでもない音がダンジョン内に響き渡っていた。

　その姿を遠巻きに見つめるスノートラとアイスマリーは茫ぼう然ぜんと呟く。

「あの者、この後の体力のこととか考えておるのかのう」

「……あの人がそんなこと考えているようには見えません」

「あらためて思うが、ボウヤはよくこやつを抑えておったものじゃのう」

「……尊敬します」

　スノートラとアイスマリーは顔を見合わせてため息を吐くしかなかった。
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　睡眠を取り終えた俺たちは、地上に戻るため、再びダンジョン内を進み始めた。

　しっかりとした休憩を取ったおかげで体が軽い。モンスターが現れてもサクサク倒せていた。

　ただ、それはパティの存在がやはり大きい。音もなくモンスターを倒していく様は正直寒気すら覚えるほどだ。

　寝る前に彼女は自分の過去を話してくれたが、これまでに一体どれほどの修羅場を潜くぐり抜ぬけたのだろうか。恐らく、山や羊ぎ魔神の命令で動いていた時の活動が大きく関わっているのではないかと思われる。出来ればその時の話ももっと詳しく聞いてみたかった。

　そのパティだが、あるところで自分の作ったマップに視線を落としながら何やら考えている様子。

　訝いぶかしく思った俺は彼女に声を掛ける。

「どうしたんだパティ？」

「え？　え、ええ、ちょっと……」

　歯切れが悪い。

「何か思っていることがあるなら言ってみなよ」

「は、はい。あくまでわたしの考えなんですけど……」パティはそのように前置きすると、「マッピングしていて思ったのですが、このダンジョンはまるで船の中にいるようだなと思いまして」

「船の中？」

「ええ。特に個室の並びなどは船の中そのものです」

　パティはそのように説明する。

　しかし俺は今一つピンとこなかった。そもそも俺は船に乗った経験があまりない。

「あんな大きなコロシアムのようなものがあったんだぞ。そんなものが船の中にあるか？」

「だからわたしも自信がないんです。ただ、とてつもなく巨大な船の中と考えれば、納得出来ないこともありません」

「そんな大きな船があるのか？　それも、こんな場所に……」

　……いや、ちょっと待てよ。

　俺はある考えに至る。ここは魔神に関係のある場所だ。それは間違いない。ということはもしかして……。

　そこまで考えたところで、チューネさんが声を上げる。

「パティさん。あなた、本当に何も知らないのですか？」

「え？」

　チューネさんの疑義に満ちた声音に、パティは狼狽うろたえていた。

　チューネさんはいつもの微笑ほほえみを浮かべているが──その瞳ひとみの奥は驚くほど冷たい。その視線に射い竦すくめられているパティは萎い縮しゆくしたかのように縮こまっていた。

「魔神の分身──あなた、本当は全てを知っているのではありませんか？」

「わ、わたしは本当に何も……」

「………」

　チューネさんは視線でパティを射抜き続ける。

「チューネさん。その話は終わったはずですが」

「あら。リューイさんが無理矢理終わらせただけでしょう？　私は何も納得しておりません」

「パティは噓うそなんかつかない」

「でも自分の過去を黙っていました」

「………」

「………」

　今度は俺とチューネさんの間で視線がぶつかる。

　長いことピリついた沈黙が続いた。

　やがてチューネさんが、ふぅ、と、息を吐く。

「埒らちが明きませんね。これ以上ここで詰問しても無駄なようです」

　諦あきらめてくれたか……そう思った俺だったが、チューネさんは続けてこのように言ってくる。

「一つ提案があります。地上に戻るのはやめて、このままダンジョンの探索を再開しませんか？」

「……なんだって？」

「正直お二人の戦いぶりを見ていたら、モンスターとの戦いは楽勝ではないですか。罠わなは全すべてパティさんが見抜いてくれますし、全く問題ないかと」

　………。チューネさんの意見は正論だ。パティの戦力が上がった今、確かに問題ないように見える。

　だが、パティはすぐに反論した。

「わたしは反対です！　確かに一見して問題ないように見えるかもしれませんが、かといって完全に余裕というわけでもありません。何度も言いますが、ダンジョン内では何が起こるか分からないのです。仲間と合流してから再度探索を行うべきです」

「あら。随分と慎重なのですね。それとも臆おく病びようなのでしょうか」

「急ぐ理由もないでしょう？　それとも何か不都合でもあるんですか？」

　チューネさんは再びパティを射竦めるが、今度はパティも押されながらも引こうとしない。

　そこでチューネさんがまたも持論を展開する。

「一度地上に上がってから、またここまで戻ってくる……その方が無駄が多い分、危険が増すのではないでしょうか」

　パティは首を横に振る。

「そんなことはありません。先程チューネさん自身がおっしゃった通り、今のわたしたちは通常のモンスターならそれほど問題はありません。それよりもコロシアムで出会ったような中ボスクラスのモンスターの方がよほど危険です。それは先に進む方が出会う確率が上がります」

「でしたら、一度地上に戻ることで中ボスと戦う回数を増やす方が危険ではないですか」

「そんなことはありません！　たった三人で下に向かう方が危険です！　何な故ぜなら下層の方がマナが濃いのですから。より強いモンスターがいたり、数が多かったりするはずです」

「ダンジョンをクリアすれば地上への転移ゲートがある可能性が高いです。そうでなくても、リューイさんがロンギヌスの槍やりを手に入れれば戦力が大幅にアップします。そうすれば何が起ころうと余裕でしょう」

「そんな不確かなものに頼るべきではありません！」

　どちらも一歩も引かない。

　しかしチューネさんはな……。確かに彼女の言うことにも一理あるが、どうしてそこまで頑強に三人で進むことに拘こだわる？　ミロたち他の三人が一緒だった時はそれほどダンジョン攻略に拘っていたようには見えなかった。それなのに俺とパティだけになった途端、態度が変わったように見える。

　彼女は最初から俺に興味があると公言していた。だからといってここまで拘る理由は何だ？

　それに俺に固執しているのと同じくらい、パティにも拘っているように見える。チューネさんはラーマの太たい守しゆなので、町のために魔神の分身だったパティのことを疑わなければならない。彼女の立場を考えればそれは理解出来るのだが、どうもそれだけではない気がする。

　そうやってチューネさんを見つめていたら、彼女の視線がこちらを向いた。

「リューイさん。あなたはどのようにお考えですか？」

　俺に振ってきますか。

　チューネさんは「いいですか」と前置きすると、「ご存知だとは思いますが、私はラーマの太守です。一方で、パティさんは魔神の分身です。どちらを信用すべきかは一いち目もく瞭りよう然ぜんですよね」

　チューネさんは、さも自分の意見を支持するのが当然であるかのように主張する。

　だが、俺は、

「申し訳ないですが、俺はパティを信用しています。彼女の力も、心も。だから彼女が地上に戻った方がいいと言うのなら、俺はそれに従います」

「リューイくん……」

　そう、俺はパティを信用している。それは違たがわない。

　すると、いつもだったらニヤけるシーンであるはずのチューネさんは、今回ばかりは厳しめの表情を崩さなかった。

　しかし、ややあって、彼女はフッと笑う。

「ご自由にどうぞ。でしたら、私は一人でも探索を進めさせてもらいますので」

　そう言って一人、踵きびすを返す。本当に一人で探索を進めてやると言わんばかりに。

　……バカな。チューネさん一人で何が出来るっていうのだ。これまでだって俺たちに頼り切りだったのに。

　だが、チューネさんは歩みを止めず、スタスタと早歩きで逆方向に向かって進んでいくではないか。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　そこは……」

　と、パティが言いかけた時だった。

　──ガコンッ。突如としてチューネさんの足元が抜ける。

　──落とし穴……！

　罠に嵌はまったチューネさんは、落とし穴に落ちていく。

　……あ、あの人は……！

「八はち門もん遁とん甲こう……開かい門もん、休きゆう門もん、生せい門もん……解放！」

　スキルで体のスペックを上げ、パティの手を取ると、俺は落とし穴に向かって走り出していた。

　落とし穴に飛び込むと、壁を蹴り、一気に落下スピードを上げる。

　するとすぐにチューネさんの姿が見えてくる。

　彼女は仰あお向むけに脱力した状態で落下していた。

　俺はパティを背面に回すと、途中でチューネさんをキャッチし、

「クリエイトゲート！」

　門を作ってそこに着地した。

　俺はチューネさんに対し、苦言を呈するしかない。

「……無茶をするな」

「必ず助けて下さると思っていました」

　いけしゃあしゃあと言ってくれる。

「あんた、俺が助けることを見越して、わざと落とし穴に落ちたな？」

「さあ、何の事でしょうか」

　すっとぼけやがって。落とし穴があったあの場所はパティがクリアリングしたばかりだ。この人はそれを覚えていてわざと罠を踏み抜いたに違いない。

　──これで俺たちは無理矢理下に降りるしかなくなったわけだ。

　何故なら上部の落とし穴は既に閉じてしまっている。前回と同じように。

「偶然、そうなってしまいましたね」

　本当、この人はとんだタヌキだ。平然とした顔で、とんでもないことをやってくる。

　まさか自分の身さえ犠牲にするとは思いもしなかった。

　結局俺は前と同じように、首元にパティとチューネさんをぶら下げた状態で、少しずつ門を作って下へと降りていくしかなかった。

　背面に回したチューネさんのくすりと笑う声が、今は怖かった。





　　　　＊＊＊＊＊






　落とし穴を下った俺たちは、一番下で見た光景に息を呑のんでいた。

　門の縁に足をかけ、開いた門から下を覗のぞき込こむと──

　そこには深い穴の中に無数に蠢うごめく蛇の姿が──

　しかも、どう見てもただの蛇ではない。多分毒蛇で、しかも一匹一匹が普通の蛇よりも動きが機敏だ。

　……さすがにあそこに落ちるのは躊躇ためらいがある。生理的にも背筋が震えた。

「あんた、余計なところに落ちてくれたな」

　俺はチューネさんに文句を言わずにいられなかった。

　すると彼女は言ってくる。

「申し訳ありません。よかったら胸を揉もみますか？」

「どういうこと!?」

　本当に意味が分からないんだけど……。

「それで許してもらえないかと」

「………」

「そこで考え込まないで下さいよリューイくん！」

　パティの怒ど鳴なり声でハッとする。

　い、いかん、つい……。この人、俺の弱点を的確に突いてきやがる。

　それはさておき、どうしたものか。

「私が炎の魔法で焼いてみましょうか」

　チューネさんが提案してきた。が、ここでもパティが反論する。

「やめておいた方がいいかと。生半可な攻撃で刺激して、動きが活性化したら余計に窮地に立たされます」

　……まあ、そうだな。アイスマリーくらいの強力な魔法力で一気に焼き尽くすならともかく、生半可な魔法ではパティの言う通り、刺激して終わりだろう。あれはどう見てもただの蛇ではない。なるべく余計なことはしない方がいいな。

「では、どうします？」

　チューネさんが訊たずねてくる。

　……一応、離れた場所に高台が見える。しかし角度的にここから飛ぶことは出来なそうだ。せめて角度さえ合えば脚力でどうにでもなったのだが。

　ちなみに一度上に昇って閉じた床を壁に見立てて門を作れないか試してみたが、罠として認識されているせいか、クリエイトゲートスキルは発動しなかった。

　──つまり、何とかしてここを突破するしかない。

　そのように考えていると、パティがリュックから何かを取り出す。

「これを使ってみましょう」

　それはフックの付いたロープだった。しかしロープの部分は驚くほど短い。具体的には俺の肘から指先くらいの長さしかなかった。

「そんな短いロープでどうするんだ？」

「これはただのロープではありません。スノートラさんとアイスマリーさんが共同開発した魔法のロープです」

「魔法のロープ？」

「はい。このロープの部分に魔力を流すと、無限に伸びるんです」

　……なにそれ。地味だけど何気にとんでもないものを開発してるな、あの二人。

「あの高台の先端に、突起のようなものが見えますよね。ロープを伸ばし、あそこに引っ掛けて、ロープを伝ってあの高台まで行くしかないと思います」

　……なるほど。確かにそれしかないか。

　パティはロープをチューネさんの方へと差し出す。

「チューネさん、良かったらこのロープに魔力を流してもらえませんか？」

「ええ、構いません。それくらい役に立たせていただきます」

　言うが早いか、チューネさんはロープを握って魔力を注入し始める。

　実のところ、魔力を注入するだけなら俺でも出来る。現時点で魔法は使えないものの、一度は英雄職の魔法剣士になれただけあって、魔力の高さだけなら俺はずば抜けていた。

　しかし、ここはチューネさんにやってもらおう。魔力を持っていると分かったら、パティに俺が魔法剣士リューイ・ネルフィスだとバレかねないからな。……ここまでしてパティの夢を守ろうとする俺は偉いと思う。

　チューネさんが魔力を高めると、彼女の体がうっすらとマナに包まれ輝き始める。

　彼女の魔力はロープへと吸い込まれていき、それに比例するようにしてロープはぐんぐん伸びていった。

　最終的に高台まで十分届くほどロープが伸びると、パティが俺に目め配くばせしてくる。

「リューイくん、ロープを投げる役をお願いできますか？」

「任せろ」

　角度を付けるため、俺は門の縁に足を掛けると、逆さまになった。ここからなら角度的にも問題なく高台の突起までロープを投げられる。

　ちなみにフックの部分も魔力の注入の仕方次第で大きさを変えられた。現在のこの大きさならあの突起に引っ掛けるのに丁度いいはずだ。

　俺はロープの先端から腕一本分ほどの長さの部分を持つと、先端のフックの重さの遠心力を利用して、ぶん、ぶん、と回し出す。

　やがて、ぶん、ぶん、が、ひゅひゅひゅん、という風を切る音になった頃ころ、狙ねらいを定めてフックを投げつけた。

　ロープが高台の突起に向かって一直線に伸びていく。

　突起の横を少しだけ通り過ぎたところで、くんっ、と手元のスナップを効かせ、ロープの先端を操り、ガコッ!!　フックは見事突起に引っかかった。

　よし、成功だ。

「さすがですね」

「はい！　さすがリューイくんです！」

　そう手放しに褒められるとさすがに照れる。

　取りあえずロープのこちら側を俺が作った門の突起部分にぐるぐる巻きつけて、高台と落とし穴を結ぶ簡易的な細橋が完成した。

「じゃあ行くか」

「はい。……と言いたいところですけど、あらためて下を見ると怖いですね」

　パティが下に犇ひしめく蛇の海を見て、ぶるりと体を震わせた。

「パティなら器用にロープの上を歩けそうだけどな」

「普段なら問題なく出来そうなんですが、もし落ちたらと思うと足が震えて……」

　ぶるぶる体を震わせるパティに向かって、チューネさんが提案する。

「パティさん。ここは無理せずリューイさんにおぶさりましょう」

　……いっそすがすがしいな、この人は。

「リューイくん……」

　分かったって。そんな捨てられそうな子犬みたいな目を向けるんじゃないよ。

　結局俺はいつものように前にパティ、後ろにチューネさんを抱えてロープの上を渡ることになった。……我ながら器用だと思うよ。

　だけどパティは怖いのか、余計にぎゅっと抱き着いてくるものだから、俺も足を滑らせそうになる。彼女の髪の毛が鼻に当たっていい匂においやらくすぐったいやらで頭がおかしくなる。後ろも相変わらず弾力が凄すごいし。……でも後ろはこれ、わざと強めに抱き着いてやがるな。そんなあざとい攻撃はさすがに冷めるかと思いきや俺には効果抜群だから困る。

　まあ、そんなことがありながらも、何とか高台に辿たどり着ついた。

　俺は辺りを見回しながら、

「今度はどれくらい落ちて来たんだ？」

　パティが答える。

「恐らく九層ほどかと」

　確か俺たちは第十一層にいたはずだ。

「じゃあここは……」

「はい。第二十層だと思われます」

　第二十層。つまり、

「目標の階層まで落ちてきてしまったってわけか」

「そういうわけです」

　ふむ。ということは……、

「ロンギヌスの槍が」

「この階層にあるはずです。……ていうか、そんな冷静に言っている場合じゃありませんよ！　こんなところまで落ちて来てしまって、どんな危険があるか分からないんですよ!?」

　パティが、うがーっ、と声を荒らげる。可愛かわいい。

「まあまあ。落ちてきてしまったものは仕方ありませんよ」

「全部あなたのせいですけどね！」

　いけしゃあしゃあと言うチューネさんにもパティが、うがーっ、と食い掛かる。可愛い。

　しかしチューネさんのいけしゃあしゃあは終わらない。

「ここまで来たらロンギヌスの槍を見つけた方が早いですね。ここから引き返すことにはかなりのリスクがあります。ならば、ロンギヌスの槍を見つけるべきです。運が良ければダンジョンクリアで地上への転送ゲートが開く可能性があり、そうでなくてもロンギヌスの槍があればダンジョンの攻略難易度がさらに下がりますから」

　……まあ、正論だな。だが……。

　俺が何も喋しやべらないでいると、パティがまた、うがーっ、する。

「だから、全部あなたのせいですけどね！」

「落ち着けパティ。こうなった以上しょうがないだろ。チューネさんの言う通り、攻略した方が安全かつ早いかもしれない」

「む～」

　俺がチューネさんの味方をしたのが気に食わなかったのか、パティが頰ほおを膨らませていた。

「……分かりました。確かにその通りかもしれません」

　パティはそう言った後、チューネさんに向き直ると、

「ただし、少しでも危険があるならすぐにでも上層に向かって引き返すルートを取ります。いいですね!?」

「分かりました」

　ニッコリ。チューネさんは満面の笑みで答えた。

　……仕方ないな。ここは彼女の提案に乗るしかないか。

「これまで以上に慎重にいきます。皆さん、気を引き締めてください」

　パティの言う通りだ。いつも以上に感覚を鋭敏にしておこう。

　パティはゆっくりと辺りを探りながら進んでいく。俺は何かあったらすぐに飛び出せるように剣の柄つかに手を置いていた。

　──この第二十層は、第十二層までと造りが違う。第十二層まであったような小部屋のある通路はなく、ずっと開けた場所が続いていた。ただ広い空間に橋のような通路が続いているだけで、その橋から見える景色はオリハルコンの山ばかり。

　ただ、オリハルコンの山といっても、自然に出来たような山ではなく、あからさまに人工的な整然性がある。恐らく何か目的があって作られたものなのだろうが、俺には何のために作られたのかも使い方も全く想像がつかない。せめてアイスマリーがいれば予想くらい立ててくれそうなのだが。いないものは仕方がないか。後で彼女に見せ、じっくり考察してもらうしかないだろう。

　──ちなみにモンスターだが、やはり個々が強くなり、数も増えた。

　特に厄介なのは飛行型のモンスターだ。開けた空間だからか、初めて空を飛ぶタイプのモンスターが現れた。

　中でも一番強力だったのが飛竜だ。飛竜はドラゴンタイプの中では弱い部類に入るが、それでもドラゴンには違いない。強い上に、速い。その上、炎まで吐いてくる。

　俺は開けた空間のオリハルコンの山を足場とすることで、飛び跳ねながら戦っていた。常に一人で戦ってきた俺にとって、機動性を活いかした攻撃は得意とするところであり、俺にとってもこの空間は戦いやすい。

　加えてパティも段差を利用して身を隠しやすいらしく、ステルス攻撃に鋭さが増していた。おかげで激しさの増したモンスター戦も問題なく片付けられている。あくまで今のところは、だが。

　パティは相変わらずモンスターの気配を事前察知することに長たけており、あらかじめチューネさんを安全な場所に移しているので、彼女が足手まといになることもない。

　ちなみに門はオリハルコンの山にある岩場を通路に見立ててそこに作っている。

　そんな感じで戦いの方は順調だったのだが、ある程度進んだところで、チューネさんが急にこのようなことを言ってきた。

「リューイさん。人間とは愚かな生き物だとは思いませんか？」

　……おいおい。何なんだ唐突に。

　見れば、チューネさんの顔はいつもと変わらない平然とした表情をしている。彼女が何を意図しているのか全く分からなかった。

　俺が意図を測りかねて黙っていると、もう一度同じことを言ってくる。

「人間とは愚かな生き物だとは思いませんか？」

　俺は訊きき返かえす。

「いきなり何ですか」

「私は常々不思議でならないのです。自分の身を犠牲にしてまで他人を守ろうとする人たちのことが。特に、六英雄職の方々のことです」

　六英雄職とは、この世で最高峰に当たる六つの職業のことだ。以前の俺の職業、『魔法剣士』もそれに当たる。

　だからその経験のある俺はこのように答えた。

「力のある者が弱い者を守るのは当たり前のことでしょう」

「どうしてです？」

「どうしてって……」

　心底不思議そうに訊き返してくるチューネさんに、俺は口くち籠ごもってしまった。この時になって初めて、俺は明確に答えられる理由を持っていないことに気付いた。

「人間は同族の人間を攻撃するような生き物です。例えば弱い者が、自分よりさらに弱い者を攻撃することだってざらにあります。それでもその愚かなる『弱い者』を守らなければならないのですか？」

「それは……」

　確かにそうだが……。

「もう一度言います。人間は愚かな生き物です。平気で他人を攻撃します。殺します。しかも、己の欲のためだけに。……リューイさん。あなたならそれがよく分かっているのではないですか？」

「………」

　ああ。俺はそれを嫌という程知っている。

　俺はグルニア王国のために身を削って戦ってきた。しかし王国は俺に何もしてくれなかった。

　それどころか利用することしか考えていなかった。侵略のために使われそうになったことだって一度や二度ではない。それを断る度、俺の立場はさらにきつくなった。

　いや、グルニア王国だけではない。他の国だって隣国に隙があれば平気で侵略するような国はある。

　王国だけではない。普通の人だって、奪うためだけに平気で他人を傷つける者もいる。

　──確かに人間は愚かな生き物だ。

　俺はそれをよく知っている。

「リューイさん。もし魔神から『共に神の国に行こう』と誘われたらどうします？」

「……なんだって？」

　寝耳に水だ。いきなり何てことを訊いてくるのか。

「今言った通り、人間は愚かです。この世界は腐くさっています。ならば神の国に行くのも一興ではありませんか？」

「だからといって、魔神なんかの誘いに乗るわけがないだろう。言っておくが、この前、戦った魔神はクソみたいな奴やつだったぞ」

「もしまともな魔神に誘われたらどうです？」

「……まともな魔神だって？」

「ええ、そうです。魔神といっても全てが同じ個体なわけがないでしょう。中には良い魔神、悪い魔神だっているかもしれません」

「………」

　……そうかもしれない。

　でも、だからといって、魔神についていくだって？

　チューネさんは、ふふっ、と怪しく笑う。

「悩むということは、やはりあなたも人間に対して思うところがあるようですね」

「………」

　俺はまた何も答えられなかった。

　ただ、その時。隣からパティが声を上げる。

「あ、あの。わたしは難しい話はよく分かりませんが、一つだけ分かることがあります。それはリューイ様のことです」

　ここで彼女が言うリューイ様とは、魔法剣士リューイ・ネルフィスのことだろう。

　つまり昔の俺のことだが、それについて一体何が分かるというのか。

　訝いぶかしく思う俺の前で、パティはきっぱりとこのように言い放った。

「あの方は、人を救うことに理由なんて求めていませんよ。理由もなく人を助けることが出来る人……それがリューイ・ネルフィスという人なんです」

　……！

　そのセリフに俺は少なからず驚いていた。

　理由もなく人を救うことが出来る……か。

　確かに昔の俺は人を助けることに理由なんて求めていなかった。ただ、目の前で困っている人がいたら放ほっておけなかった。それだけだ。

　……そうか。そうだったな。

　気付けば俺はパティの頭を撫なでていた。

「え？　な、なんでリューイくんがわたしの頭を撫でてくるんです？」

「いや、何となく」

「もしかして、リューイくんもリューイ様のファンなのですか!?」

「……え？」

　……なんだか面倒くさい予感。

「もう、早く言って下さいよ！　でしたら一緒に語りたいことがたくさんあったのに！」

　きらきらした目を俺に向けてくるパティ。

『リューイ様』のことなんて語りたくねえよ。だって、それ俺だよ。単なる自分語りだよ。

　どうにかしてパティの期待の眼まな差ざしから逃れられないかと思っていると、チューネさんがやれやれといった感じでため息を吐つく。

「……とんだ邪魔が入ってしまいましたね」彼女は小さく呟つぶやくと、

「さあ、攻略を再開しましょう。ほら、パティさん。油断はしないのではなかったのですか」

「はっ。そ、そうでした。同じリューイ様のファンがいたと思ったらつい嬉うれしくなってしまって……。ではリューイくん、リューイ様について今度語りましょう！」

　語らねえよ。ついでにリューイ様のファンでもねえよ。それ単なるナルシストだから。

　……なんでこんなにややこしいことになったのか……。全ては自分のまいた種なのだが、それでも彼女の夢を守るために黙っておくことにした俺だった。

　しかし──

　結局チューネさんは何を言いたかったのか。

　彼女の表情からは何も読み取れない。

　ただ、一つの懸念が強くなっていた。
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　一方その頃、ミロ、スノートラ、アイスマリーの三人は、落とし穴の破壊に成功し、第十二層まで一気に下ることが出来ていた。

　さらには、そこらに仕掛けられている罠を力業でねじ伏せつつ、リューイたちの後を追い続ける。

　そして第十一層に入り、ある程度進んだところで、アイスマリーがあることに気付く。

「……足跡がここで途切れています。どうやらここにある落とし穴から落ちたようですね」

　ダンジョン内にはヒカリゴケがそこらに生息している。それは床もしかり、だ。その床にある足跡がそこで途切れていたのである。

　ただ、それを聞いてミロが苛いら立だたしげな声を出す。

「あいつら、どれだけ落とし穴に引っかかれば気が済むのよ！」

　彼女が地団太を踏むたびに鎧よろいの、がしょん、がしょん、という音が響き渡り、スノートラは落ち着かない。──ボウヤ、頼むから早く帰って来てくれ、と願いながら、暗黒騎士の奇行を眺めていると、

「……掘るわよ」

　ミロの不穏なセリフに、嫌な予感がするスノートラだった。

「……掘る、とはまさか、今からまたこのオリハルコン製の床を掘り抜くというのではあるまいな？」

「その通りよ！　さっさと掘るわよ！」

「ちょ、ちょっと待つがよい！　我らはあまりにも疲ひ弊へいしておる。ここは一度休憩を挟むべきではないか？」

　彼女たちは全力で落とし穴を掘り、さらには全力で全ての罠を力業でねじ伏せてきた。その疲労はもはやピークに達している。

　しかしミロはというと、

「こうしている間にも、あの三人がピンチに陥っているかもしれないでしょう!?　ここは一刻も早く合流するべきよ！」

「お主が心配しておるのはボウヤとパティの仲の方じゃろうが」

　しかしスノートラのそのセリフは既にミロの耳には届いていない。

　ミロは早くもディバインブレイドを発動しており、床に叩たたき付つけていた。

「おらあああああああああああああっ!!」

　──ズガアアアアアンッ!!　ドゴオオオオオオオオオオンッ!!

　オリハルコンの床が削れる凄まじい音を聞きながら、スノートラとアイスマリーはため息を吐くしかなかった。
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　第二十層の探索は続いた。

　途中、左右へ向かう細道がいくつかあったが、俺たちは構わず真まっ直すぐ進む。道の大きさからして、この道が正しい気がしたからだ。

　周りは相変わらずオリハルコンの山が続いていた。

　しかし、そのような光景にも終わりが来る。

「行き止まり……」

　そう。道がなくなっていた。

　……だけど、何だここは？　ずっと続いていたオリハルコンの山が、終着点を証明するように、より一層こんもりと盛り上がっている。

　特に正面に見えるオリハルコンの量はとんでもない。形はより複雑だが、やはりその中に整然性があった。

　きっと何か用途があってこのような形をしているのだろうが、全く目的が分からない。

「まるで心臓部……」

　パティがぼそりと呟いた。

　……心臓部だって？

　さっきパティは、ここは船の中のようだと言っていた。その心臓部ということは……。

「パティさん。やはりあなたは本能的にここが何なのか悟っているようですね」

　チューネさんが急にそのようなことを言った。しかしパティはきょとんとする。

「え？」

「魔神と意識を共有していたあなたです。魔神から何も教えてもらってなかったとしても、無意識に知識の断片を拾い上げているのでしょう。……まあ、パティさんが噓をついていないと仮定した上での話ですが」

「そんな……」

　パティが噓をついているとは思えない。

　ただ、チューネさんの立てた仮説が正しかったとして、もしパティの言っていることが的を射ていたとしたら、ここはとても重要な場所ということになる。

「さて、それよりもお二人とも。あれを見て下さい」

　チューネさんは、正面のオリハルコンの山の真下──この道の終着点である場所を示していた。

　よく見るとそこには、このダンジョンの入口にもあったマーサ神の神像が屹きつ立りつしている。

　ただ、通常のマーサ神の神像にはないものを像の右手が握っていた。

　それは『槍』だ。

「まさか……」

「そう。あれが『ロンギヌスの槍』でしょう」

　……あれが……？

　とてもそうは見えなかった。何故なら槍からは全く何の力も感じない。

　仮にロンギヌスの槍がパティの説明した通り、魔神王に対する切り札となるほどの武器ならば、この位置からでも何かしら『力』を感じるはずだ。

　それに、『槍』の部分は普通の『石造り』に見える。言ってしまえば単なる石で作ったしょぼい槍。それが俺のイメージだった。

「恐らく、あの槍は現状、封印された状態です」

　チューネさんのセリフ。……なるほど。そう考えれば納得は出来るか。

「あの槍の上部にあるくぼみの部分に、パティさんの持つロンギヌスの宝ほう珠じゆを嵌はめ込こめば、封印が解けるのではないでしょうか」

　チューネさんの指す方を見れば、確かに槍の上部──刃やいばの付け根の下の部分辺りにくぼみがある。ちょうどロンギヌスの宝珠が嵌りそうなくらいの大きさのくぼみが。

　──ただ、どうしてそこまで分かる？

「さあ、早く封印を解きましょう」

　チューネさんは俺を先導するようにして像の方へと進もうとする。

　俺はその背中に向かって、このように言い放った。

「今度の魔神は随分とせっかちなんだな」

　チューネさんの歩みがぴたりと止まった。

　──さあ、どう出る？

　俺が油断なくその背中を見つめ続けていると、彼女はゆっくりとこちらを振り向いた。

「あら、もうバレてしまったの」

　その目はいつもより鋭かった。
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「どうして分かったのかしら」

「俺も確信があったわけじゃない」

「もしかしてハッタリだったの？　あなたも意外と抜け目がないわね」

　確信はなかったが、チューネさんのおかしな言動からは、そうとしか考えられなかった。今思えば彼女の言動は最初からおかしかったし、彼女はあまりにも俺とパティに固執し過ぎた。

　疑惑が一層深まったのは、彼女がわざと落とし穴にはまった時だ。仮に俺やパティに興味があったとしても、一介の太たい守しゆであれば、何もそこまでする必要はない。もしかしたら、一回目にパティが落とし穴に落ちたのも、チューネさんが誘導した可能性すらある。

　それに三人になってからは、あからさまにロンギヌスの槍やりの元へと俺たちを連れて行こうと躍起になっていた。それはミロ、スノートラ、アイスマリーという厄介な三人組がいなくなったからというのもあるだろうが、その上で、

「あんたはどうしてもロンギヌスの槍が欲しかった。でも多分、ロンギヌスの槍の封印を解けるのは俺だけなんだろ？」

　チューネさんは僅わずかに目を見開く。

「……そこまで読まれていたとはね。畏おそれ入いったわ」

「それとパティに固執したのは、彼女があんたたち魔神にとって不利になるような情報を持っていないか確かめたかったからだ」

「……どうやら私はことごとくあなたのことを見くびっていたようね。そうよ。パティさんが古代の知識を活いかしたら、こちらとしても足をすくわれかねないもの」

「あんたは魔神なのに随分と慎重なんだな」

「ふふふ。前回あなたたちが倒したあの山や羊ぎとは違うの。でも、出来ればロンギヌスの槍を手元に置いてから正体を明かしたかったのに、私としたことがしくじったわ」

　こちらとしても危なかった。もしロンギヌスの槍を奪われていたら、相当面倒なことになっていただろうことは想像に難くない。

　一方で、混乱したようにずっと俺とチューネさんの間で視線を行ったり来たりさせていたパティは、愕がく然ぜんとしたように呟つぶやく。

「わ、わたしがあれだけ苦労して復活させた魔神が、どうしてこんなにあっさり……」

　確かにそれは俺も思う。魔神の復活はそう簡単に出来るものではないはずだ。何な故ぜならそのためには六柱神の魂を持つ者の血が必要であり、それを入手することは難しい。増してや魔神本体は封印されているのだから。

　その疑問をチューネさん自身があっさりと語る。

「六柱神の魂を持つ者自身が私の封印を解いてくれたのよ」

　……なんだって？

「魔神を復活させるにはそれなりの知識が必要なはずだが」

　それこそアイスマリー並みの知識が。

「私の封印を解いてくれた者は、私を抜いたらこの世界で一番知識を持った者なのよね」

　……は？　俄にわかには信じられない話だった。あのアイスマリーでさえ奇特な存在だ。俺は立場上多くの知識人に会ってきたが、アイスマリーの知識を抜くほどの人物に心当たりがない。

「私の話はこれくらいでいいでしょう。そろそろ本題に入りましょう」

　チューネさんは強引に話題を変えてくる。

「単刀直入に言うわ。あなたたち、私の仲間になりなさい」

「断る」

「あら。ずいぶんと即答するわね」

「当たり前だ。魔神の仲間になんかなるわけないだろ」

　チューネさんはこれ見よがしにため息を吐つく。

「根本的な勘違いをしているようだけれど、私たちは魔神などではないわ。『魔神』という呼称は長い歴史の中で人間が勝手にそう呼ぶようになっただけよ」

「……じゃああんたたちは一体何者なんだ？」

「始祖よ」

「始祖？」

「ええ。全すべての生物の始祖。それが私たち」

　……そんな戯たわ言ごとを信じるとでも思っているのか？

「あら。賢いと思ったのだけど、意外と頭が固いのね。ま、あなたが信じようが信じまいが、事実は事実よ」

「………」

　魔神と呼ばれている者たちが全ての生物の始祖？　冗談がきつい。

「ちなみにどうして俺のことをそこまでして仲間にしたがる？」

「あの山羊が言っていなかったかしら？　神の国に行くには神の門を開ける必要があるの。その神の門を開けられるのはあなただけなのよ」

「じゃあ、昔はどうしたんだ？　マーサの日記によれば、大昔もあんたたちは神の国を目指したんだろ？　その時に俺はいなかった」

　チューネさんは口元を吊つり上あげると、

「昔はこの世界のありとあらゆるエネルギーを方はこ舟ぶねで吸い取って、その全てのエネルギーを神の門にぶつけて突破する予定だったの。現在の六柱神と呼ばれる子たちの妨害によって失敗しちゃったけどね」

　やはり六柱神が魔神を止めたという話は本当だったのか。

「ちなみに世界の全てのエネルギーを吸い取ったら、この世界はどうなる？」

「滅びるわね」

　ごくあっさりと言い放たれた真実に俺は息を呑のむしかなかった。

「ちなみに、あなたが仲間になってくれれば、神の門にぶつける予定だったエネルギーを神本体にぶつけることが出来る。確実に神を倒せるわ」

　神を倒す、だって？

　……というか、どの道この世界を滅ぼすつもりなのかよ。やっぱりこいつら、魔神じゃないか。

「あんたたちの仲間になれという話を俺が断ったらどうする？」

「無理矢理にでも従ってもらうわ」

「……一応訊きくが、見逃してくれないか？」

「それは出来ない相談よ。特にパティさんの方は古代の知識を引き出せる分、絶対見逃すわけにはいかないわね」

　……古代の知識を引き出す、だって？

　いや、それよりも──

「……パティを殺すつもりか？」

「そんなことしないわよ。だってパティさんは貴重なサンプルだもの！」

「サンプル？」

「ええ。彼女の存在は凄すごいわ。彼女は人間に似せて作られてはいるけれど、人間ではないの。それなのにリューイさんと愛を育はぐくんでいるのだから！」

　鼻血を垂らしながら興奮気味に叫ぶチューネさん。正体を明かしても変態は変わらなかった。

「私の夢は、リューイさんとパティさんの子供を神の国で繁殖させることなの。『神の子』と『始祖の分身』のハーフ。そこから人類は新人類へと進化するのよ！」

　……この人、そんなとんでもないことを考えていたのか。

　でも、こんな変態に構っている暇はない。

　俺はどうにかしてロンギヌスの槍の元へ近付けないか隙を窺うかがっていたのだが──

「ヘルファイア」

　──ゴウッ!!

　俺たちの周りを業ごう火かが取り囲む。

　見ればチューネさんの右手が淡く光っていた。今のは彼女の放った魔法だ。

　しかもかなり強力な魔法だった。

「ふふふ。行かせないわよ」

　どうやら俺の意図を見抜いていたらしい。チューネさんは早くも次の魔法を放とうとしている。

　俺も戦闘態勢を取るしかなかった。

「パティ。俺から離れるなよ」

「は、はい！」

　俺は腰を落とし、チューネさんの攻撃に備える。

「あらためて自己紹介するわね。私は始祖六将の一人、『魔将チューネ』」

　彼女の魔力が高まる。結局やるしかないのか……くる！

「ファイアボール」

　無詠唱の低級魔法。……なのにでかい！　ファイアボールは一般的に人間の頭ほどの大きさの炎の球だ。しかし彼女の手の平からは大人の男性が三人は入りそうなほどの炎の球体が放たれた！

「くっ！　八はち門もん遁とん甲こう……開かい門もん、休きゆう門もん、生せい門もん……解放！」

　俺はスキルで体の性能を上げると、聖剣ルーンブレイクを一いつ閃せんさせて炎の球を斬きる。ルーンブレイクは持ち手の魔力が上がるほどに切れ味を増し、さらには魔法すら斬ることが出来る聖剣だ。

　──ズバンッ！　単なる低級魔法とは思えぬ手ごたえが剣の柄つかを握る手にかかる。同時に炎の球は真っ二つに切れて消え去った。……どうにかなったか。

　しかし俺は目を見開く。

　何故ならチューネさんが既に次の魔法の用意をしていたからだ。

「アイスアロー」

　今度は大きな氷の矢がこちらに向かって飛んでくる。……こんな短い間隔で魔法を放てるなんて……!?

　俺はルーンブレイクで氷の矢を弾はじき、どうにか凌しのぐ。

　──が、そこからも魔法の連続攻撃は続いた。

「サンダーランス」

「ロックロック」

「リーフカッター」

　めまぐるしく襲い掛かる多種多様な魔法。俺はひとつひとつ、どうにかして聖剣ルーンブレイクで凌いでいく。

　どこで途切れるとも知らない怒ど濤とうの魔法攻撃は続き、やがて焦りが生まれ始めた頃ころ──ふと、その魔法攻撃が途切れる。

　どうしたのかと思って見てみると、チューネさんの背から這はい寄よるパティの姿が。──いつの間に……。

　しかし、チューネさんの手が脇わきの下から後ろへと回されていた。

「危ない、パティ！」

「アイスアロー」

　今まさにピアシングダガーをチューネさんの背中に振り下ろそうとしていたパティだが、目の前に生まれた氷の矢を躱かわすため、とっさに身を屈かがませる。

　氷の矢は、パティの髪を掠って、ぎりぎり直撃を免れる形で飛んで行った。

　パティはすぐにバックステップでチューネさんから距離を取る。

「甘いわね。あなたのやり方はお見通しよ」

　今思えばチューネさんはずっと俺たちの戦いを見ていた。つまり、俺たちへの対策は既に立っているということか……。くそ……厄介だな。

　しかし俺たちには考える時間すら与えられなかった。

「ほら、休んでいる暇はないわよ。──サンダーランス」

　チューネさんが左手をパティの方に、右手を俺の方に向け──

　俺は目を見開く。なんとチューネさんの両方の手の平からサンダーランスが出現し、俺とパティそれぞれに向かって雷の槍が飛んできたのだ。

　俺は聖剣ルーンブレイクで弾き、パティは持ち前の機動性を活かして躱すが、どちらもギリギリだ。

　まさか一度で二つの魔法を生み出すとは……！　そんな芸当が出来る者はこれまで見たことがない。もちろん魔法剣士時代の俺にも出来なかった芸当だ。

　チューネさんは舌なめずりする。

「いいわね。そういう顔、好きよ。──ファイアボール」

　今度は二つの炎の球がそれぞれ俺とパティに襲い掛かる。

　……まずい。俺はともかく、パティがあんなものを食らったら、ただでは済まない。特にパティは相手の意識外から攻撃を仕掛けるタイプだ。相手に認識されている状態ではかなり脆もろい。

　俺はルーンブレイクで炎の球を掻かき消けすと同時に前に出る。とにかくチューネさんの意識を俺に向けさせるしかない。

「うおおおおおおおおおおっ!!」

　俺は剣を振りながらチューネさんに近付こうとするが、

「ロックロック」

「リーフカッター」

「ウインドハンマー」

　次々と襲い掛かる魔法に、「く……！」俺は剣で魔法を斬るだけで精一杯だった。

　ただ、さすがに連続で一度に二つの魔法を撃ち出すことは出来ないのか、俺とパティの両方に向かって魔法が飛んでくるのは多くても二回に一度だ。つまり、パティの負担を減らすことには成功したことになる。

　その隙すきにパティはチューネさんに攻撃を仕掛けようとしているが、やはりそう上う手まくはいかないみたいだ。彼女も魔法を躱すことで精一杯に見える。

　……くそ。せめてクリエイトゲートスキルでオリハルコン製の門を作れれば、チューネさんの魔法をある程度簡単に止めることが出来るのに。

　しかし、この場所はどこも平へい坦たんで門を作れる箇所がない。

　周りのオリハルコンの山の方まで行けばそれなりに門を作れそうな箇所はあるが、距離が離れているのでそこまで行く方がデメリットが大きい。それにラーマの町の外の岩場に比べてごつごつした場所が乏しく、意外と門を作れる箇所は少ない。念のためにさっき一つだけでも門を作っておいてよかった。そうでなければ戦うことすら出来ずやられていただろう。

　しばらくの間、チューネさんの放つ魔法を剣で斬るだけの作業が続いた。

　……こうなったらチューネさんの魔力が尽きるのを待つしかない。これだけ間断なく魔法を放っているのだ。魔力の消費はそれなりに激しいはず。

　そう思った俺だったが、徐々にその思惑が外れていることに気付く。

　──一向にチューネさんの顔に疲労の色は窺えなかった。

　逆に体に負担のかかる八門遁甲スキルを使っている俺の方に疲労が溜たまっていく。

「ふふふ。《無限の魔力》と謳うたわれたこの私の魔法をいつまで凌げるかしら」

　魔法を放ちながらも、チューネさんはまるで俺の葛かつ藤とうを見透かしたようなことを言ってくる。とてもマズイ……。

「それに比べ、私は一度見た攻撃は食らわないわ。あなたたちの戦いはこの目でじっくり見させてもらった。だから絶対にあなたたちの攻撃が私に当たることはない」

　………。

　だったら。

「パティ」

「はい！」

　俺の呼びかけで、パティは魔法を掻かい潜くぐりながら俺の元へと戻ってきた。

　そして、俺の陰に隠れると、俺が魔法を斬る瞬間を見計らって前に出ようとする。

「甘いわよ！　アイスアロー！」

　俺とパティの両方に向けて魔法が放たれるが──

　実はパティの動きはフェイントだった。すぐにまた俺の後ろに隠れたパティは、俺が魔法を斬った瞬間に今度は反対側から攻撃を仕掛ける。

「なっ……！」

　不意を打たれた顔をするチューネさん。

　──二つの魔法を同時に放った時のチューネさんは、次の魔法までの感覚が若干長い。

　その隙を突き、パティが一瞬で間合いを詰める。

「くっ、ファイアボール！」

　慌ててチューネさんが炎の魔法を放ち、パティは途中で攻撃を断念して回避。すぐに俺の元へと戻ってくる。

　その間に今度は俺が距離を詰めていた。

「舐なめないで欲しいわね！　リーフカッター！」

　吹き荒れる木の葉の舞い──鋭い葉先が俺を切り刻もうと襲い掛かるが、俺は剣を振るった際の風圧でそれらを吹き飛ばす。

　そしてまたその隙を突いてパティが俺の後ろから飛び出そうとしていた。

「見えているのよ！　ロックロック！」

　岩の蛇がパティを捕えようと地面を走ってくる──が、またフェイント。パティは既に俺の後ろに隠れている。

「くっ、また逆から来るつもりなの!?　サンダーランス！」

　チューネさんの両方の手の平から雷の槍が生まれ、俺と、俺の後ろ──先程と反対側から出ようとしていたパティの二人に向けて飛んでくる。

　俺は剣を振るって雷の槍を弾いた。

　一方、パティは──反対側にその姿はない。

「なっ!?　い、一体どこに……」

　眉を顰ひそめるチューネさんだったが、次の瞬間、ハッとして体を横にずらす。

　ワンテンポ遅れて、パティのピアシングダガーが真後ろからチューネさんが元いた場所に向かって振り下ろされた。惜しい！　もう少しで背中に刺さっていたのに。

「い、いつの間に後ろに……!?」

　チューネさんは驚きよう愕がくしながらもファイアボールで牽けん制せいし、パティから距離を取った。パティは再び俺の元へと帰ってくる。

「ど、どうして……!?　あなたたちの動きは完かん璧ぺきに見切っているはずなのに……！」

「簡単な話だ。今までの俺たちの動きを見られていたなら、見たことのない動きをすればいいだけだろ」

「そんなこと、簡単に出来るはずはないでしょう!?」

「俺とパティなら出来る」

「まさか、こんな短期間でここまで息を合わせてくるなんて……！　まるで同じ意思を持った二つの個体を相手にしているみたいだわ」

　皮肉なことに、チューネさんに鍛えられたパティとのアイコンタクトがそれを可能にさせていたりする。何も言わずともパティがどう動くかが分かるのだ。たとえ俺の後ろにいる状態であろうとも。

　彼女との連携がこれほどの力を発揮するとは俺も思いもしなかった。昔、魔法剣士だった時、自分一人で戦っていた時よりも、何倍も戦いやすい。

　一方、追い詰められたチューネさんはというと、何故か喜色満面で叫び出す。

「素晴らしいわ！　やっぱりあなたたちは結ばれるべきなのよ！　やっぱり欲しいわ！　あなたたちの子供が!!　……ふふふ、契約の首輪を嵌はめて、毎晩のように一緒に寝かせてあげる」

　涎よだれを垂らしながら欲望丸出しで叫ぶチューネさん。こんな変態に付き合ってられるか。……内容的には悪くない案だけどね。

　あとパティの顔が真っ赤である。

　でも、それどころではない。何故なら既にチューネさんが攻撃態勢を取っているからだ。

「本気を出していないのはあなたたちだけだと思わないことね。見せてあげるわ、始祖の戦い方を」

　再び膨ふくれ上あがるチューネさんの魔力。

「ファイアボール！」

　先程までとは気合が違う。生み出された炎の球も大きかった。……なるほど、本気を出していなかったというのは本当みたいだな。

「アイスアロー！」

「リーフカッター！」

「サンダーランス！」

「ロックロック！」

　次々と飛んでくる魔法はいずれも先程より大きい。

　俺とパティはそれぞれ息の合った動きで魔法を躱しつつ、相手の隙を窺う。

　しばらくの間、俺とパティがチューネさんの魔法を躱すだけの時間が続いた。

　じっと相手の隙を探り続ける。

　──そして、やがてその時はやってきた。

「ファイアボール！　……ふぅ」

　続けざまに魔法を放ち続けたせいか、チューネさんが小さく息を吐いた。

　それはほんの僅わずかな隙だった。

　──しかし、俺とパティはその隙を見逃さない。

「パティ！」

「はい！」

　俺とパティは仕掛ける。

「くっ！　サンダーランス！」

　前後に重なった状態で前に進む俺とパティに向かってチューネさんが慌てて雷魔法を放った。俺はそれを剣で弾くと見せかけ、横に躱してそのまま前進する。後ろにいたパティは寸分違たがわず俺の動きに合わせているために同時に躱していた。

　そこで先程と同じようにパティが右、左とフェイントをかける。

「どっちなの!?　アイスアロー！」

　チューネさんは俺とパティ、二人に向かってそれぞれ氷の矢を放ってきた。俺は剣で弾き、右に出る動きをしていたパティは動かず、そちらの氷の矢は後ろへと逸それて行った。

　──二つの魔法を同時に放つことは連続では出来ない。俺たちが攻撃を仕掛けるとしたらここしかない！

　俺はさらに前進する。一方でパティはというと──実は既にチューネさんの後ろを取っていたりする。

　俺とパティの同時攻撃。これでチューネさんはどちらかにしか魔法を放つことが出来ない。

「ファイアボール！」

　チューネさんはとっさに後ろから迫っていたパティに反応し、そちらに向かって炎魔法を放った。

　──俺の方を捨てたか？

　パティがしっかり魔法を躱すのを確認しつつ、俺はチューネさんに向かって剣を振りかぶった。

　──もらった！

　そう思った時だった。

「ダークバインド」

　突如、俺の足元から黒い闇やみの触手が飛び出し、俺の体を搦からめ捕とる。

　な、なんだこれ!?　動けない！

「どうかしら？　ダークバインドの威力は」

　見ればいつの間にか俺を中心として大きな魔法陣が描かれていた。

　……設置型の魔法!?　いつの間にこんな魔法陣を描いていたんだ!?

「私がただ翻ほん弄ろうされて動き回っていると思った？　残念だったわね」

　どうやらチューネさんは動き回りながら魔法陣を少しずつ描いていたらしい。力だけではなく、そのような芸当も出来るとは……。

　チューネさんは俺に手の平を向ける。……やばい！

「さようなら。目が覚めたら、あなたは私の可愛かわいいペットになっているわ。パティさんともども、たっぷりと可愛がってあげるからね。──サンダーランス」

　雷の槍が、動けない俺に向かって飛んでくる。

「く……！」

　俺はその場から脱出を試みるが、しかし闇魔法──ダークバインドにより生み出された闇の触手は俺の体をがっちりとホールドしており、逃げることが叶かなわない。

　俺はとっさに八門遁甲をもう一段解放しようとするが……もう、間に合わない！

　その時だった。




「アイスアロー！」




　別のところから声が聞こえてくる。

　目の前まで迫っていたサンダーランスに、横から飛んできたアイスアローが直撃し、魔法は相殺された。

「リューイ！」

　後ろを見れば、ミロ、スノートラ、アイスマリーの三人が駆け寄って来るところだった。今の魔法はアイスマリーのものか！　助かった！

「今、その拘束を解いてやるからの。どっせえええい!!」

　スノートラが巨大槌つちを思い切り振り下ろすと、パリンッ、という音を出して、闇の触手は消え去った。

「ありがとうアイスマリー。それにスノートラも」

　そう言うと、暗黒騎士がズシャッと一歩前に踏み出す。

「……あたしは？」

「え？」

「あたしへの感謝は!?　ここまで一生懸命追いかけてきたんだけど！」

「あ、ああ、ミロもありがとう」

「よし」

　なんとか納得してくれた。

　でも、よく見れば三人ともボロボロだ。随分無理して追いかけてきてくれたのだろう。本当にありがたい。

「しかし、どうやらあのチューネという女はとんだ女め狐ぎつねだったようじゃのう」

「ああ。三人とも気を付けてくれ。あの人は魔神だ」

『なっ……!?』

　スノートラ、ミロ、アイスマリーの三人はそれぞれ絶句していた。

「どうやら冗談、というわけでもなさそうじゃの」

「これは無理してでも追いかけてきた甲か斐いがあったかもね」

「………」

　スノートラとミロの顔に緊張が走る一方で、アイスマリーは何やら考え込んでいる様子。

　彼女はチューネさんに向かって唐突に口を開く。

「あなたはどうやって封印を解かれたのですか？」

　そのくだりはさっきもうやったのだが、アイスマリーにとっては見過ごせない問題だったらしい。

「現れるなり、なんなのかしら？　私は邪魔をされて腹が立っているのだけれど」

「答えて下さい」

「別に。さっきリューイさんたちにも言ったけれど、私の協力者が六柱神の血を引く者だっただけよ」

「あなたを封印した六柱神は？」

「現代では知識の神と謳うたわれているニースちゃんよ」

「……もしかして、あなたを復活させた協力者とは、大賢者フロストキースですか？」

「！　あ、あなた、どうしてその名前を……!?」

　チューネさんの顔色があからさまに変わった。

　……大賢者フロストキース？　聞いたことがない名前だ。

『大賢者』とは六英雄職の一つだ。そんなに有名なら耳に入っていないのはむしろおかしいのだが……。

「………」

　全員の視線が集中する中、しかしアイスマリーは何も答えなかった。

「……まあいいわ。あなたにも後で、契約の首輪を付ける必要がありそうね」

　さっきからちょくちょく出てくる『契約の首輪』とは奴隷に付けるもので、ご主人様に絶対に逆らわないようにするアイテムである。……俺はあまりこのアイテムが好きではない。出来ればこの世界から消してしまいたいアイテムだった。

　まあ、今はそれどころではないか。

「アイスマリーにも、俺やパティにもそんな首輪付けさせるわけにはいかない」

「いいえ、絶対に付けるわ。特にリューイさんとパティさんにはね」

　そのセリフに俺は訝いぶかしく思う。何故ならチューネさんに何の焦りも見えない。

「俺とパティでも互角だったところに、ミロ、スノートラ、アイスマリーの三人も加わったんだ。あんたに勝ち目はない。出来れば降参してくれないか」

　そのように勧告してみたのだが、チューネさんはくすりと笑う。

「降参する必要なんてないわ」

「何故だ。あんたの力はもう分かった。この五人なら負けることはない。それはあんたにも分かっているはずだ」

「あら。今までが私の本気だなんて、いつ言ったかしら」

　……なに？

「だってそうでしょう。私はまだ本当の姿すら見せていないのだから」

　……そういえば、彼女はずっと人間の姿のままだが……。

　──まさか、真の姿があるとでも言うのか？

　嫌な予感がした。

「ふふ。特別に見せてあげるわ。始祖六将の一人、魔将チューネの本当の姿をね」

　彼女はそう言うと、手で特殊な印を切り始める。見たことのない印だ。

　同時に何やら呪じゆ文もんを詠唱し始めており、それに伴ってチューネさんの魔力がどんどん高まっていく。

「……な、なんて力なの……!?」

　ミロが呟いた。確かに凄すさまじい潜在能力を感じる……。

　俺は相手の隙を突いて攻撃を仕掛けられないか考えていたが──

　──今突っ込んだら間違いなくやられる。

　あの魔法はチューネさんの力を解放すると同時に、強い呪じゆ詛そを周りに放っていた。

　──さらには、チューネさんを中心に強大な魔力の柱が屹きつ立りつする。

　凄せい絶ぜつな魔力の渦が辺りを奔流し、俺たちはその場に踏ん張るだけで精一杯だ。力のないパティとアイスマリーは共に俺にしがみついており、俺は二人が飛ばされないようしっかりと抱き寄せた。

　──やがて魔力の柱は消え、同時に魔力の渦の奔流も収まる。

　俺は油断なく、その中心であった場所に注意を向け続けていた。

　──そこにいたのは、チューネさんよりも一回り小さい女性。

　しかし、顔付きはチューネさんそのものだ。着ている物や特徴的な片かた眼鏡めがねも一緒だが、見るからに幼くなっている。

　ただ、鼻が人間のものではなく動物的になっており、頭の上部には丸く大きな耳が二つ。

「チュー！　これが本当のワタシの姿ヨ」

　……チュー？

「もしかしてネズミか……？」

「正解。ワタシは齧げつ歯し類るいの始祖なのヨ」

　ふふんっ、と、前に比べて随分と薄くなった胸を張るチューネさん。

　何故かもの悲しい気分になりながらも、俺は油断することは出来なかった。

　見た目は可愛らしくなったチューネさんだが、感じる魔力の波動は前と比べモノにならない。
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「……これほど見た目と中身が当てにならない奴はいないわね」

　ミロの言う通りだった。他の皆も一様に息を呑んでいる。

「チュー！　このワタシの力に恐おそれ戦おののいているようネ」

　……ダメだ。可愛いと思ったら負けだ。

　ただ、より戦いづらい見かけになったのも事実。

「もう一度訊きく。世界を滅ぼすなんてことはやめてくれないか。無駄な戦いはしたくない」

「それは聞けない相談ヨ。ワタシは神を倒して神の国に行くのヨ！　そのためにはこの世界のエネルギー全てと、リューイさんの力が必要なのネ」

　まるで子供の駄々っ子だ。スケールはケタ違いだが。

「そっちこそ、素直にワタシの仲間になればいいのヨ」

「この世界を滅ぼすのと、神を倒すのと、俺とパティをペットにして子供を産ませようとするのを全部やめるなら考えるけど」

「それは出来ない相談なのヨ！　全部ワタシにとって必要なことなのヨ！」

　フンガーッ、と、鼻息荒く拒否してくるネズミチューネさん。やっぱり子供の我わが儘ままにしか見えなかった。だけど事が事だけにタチが悪いなんてものじゃない。やはりこんな可愛らしい見掛けでも彼女は『魔神』なのだ。

「……ねえ、あんたとあの子をペットにして子供を産ませるって、どういうこと？」

　肩に置かれたミロの手に籠こもる圧が凄い。でもその話は後でね。

「そもそも、どうしてあんたは神の国に行きたいんだ？」

「ワタシは知らないことがあると、知り尽くすまで調べないと気が済まない性た質ちなのヨ。だからワタシは神の国のことがどうしても知りたいのよネ」

　……意外だった。魔神──彼女が自身で言うには生物の始祖か──でも神の国については知らないのか。

　だが、それ以前に──

「そんなことのために、この世界を滅ぼしてもいいっていうのかよ」

「そんなこト？　アナタにはそれがどれほどの価値があることか分からないノ？」

「少なくとも世界を滅ぼす価値があるとは到底思えないな」

「少しは賢いと思っていたのだけれど、ワタシの見込み違いだったようネ」

　それは俺も同じだよ。少しは話が通じる魔神だと思っていたのに。

　性格が違うだけで、結局は前回のあの山や羊ぎ魔神と目的は同じだ。

　──世界の滅亡。そんなことさせるわけにはいかない。

「まあいいワ。だったら、力ずくで言うことを聞かせてあげル」

「さっきも言ったが、こっちは五人もいるんだぞ」

「五人もいる、というのは語弊があるわネ。五人しかいない、の方が正しいデショ。それに合流した三人はお世せ辞じにも万全の状態には見えないわヨ」

　……確かにミロ、スノートラ、アイスマリーの三人は見るからに疲ひ弊へいしているし、地上に残した三人がここにいないのは痛い。特にエルフのアリエルは大きな戦力になったのだが。

「チュチュチュッ、ここまで引きずり込んだのは正解だったようネ」

　このネズ公……もとい、チューネさんはやはりそこまで計算した上で行動していたのか。

「さあ、見せてあげるわヨ。《無限の魔力》と謳われた、このチューネの本当の力をネ」

　彼女の魔力がさらに高まっていく。

　俺たちは一斉に構えを取った。

「ミロ。ディバインブレイドは使えるか？」

「あと一回が限界ってところね」

　あと一回か……。ミロの攻撃力は凄まじいものがあるが、今回ばかりは限定的にしか期待できなそうだ。

　スノートラとアイスマリーもかなり疲弊している。

　──やはり、ここは俺が最前線に出るしかない。

　そのように覚悟を決めた瞬間だった──

「ボルカノン」

　チューネさんの右手から放たれた魔法は、激しい炎の渦となって俺たちに襲い掛かる。

　中級魔法を無詠唱で──!?

　ボルカノンは炎系中級魔法だ。基本的に詠唱なしで放てる魔法ではない。

　俺は前にダッシュすると、ルーンブレイクで斬きりつける。

「う……おおおおおおおおおお……!!」

　なんという威力だ!?　気を抜いたらすぐに押し切られてしまう。そうすれば仲間たちが炎の渦に呑み込まれる。そんなこと、絶対にさせるわけにはいかない！

「おお……おおおおおっ!!」

　気合一閃、俺は剣を振り抜いた。それでどうにかボルカノンは消えてなくなる。

　──しかし次の瞬間、俺は目を見開く。

「ライトニングボルト」

　中級魔法を連続で──！

　今度は雷の閃光が俺たちに襲い掛かる。剣を振り抜いたばかりの俺はすぐに動けない……ダメだ、間に合わない！

「ライトニングボルト！」

　辛うじて、先程から密ひそかに詠唱していたアイスマリーの魔法が間に合った。

　同じ雷系中級魔法が目の前でぶつかり合い、激しい音と光を出してせめぎ合う。

　ズガガガガガガガガガガガガッ、パァンッ!!

　破裂するような大音声を出して、二つの雷の閃せん光こうは消え去った。……なんて光景だ。

　しかし……アイスマリーの詠唱ありの中級魔法と、チューネさんが軽く連続で放った無詠唱の中級魔法が互角か……。

「チュチュチュ、どうやら驚いたようネ。でも、休んでいる暇はないわヨ」

　そこからもチューネさんは連続で中級魔法を放ってくる。

「ブリザードレイン」

「アースクエイク」

「グリーンスネーク」

「グラビティブラスト」

　容赦のない中級魔法の嵐。しかも一発一発が通常の魔法使いが放つものと比較にならないほど強大。

　俺は全力でルーンブレイクを振るい、アイスマリーはなるべく詠唱を速くしながら中級魔法で対抗し、スノートラとミロは同時に巨大槌と暗黒大剣を叩たたきつけることによってどうにか凌ぐ。

　そんな中、パティが隙を見てチューネさんの方に忍び寄ろうとするが、

「パティ、動くな！」

「で、でも！」

「君があんなものを食らったら、ただでは済まない！」

　そう、チューネさんから放たれる魔法は先程よりも強力で大きい。パティが躱せるかどうか正直怪しかった。

　だが、あるところで魔法の嵐が止やむ。

　訝しく思う俺の耳に、チューネさんの声が聞こえてくる。

「赤き世界の主あるじよ　炎えん獄ごくの王よ」

　その詠唱に俺はギョッとする。あれは上級魔法の詠唱だ。

「汝なんじの烈火の炎にて　我らが敵を燃やし尽くせ　ハイフレア」

　まるで太陽のように煌こう々こうたる真紅の球体が、俺たちの視界を覆った。

　──まずい！　俺はとっさに前に出てルーンブレイクで斬りつける。が、

「ぐあああ……！」

　まるで斬れる気がしない。どんどん後ろに押されていく。

「はあああっ!!」

「おおおっ!!」

　両隣からミロとスノートラも真紅の球体に向かって武器を振り下ろした。

　多少はマシになったが、それでも三人そろって後ろへじりじりと押される。

「ハイブリザード！」

　ようやく詠唱の終わったアイスマリーの氷系上級魔法が炸さく裂れつ。猛烈な吹雪ふぶきが真紅の球体に襲い掛かり、そこでやっと俺たちが後ろに押されるのが止まる。

「うおおおお……！」

「くうう……！」

「ぬおお……！」

「うう……！」

　俺、ミロ、スノートラ、アイスマリーがそれぞれ本気で押し返そうと踏ん張る。

　四人は呼吸を合わせると、同時に押しかかる力を上に逸らし、真紅の球体は向きを変えてオリハルコンの山の方へと飛んで行った。

　──ズ、ボオオオオオオオオオオオオオオ……!!

　直下した場所が真っ赤に照らされ、激しく燃え盛る。

　……危ない、あんなものを食らっていたらと思うとゾッとする。

「ハイフレア」

　……え？

　視線を戻した先で、チューネさんが真紅の炎球をもう一つ生み出していた。

　──上級魔法を連続で……！　そんなバカな……！

「同じ魔法を二回連続して放つワタシの固有スキル──『連撃魔』ヨ」

　連撃魔……そんなスキルが……！

　たった今、全力で凌しのいだばかりの俺たちには、もう一つのハイフレアに対抗する術すべは無かった。皆、力を出し切ったばかりの状態で、武器すら構えていない。

　迫りくる巨大な太陽。

　──全滅。

　その言葉が俺の頭を過よぎった。

　──少なくとも仲間だけでも守らなければ。

　俺の体はとっさに前に向かって動いていた。

　──せめて、俺の体で受ければ皆は助かる。

　その想おもいで走ろうとした俺だったが、誰だれかに首根っこをぐいっと引っ張られて後ろへと飛ばされる。

　一体誰が──？

　その正体はスノートラだった。彼女は俺を後ろへ飛ばすと、最前線に自らの身を躍らせた。

　そして──

　巨大な真紅の炎はスノートラに直撃。

　一瞬にして辺りを激しい炎と爆風が支配し、凄まじい衝撃に俺たちは後ろへと吹き飛ばされる。

　しかし、実質的なダメージはほとんどなかった。それはスノートラが自分の身を挺ていして守ってくれたからだ。

　だけど、スノートラは……。

「スノートラ！」

　俺は目を凝こらして爆炎の中心を見る。

　やがて、炎の渦が消えた時、そこに見えたのは──

　全身から煙を上げ、両手を広げ仁王立ちしているスノートラの後姿だった。

　彼女はゆっくり後ろへと倒れていく。

「スノートラ!!」

　俺はダッシュして彼女を抱きとめた。スノートラの体は異常なほど熱を帯びている。

「スノートラ、しっかりしろ！」

「さ、さすがのわしも、ちょっと熱かったわい……」

　俺はホッと息を吐く。結論から言えばスノートラは無事だった。さすがはスノートラの防御力と言うしかない。

「無茶をするな」

「すまんのう。わしはもう役に立ちそうにない……」

「そんなことはいい。もう喋しやべるな」

　俺はスノートラの小さな体をぎゅっと強く抱く。

「フンッ、余計なことしてくれちゃったわネ」

　チューネさんの声。

「でも、さすがの体力お化けもこれでリタイアみたいネ」

　俺は初めてチューネさんに対し怒りが込み上げてきた。

　目の前で仲間をやられることは何よりも腹が立つ。

　俺はスノートラの体を床に降ろすと、剣の柄に手を掛け走り出そうとした。が、それを後ろから誰かに止められる。パティだ。

「待って下さい！　無暗に突っ込んでも相手の思うつぼです！」

「仲間がやられたんだぞ！　絶対に許せない」

「お願いですから冷静になってください！　お願いですから……！」

　俺が尚なおも間に出ようとするのを、パティは全身で止めてくる。その体は震えていた。

　俺は自分が怒りに支配されているだけであることを、ようやく理解する。

　おかげで少しずつ落ち着いていくのが分かった。

「ごめん、パティ。もう大丈夫だから」

　パティがホッとした顔を見せる。

　……確かに、ここで突っ込んでも何の解決にもならない。

「チュチュチュ、クレバーかと思ったら、リューイさんは意外と激情家ネ。そんなにお仲間が大事なのかしラ」

　煽あおっても無駄だ。パティが体を張って止めてくれたからな。

　だが、ピンチは依然変わっていない。

「万全の状態でないのが悔やまれるわね……」

　万全だったら何とかできたと言わんばかりのミロ。さすがに強気な発言だが、彼女から現状はどうにもならないという思いが伝わってくる。

「……打開策が見つからない……」

　同じ魔法使いであるアイスマリーは、恐らく一番チューネさんの力を理解しているに違いない。それこそ嫌になるほど。

　だが、魔法のエキスパートであるアイスマリーをもってしても打開策が見つからないというのは、心に重くのしかかった。

　皆の顔に焦燥と絶望が浮かび始めた時──

「一つだけ現状を打破できる秘策があります」

　そのように言ったのはパティだ。

「なんだって？」

「ロンギヌスの槍やりです。あれを手に入れられれば、恐らく現状を打破出来ます」

　……ロンギヌスの槍。

　確かに俺たちはそれを手に入れにここまで来た。しかし、本当にあの槍にそれほどの力があるのだろうか？　それはとても不確かなものに思えた。

　パティは懐からロンギヌスの宝ほう珠じゆを取り出すと、

「魔神の分身であるわたしには何となくそれが分かります。……リューイくん、わたしを信じてくれませんか？」

　パティに言われて、信じないはずがない。

「分かった。その作戦でいこう。何としてもロンギヌスの槍を手に入れる」

　俺のその一言で、ミロとアイスマリーも頷うなずいてくれた。

「チュチュチュ、全部聞こえているわヨ。そんなことさせるわけがないデショ」

　チューネさんは笑いながらそう言うが……止めるということは、パティの発言が正しいことの裏返しでもある。

　──ならば全力であの槍を取りに行く。

　ロンギヌスの槍はチューネさんを挟んで向こう側にある。となると、どうしても彼女の横を抜けていくしかない。

「あたしたちが全力で援護するわ。あんたたちは槍に向かいなさい」

　ミロの発言にアイスマリーが頷く。つまり、ミロとアイスマリーが援護してくれる間に、俺とパティで槍の元に行けということだ。

　俺とパティは、ミロとアイスマリーに頷き返し、全員で戦闘態勢を取った。

「チュチュチュ、五人でもどうにもならなかったのに、四人でどうするというのかしラ」

　チューネさんは嘲あざけるように笑うが──

　戦いは足し算ではない。俺はパティと共に戦ってそれをよく理解した。

　仲間と呼吸を合わせることは、時に何倍もの力を引き出してくれることを──

「行くぞ！」

「はい！」「ええ！」「了解」

　俺とパティとミロが一斉に走り出し、アイスマリーは魔法の詠唱を始めた。

「無駄だと言っているのヨ。──ライトニングボルト」

　こちらの出方を挫くじくように、凄まじい雷の閃光が俺たちを襲う。

　──だが、これは予想の範囲内だ。

　まずは、俺が止める。俺は最速で最前線に出ると、ライトニングボルトを正面からルーンブレイクで斬りつけた。

「ヌ……？」

　援護の対象だった俺が真っ先に対応したことが意外だったのか、チューネさんは短く声を上げた。

「はっ！」

　俺がライトニングボルトを切り伏せると、チューネさんは次に氷の中級魔法を放ってくる。

「ブリザードレイン」

「ブリザードレイン！」

　チューネさんと、詠唱を終えたアイスマリーの氷系中級魔法のぶつかり合い。氷の雨が空中で激しく衝突した。その間にミロがチューネさんに接近する。

「小こ癪しやくナ……ボルカノン！」

　激しい炎の渦が地を這はってミロへと襲い掛かるが、彼女は走りながら既にあの技の詠唱をほとんど終えていた。

「傲ごう慢まんなる暴虐の王よ　契約のもとミロ・ファルカスが命じる　その偉大なる力を以もつて我が敵を打ち払え　ディバインブレイド!!」

　ミロの暗黒大剣──ムーンブルグが魔力のオーラに包まれていく。まるで太陽が闇に覆われたような赤黒いオーラ──凄まじいほどのエネルギーがそこに集約されていた。

　ミロはたったの一振りでボルカノンを消し飛ばす。

「な、なんて力なノ!?　──アースクエイク！」

　チューネさんは驚愕しながらも地系中級魔法を放ってくる。

　ミロを中心として強大な地響きが襲い掛かるが──

「ふんっ！」

　ディバインブレイドで地面を払っただけで地響きは収まった。

「……話には聞いていたけど、こんなに厄介な奴がいたなんテ……まずはあなたをなんとかしなければならないようネ。──グラビティブラスト！」

　黒い重力の光線がミロに向かって走っていく。

　ミロはそれもディバインブレイドで斬り伏せようとするが──急に、フッ、と、ミロの剣から赤黒い輝きが失われる。

「しまった……!?」

　……時間切れか。やはりここまで来るまでに体力を使い過ぎたのだ。

　ミロは慌てて躱そうとするが、時は既に遅く、グラビティブラストが直撃し、黒い重力の渦がミロの体を捩ねじり潰つぶそうと襲い掛かる。

「うああああああああああああああああっ!!」

「ミロ！」

「あ、あたしは、こんなものに負けないわ！　構わないで行きなさい！」

　ミロは苦しげな呻うめき声ごえを上げながらもロンギヌスの槍を指し示す。

　……足を止めるわけにはいかない。そんなことをしたら、後でミロにぶっ飛ばされてしまうだろう。

　向こう側では、ロンギヌスの宝珠を握ったパティが既にチューネさんの横を通り過ぎようとしていた。

「行かせないわヨ！　──グリーンスネーク！」

　巨大な蔦つたが蛇のように蠢うごめきながらパティへと迫る。

　パティはチューネさんを挟んで俺とは反対側を走っている。俺にはどうにも出来ない。

　しかし、心配はいらなかった。

　──ブォンッ、ブォンッ、ズガンッ!!

　巨大な槌が飛んできて、緑の蔦の蛇を一撃で吹っ飛ばす。

　──スノートラか！　あんなボロボロの状態でも巨大槌を投げて援護してくれたのだ。

「くっ、死にぞこないガ……！　──ライトニング……ハッ!?」

　そこでチューネさんは気付く。アイスマリーが聞いたこともない魔法の詠唱をしていることに。

「主にして唯一の神　絶対なる光の力」

　アイスマリーの右手に聖なる光が灯ともる。

「傲慢なる暴虐の王　空と大地を切り裂く赤き光　大海を飲み込む黒き闇」

　アイスマリーは左手に赤黒い輝きを纏まとう。

　彼女はいつも自分の背丈より大きな杖つえを媒体として魔法を放つのだが、その杖が今は宙に浮いていた。どうやらあの魔法は両手を使うらしいが……なんだあれは？　異なる二種類の力を使っている……？

「そんナッ!?　ワタシの知らない魔法がこの世にあるわけガ……」

　チューネさんは見たこともないほど驚愕を表情に出していた。

「これは黒魔法と白魔法の融合魔法です」

　アイスマリーは詠唱の合間に淡々と答える。

「そんなことできるわけがないデショ!?　しかも、どうしてその二つの力を使えるのヨ!?　その二つの力はどちらもこの世界にはないものなのヨ！」

「それはあのお二人の使うスキルを見てヒントを得ました」

　アイスマリーは俺とミロをちらりと見てくる。

　確かに俺の門番の隠しスキルは『唯一の神』の力を使うし、ミロのディバインブレイドは『暴虐の王』とやらの力を使う。だが、それは共に俺とミロだからこそ使えるものである。俺は得たスキルがたまたま『唯一の神』の力を借りるものだっただけであり、ミロに関しては恐らく彼女の『血』が関係している。

　アイスマリーのように、意図的にその力を引き出すことは、普通では考えられないことだった。

　──天才。

　今はその言葉しか思いつかない。

「聖と邪　光と影　表裏一体なる力　今、交わりて新たなる力となれ」

　詠唱を続けるアイスマリーに、チューネさんの表情が歪ゆがむ。

「くっ……！　──赤き世界の主よ　炎獄の王よ　汝の烈火の炎にて　我らが敵を燃やし尽くせ　ハイフレア!!」

　詠唱ありの大魔法。これでも詠唱をある程度省略しているのだが、チューネさんはそれにもかかわらず通常よりも強大な真紅の炎球を生み出した。そしてそれをアイスマリーの方へと放つ。
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　一方、アイスマリーの詠唱も完成する。

「主は全てを許し　悪魔は天上へと戻り　その仇あだする二つの力を以て　目の前に立たち塞ふさがりし全てを打ち払わん」

　アイスマリーが左右の手を合わせると、聖なる力と暴虐なる力が重なる。そして──

「アルティマカノン!!」

　合わせた両手の平から、聖なる光と赤黒い輝きが、烈々たる勢いでもって放たれた。

　白い光と赤黒い輝きが渦のようにぐるぐるとスクリューしながらチューネさんへと襲い掛かり──チューネさんが放ったハイフレアとぶつかった。

　──激甚たる威力と威力のぶつかり合い。

　しかし、あからさまにアイスマリーの放ったアルティマカノンの方が強かった。ハイフレアを押し返しつつ、一瞬にしてチューネさんの方へと襲い掛かる。

「ハイフレア!!」

　そこでチューネさんが二度目のハイフレアを放った。さっき言っていた彼女の固有スキル、『連撃魔』の力。

　二個の巨大なる紅ぐ蓮れんの炎が、白と赤黒のスクリューと激突する。

　それでもアイスマリーのアルティマカノンが徐々にチューネさんへと迫っていく。

「ク……し、始祖を舐なめないで欲しいのよネ!!」

　チューネさんは二つの巨大な紅蓮の炎を意図的に爆発させた。そのエネルギーによってベクトルの変わったアルティマカノンは逸れていき、ずっと向こうにあるオリハルコンの山にぶつかり──大爆発。

　オリハルコンの山が弾け飛ぶ。オリハルコンがバラバラになるとは……なんて力だよ。

「……この魔法が完成さえしていれば、仕留め切れたのに……」

　力を使い果たしたのだろうアイスマリーがその場に崩れ落ちる。

　が、十分だ。彼女が時間を稼いでくれたおかげで、俺とパティはそれぞれ左右からロンギヌスの槍を握るマーサ神像に大分近付いていた。

　……いける。

「パティさんさえ止めれバ……！　──ライトニングボルト!!」

　ルーンブレイクで魔法を斬り伏せることが出来る俺よりも、魔法への対策が無い上にロンギヌスの宝珠を持つパティの方を止めた方がいいと判断したのだろう。チューネさんは雷系中級魔法をパティの背中に向かって放った。

　しかしパティは軽やかなステップで雷の閃光を躱してみせる。どうやら最初からタイミングを図っていたらしい。さすがだ。

「たかだか分身なんかニ……！　止まりなさいヨ！　──ボルカノン!!」

　今度は炎の渦が地を走ってパティへと向かっていく。ライトニングボルトに比べ、ボルカノンは広範囲に渡る魔法だ。……さすがにあれはまずい！

　パティはロンギヌスの槍に向かうのをやめ、回避に専念し、横に逃げる。

　が、炎の渦は微かすかにパティの足を掠めた。

「う……！」

　パティが横に飛びながら、そのまま倒れる。

　彼女のブーツからは煙が上がっていた。

「パティ！」

「うう……！」

　彼女はすぐに起き上がろうとするが、深い火傷やけどを負ったのか立ち上がれない。

「チュチュチュ、残念だったわネ。ロンギヌスの宝珠を持ったパティさんがあの様子では、ロンギヌスの槍の封印を解くことは出来ないのヨ」

　チューネさんは既に次の魔法をパティに向けて撃つ体勢に入っている。あれではパティがロンギヌスの宝珠を俺に向かって投げようとしたら、容赦なく魔法を撃ちこむことだろう。

　──まあ、ロンギヌスの宝珠をパティが持っていたらの話だけど。

　俺は隙を見てロンギヌスの槍の元へと走り出す。

「……？　今さらリューイさんが槍の元へ辿たどり着ついたところで意味なんテ……ハッ!?」

　ようやくチューネさんは気付いた。パティが宝珠を持っていないことに。

　宝珠は既に俺の手の中にある。

「い、いつの間に!?」

　さすがパティ。相手を欺あざむくのがこれ以上なく上手い。魔神でさえいとも簡単に騙だます。

　彼女は一つ目の魔法を避よけた時に、雷魔法により視界が点滅している状態を利用して、密かに俺の方へと宝珠を投げていたのである。パティはチューネさんに背中を向けていたので、そのモーションは俺にしか見えなかった。

　そもそも最初からそうするつもりでパティは宝珠を俺に渡さず、自分で持ち続けたのだ。

　まあ、チューネさんは俺の戦闘の邪魔になるからパティが持っていたとでも思っていたのだろうが。

　俺は既にマーサ像の元へと辿り着いている。これでいかにチューネさんといえども、もう止められまい。

　皆の力があったから、ここまで来られたのだ。

「ま、待つのネ！」

　そんなわけにいくか。

　ロンギヌスの槍の上部──ちょうど柄と刃やいばの付け根辺りのくぼみ──俺は容赦なくそこに宝珠を嵌はめ込こんだ。

　すると──




『あなたに力を──』




　頭の中に何者かの声が響く。

　……俺が門番になった時に聞いた声とは違う。あの時の声は中性的な声だったが、これはあからさまに女性の声だ。

　──次の瞬間。石造りの槍が突如、ぐにゃりと動き出す。

　そこからぐにゃぐにゃと不確かな形を取りながらも徐々に形は整っていき、あるところで槍は像から離れ、俺の前へと降りてきた。

　それは元の石造りの槍ではなく、黒色をした、捉えどころのない形をした槍。

　刃の付け根で宝珠が赤くぼんやり光り、刃は宝珠を取り囲むようにして先端に向かって渦を巻いている。

　刃は禍まが々まがしいほどに研ぎ澄まされており、先端は鋭く尖とがっていた。




『ロンギヌスの槍は持ち手によって姿を変えます。それは今のあるべき姿です』




　また声が聞こえてきた。

『手に取って下さい。それはあなたのものです』

　俺は言われたまま槍を手に取ってみる。

　金属のそれとは違う手触り。一体何で出来ているのか全く分からない。

　ただ──ゾクリ。悪寒が背中を駆け抜ける。

　……この槍はヤバい。手に取った瞬間、この槍の力がよく理解出来た。

　チューネさんが一切油断のない目をこちらに向けていた。

「……どうなのヨ。その槍を手に取った感想ハ？」

「言ってしまえば、世界を丸ごと壊せそうな力が手の中にある感じだ」

「それはそうなのヨ。その槍の正体は、世界の理ことわりを壊す力。つまり、物質の根本を破壊する力なのだかラ」

　世界の理を壊す力……。なるほど、そう言われればしっくりくる。そりゃ神も殺せるかもしれない。

「これで分かったデショ。あなたは今や神をも殺せル。あらためて訊くワ。ワタシの仲間になるつもりはないかしラ？」

「それは何回も断っただろ」

「どうしテ？　あなたは神に取って代わることすら出来るのヨ。乱暴したことなら謝るワ。何ならアナタの配下になってもいイ。ワタシは神の国に行けるなら形は問わないのヨ」

「俺はそもそも神を殺すつもりなんてない」

「……そう、残念だワ。結局、力ずくでワタシの物にするしかないのネ」

「そっちこそいいのかよ。この槍の力はあんただってよく知っているんだろ」

「アナタはまだその槍の力を完璧に使いこなせなイ。だから今の内に叩くしかないワ」

　……そこまで読まれていたか。

　そう。確かにこの槍の力は俺には手に余る。

「ごめんリューイ。今のあたしたちは役に立ちそうにない」

　ミロが地面に膝をついたまま言ってきた。見れば他の皆も満まん身しん創そう痍いだ。

　だが──

「みんな。ここまでありがとう。後は俺が何とかしてみせる」

　俺はロンギヌスの槍を、ぶん、と振るう。それだけで世界が揺れた錯覚に陥った。

「慎重に扱って欲しいのよネ。下手をしたら今この瞬間に世界が壊れてしまうのヨ」

　チューネさんのそのセリフは冗談には思えなかった。

　世界にダメージを与えないように使わなければならない。……俺に使いこなせるか？

　否。使いこなす。

　俺は前に向けて走り出した。

「ボルカノン！」

　炎の渦が地を這って向かってくる。

「はあっ！」

　俺は槍を振るって炎の渦を打ち消した。その瞬間、ドンッ！　という強烈な衝撃が辺りを襲う。

「きゃああああっ!!」

　あのミロが悲鳴を上げるほどの衝撃。他の皆も苦しそうに蹲うずくまっていた。

　……まずい。世界が悲鳴を上げている。もっと力を抑えなければ……！

「ライトニングボルト！」

　今度は凄まじい雷の閃光が俺を襲うが、

「ふっ」

　俺は槍の力を抑えつけながら柄を振るった。すると──スパンッ。雷だけが綺き麗れいになくなった。よし、今のは結構上手くいった。

「くっ、ブリザードレイン！」

「グリーンスネーク！」

「アースクエイク！」

「グラビティブラスト！」

　チューネさんが次々と中級魔法を撃ってくるが──

　パンッ、パンッ、パンッ、パンッ。

　俺が四度振るった槍によって全て消滅。その間に間合いを詰めていく。

「まさか初見でそこまでロンギヌスの槍を使いこなすなんテ……！　──赤き世界の主よ　炎獄の王よ」

　顔を歪ゆがませながらも大魔法の詠唱を開始するチューネさん。

　しかもその間、魔法名すら唱えずに次々と低級魔法を撃ってくる。同時並行で大魔法の詠唱も続けていた。

　……まだこんな隠し玉を持っていたのか。

　低級魔法が飛んでくるせいで俺はチューネさんに一気に近付くことが出来ない。

「汝の烈火の炎にて　我らが敵を燃やし尽くせ　ハイフレア!!」

　大魔法が完成し、強大な真紅の炎球が俺に向かって降ってくる。

　先程は仲間全員でどうにか止めたほどの一撃だが──

　俺はロンギヌスの槍を振り上げる。

　優しく。あの大魔法だけを消す感じで。

　──パァンッ。

　炎の大魔法はそれで消えた。

「ハイフレア!!」

　チューネさんの連撃魔法。だが、

　──パァンッ。

　結果は同じだった。

「そんナ……」

　愕然とした表情のチューネさんだが、それでも次の魔法の準備に移ろうとしていた。

　──させない！

　俺は一気に距離を詰め──ズンッ！

　確かな手ごたえと共に、ロンギヌスの槍はチューネさんのわき腹を貫いていた。

「ぐフッ……」

　チューネさんが短く息を吐いた。が、血は一切出ていない。

　俺は出来るだけチューネさん自身を傷つけないように、その力だけ削そぎ落おとすような感じで貫いた。

　その甲斐あってか、槍は一見チューネさんを貫いているように見えるが、単に彼女の精神体を貫いただけに留とどまっている。

「ク……フフ。ここに至ってなおアナタは優しいのですネ」

　チューネさんは皮肉気に口の端を吊り上げていた。

「でも、甘いわネ。ワタシを殺さなかったことを後悔するわヨ」

「だが、もうあんたには力は残っていないはずだ」

「だから甘いと言っているのヨ。さっきも言ったけれど、槍を手に入れてすぐに完璧に使いこなせているとでも思っているノ？」

「……なに」

「ひとつ質問があるワ。答えて欲しいのよネ。アナタにとって、この槍とあの子、どっちの方が大事かしラ？　──グラビティブラスト!!」

　突如放たれた重力系中級魔法。

　──甘かった。完璧に彼女の力を削ぎ切れていなかったのか！

　しかし、一体どこに向かって──

　視線を向けると、その答えはすぐに分かった。

　そこにいたのは金髪の小柄な女の子──

　──パティ！

　黒い重力の光線が彼女に向かって走っていく！

　パティは足に火傷を負っており、自慢の足が潰されている。あれでは躱せない……！

　──あのミロでさえあんなにボロボロになったのだ。防御力が皆無に等しいパティがまともにくらったら、それこそ体が捩じり切れて死んでしまう！

　俺はロンギヌスの槍から手を放し、とっさに走り出していた。

「八門遁甲……驚きよう門もん、解放!!」

　驚門はスピードを底上げする体の深部の門──足腰が一気に軽くなり、とてつもない力が漲みなぎってくる。

　俺は目にも留まらぬ速度で重力の光線を追い抜かす──が、脚から筋肉がぶちぶち切れる音がした。……驚門は深部の門。その全速力。足への負担が甚大だった。

　それでも辛うじてパティの前へと回り込むと、俺は腰の鞘さやからルーンブレイクを抜き放ち、重力の光線に向かって思い切り斬り付けた。

「ぐうう……！」

　脚の筋肉が切れているせいで、踏ん張りが利かない……！

「リューイくん！」

「心配するな！　君は絶対に俺が守る！　──八門遁甲……傷しよう門もん、解放!!」

　傷門は魔力を高める深部の門。体中に魔力が漲り、それに応えるかのようにルーンブレイクの切れ味が一気に増す。

「はあああああああああっ!!」

　俺は剣を振り抜いた。重力の光線は真っ二つに割れ、消えてなくなった。

　同時に、連続で深部の門を開けた反動が体に襲い掛かる。

「かはっ……！」

　俺は吐血し蹲る。
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「リューイくん！」

「……だ、大丈夫だ。それよりもチューネさんは」

　俺はすぐに確認する──が、彼女の姿は既にどこにもなかった。

　しかし、どこからか声だけが聞こえてくる。

『チュチュチュ、さすがはリューイさン。今日のところは痛み分けということにしておいてあげるのヨ』

　……本当に抜け目のない人だ。皆の目がパティに集中している間に逃げ出したのか。

『チュチュ、本当に賢い者は逃げるための準備を怠らないものなのヨ』

　前回の山羊魔神よりも、よほど厄介な人だ。

　しかも、ロンギヌスの槍が持っていかれたか……。

『悔しいかしラ？　せっかく最強の力が手に入ったのにネ』

「別に。そんな槍くれてやるさ」

『なんですッテ？　世界を救えなくてもいいノ？』

「何を勘違いしているか知らないが、俺は世界よりもパティの方が大事なんだよ。まあ、いざとなったら世界くらい、そんな槍がなくてもどうにかして守ってみせるさ」

　後ろから息を呑む声が聞こえてくる。でも、これは俺の本音なのだから仕方ない。

『チュチュチュ！　それでこそリューイさんなのヨ！　いつか絶対にワタシの物にしてみせるのヨ！』

「それは御免こうむる」

　しかしそれに対しての返答は無かった。……どうやら去ったらしい。

　完全には力を削ぎ切れなかったとはいえ、彼女にはもうほとんど力は残っていないはず。すぐにまた不意を打って襲ってくることもないだろう。

「リュ、リューイくん……あ、あの、今の言葉って……」

　パティがおずおずと声を上げたが──

「お疲れさん。どうにかなったみたいじゃのう」

　スノートラが笑顔を見せながらこちらに近付いてきた。同時にミロやアイスマリーもこちらに寄って来る。

「それにしてもボウヤ。ようパティを守ったの。偉いぞ、偉い！」

　スノートラが、しゃがめ、と手でジェスチャーしてきたので言われた通りしゃがむと、よしよし、と頭を撫でてくる。年齢は俺より上かもしれないが、見た目が幼い女の子に頭を撫でられるとかなり照れくさいな。

「えらい、えらい」

　ついでにアイスマリーも頭を撫でてきた。

　いい年をした男が見た目幼女の二人に左右から頭を撫でられる絵は正直ヤバい。

　と、そこへミロが近付いてきて──

　いきなり頰ほおを殴られる。俺は錐きり揉もみ降下して地面に倒れた。

「と、突然何をするんだよ!?」

「よくあの子を守ったわね。さすがリューイだわ」

　ミロは褒めてくれるが……じゃあなんで今殴られたの？

「あの……パティを守ったことを褒めてくれているんだよね？」

「当たり前よ。もし槍を選んでいたらあんたをぶっ飛ばしていたわ」

　だったら何でそんなに機嫌が悪いの？　というか既にぶっ飛ばされたんですけど……。

　怒りながら褒めるというミロの謎なぞ原理に戦々恐々の思いでいると。

　──突如、マーサの神像が光り輝き始めた。

　……なんだ？

　茫ぼう然ぜんと見つめる俺たちの前で、マーサの神像の上にうっすらと女性の姿が浮かぶ。

　ウェーブのかかった金の髪と透き通るような白い肌の、とても美しい女性。

　ただ、像の女性にとてもよく似ていた。

　──まさか、マーサなのか？

『いかにも。我が名はマーサです』

　……マジかよ。心を読まれた。

　しかも六柱神の一角が目の前にいるのか。

『この像に残された力では、私が顕現していられる時間はごく僅かです。その間にあなた方に伝えなければならないことがあります。まず知っておいて欲しいことは、このラーマの地下遺跡が「方舟」そのものであることです』

「方舟……」

　誰かが呟いた。

『そうです。方舟は世界から世界へと渡るための船であり、同時に強力な兵器でもあります。それ故に、始祖たちに方舟を渡してはなりません』

　始祖──マーサ神もそのように彼らを呼ぶのだな。

『方舟を蘇よみがえらせるには六つの宝珠を集める必要があります。始祖六将の一人、魔将チューネを退けた勇敢なる者たちよ、どうか始祖たちから六つの宝珠を守ってください』

　それ、本来は『勇者』の仕事なのだが……。

「あの、俺、門番なんですけど」

『それが何か』

「いえ」

　素で返されてびっくりしたわ。

　マーサ神が少しずつ薄くなっていく。

『そろそろ時間です。もう一度言います。方舟を始祖たちに渡してはなりません。世界はあなた方の肩にかかっているのです。勇敢なる勇者たちよ、頼みましたよ』

　だから『勇者』はちゃんと別にいるんだけど……。

『頼みましたよ』

　何という断りづらい雰囲気を醸かもし出だしてくるのか。

　俺は頷くしかなかった。

　結果、マーサは満足げな微笑ほほえみを浮かべて消えていく。

　──俺はこの時、第二層で見つけたマーサの日記に書いてあったことを思い出していた。

『絶対殺す』を略して『ぜっころ』。

　あのセリフを今の神こう々ごうしくも美しいマーサが書いていたということに、不思議と何の違和感も覚えなかった。
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　魔将チューネとの戦いの日から二日が経過した。

　あれから俺たちは地上へと戻り、一度ボロボロになった体を休めることにした。

　ラーマの町の教会には回復魔法を使える神官がおり、八はち門もん遁とん甲こうスキルで切れた筋繊維もすっかり元通り。むしろ以前より体の調子が良い気さえする。

　ラーマの地下遺跡──つまり『方はこ舟ぶね』についての調査は、アイスマリーを中心として行うことになった。基本的に彼女が調べものをするのを他の皆でフォローする形だ。

　アイスマリーが地下遺跡に潜る時は、交代で彼女のお供をすることになっており、今日はスノートラとアリエルが一緒に行っている。今回は一度潜ったところを再度、重点的に調べるだけなので、既にパティのマッピングによって罠わなも全すべて詳細になっているから、あとはモンスター戦だけフォローすればよいというわけだ。

　──ちなみにチューネさんはあのまま行方不明である。ロンギヌスの槍やりごと。

　主あるじが戻ってこないことに太たい守しゆの館やかたは一時騒然となったが、彼女の正体が魔神であったことを伝えると、慌てて本国に伝令が走って行った。この件に関しての後始末はどうなるかまだ分からないが、差し当たって次の太守こそまともな人であることを願いたい。

　ただ、ロンギヌスの槍を持っていかれたことは痛かったな。まあ、俺にしか扱えないというのは何となく分かったことなので、あの槍で何かされる心配はないだろうが。あれは特殊な『呪のろい』がかかった槍だったから。

　そんなわけで、しばらくはアイスマリーの調査がメインとなり、彼女のフォロー以外にやることがないので、俺は再び通常の門番業務に戻っている。

　本日は晴天で、これ以上ないほどの門番日和びよりなのだが──

　俺は門番の仕事を楽しめないでいた。その理由は俺の左右にいる二人の女性にある。

　──ミロとパティ。彼女たちは左右から俺の服の裾すそを握って、一切離れようとしない。

　理由は不明。が、いつものように三人で門番の仕事をしていると、パティがさりげなく俺の近くに寄って来て、それを見たミロが負けじと近付いて来て、それを繰り返している内に気付いたら今の状態だった。

　現在は俺の服の裾を左右から握りながら、互いに睨にらみ合あっている状況だ。ミロの暗黒オーラにパティがやや押され気味といった感じか。

　いつもだったらそれだけでビビって逃げ出すパティだったが、今日は中々引こうとしない。そのせいで一層ミロの機嫌が悪くなっていくものだから、俺の胃も痛かった。

　やがて我慢できなくなったミロが、暗黒オーラでパティを脅し始める。

「その手を放せ」

「ひいいっ！　い、いやです！　死んでも放しません！」

　やはりビビりながらもパティは引かない。

　しかし、どういうことだ？　地下遺跡から戻ってから、俺の側そばにいたがるのだ。

「パティ。君は『魔法剣士リューイ・ネルフィス』のことが好きなんだよね？」

「は、はい。もちろんです」

　だよね。だったらこのパティの距離感は何だ？　理解しがたい女心に少々混乱気味の俺だった。

「ならば今すぐその手を放せ」

「絶対いやです！」

「捻ひねり潰つぶすぞ、小娘」

「や、やれるもんならやってみてください！　今のわたしにはこのピアシングダガーがあります！　ただではやられません！」

　おお、今日のパティは一味違うぞ。どうやらあの短剣のおかげで随分と自信を付けたみたいだな。しかし、

「ほう、面白い。では存分に可愛かわいがってやろうではないか」

　ミロが暗黒大剣ムーンブルグを鞘さやから抜き放つ。……本気過ぎだろ。

「ひいいいっ!?　す、すいません！　調子に乗りましたああああああああ!!」

　結局土下座していた。パティ、君が悪いんじゃない。相手が悪い。二重の意味で。

　……はあ、本当は二人と色々と話したいことがあったのにな。

　気になることはたくさんある。

　ロンギヌスの槍を持ったまま逃げたチューネさんの行方。

　それに彼女が言っていた大賢者フロストキースのこと。それについてはアイスマリーが何か知っていそうだったが、何な故ぜか彼女は何も話してくれない。

　他にも残りの魔神のことや、マーサが言っていた六ろく宝ほう珠じゆのこと。方舟のこと。

　それらを門番の仕事をやりながらまったり話したかったのに。二人がこんな調子では話のとっかかりも摑つかめない。

　……まずはこの二人の仲の悪さをどうにかしなければならないか。

　どちらも俺の大切なパートナーであり、親友なのだから。
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あとがき






『あとがき』を書くことが苦手な春日かすが山やませいじです。調べてみたら、作者の近況報告や作品の解説をすることが一般的とか。特に近況報告はない寂しい作者なので、作品の解説をすることに決めました。とは言い条、本来は本文の中だけで全すべてを伝えきる、もしくは読み取ってもらうことがベストなわけで、あまり余計なことを書くと面白さを減衰させることに繋つながりかねません。ですので、少しだけ。この作品の世界観は、私たちの生きるこの現実世界と繋がっています。小さな枠組みでは全く別の世界ですが、大きな枠組みでいう世界観は同じものです。故に、馴な染じみのあるワードが出てくるかもしれません。

　──最後に、今回も大いに力をお貸し下さった担当編集のＨ様。とても丁寧に対応して下さったＳ様。本当に素晴らしいイラストでキャラに命を吹き込んで下さったふーみ様。他にも全ての方に感謝を。
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